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熟考にかなうイバーダはない 

(ベイハーキ、シュアイブ，:[ V , 157) 


私たちに“熟考”や“感受性（タハッスス ） ぃ’ 
といった能力を与えられ、マーリフアトゥッラー 
(アッラーを“心で理解する”）道を創られた無 
限の気前良さと恵みの持ち主アッラーに無限の 
感謝と称賛がありますように。 

万物、人間及びクルアーンを最も素晴らし 
く、最も感性豊かにそして最も深い形で読み解 
き、ウンマにもこれらを心の目で読むように求 
められた預言者ムハンマドに、そして彼の家族 
や友人たちに祝福と平安がありますように。 

アッラーは、神性の名と特性の三つの大き 
な顕現の場である“クルアーン”、“人間”及び“万 
物’’の深みから何かを得てそこから生を啓発する 
真の真珠を取り出す能力を、被造物の中で完全 


1タハッスス：感情を抱くこと、感じること、心が把握す 
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な形ではただ人間たちに、部分的にはジンにも 
たらされました。この唯一つの媒介は“熟考”や‘‘ 
感覚”なのです。 

実際、熟考と感受性は、真実に至ることや 
心の生に段階を与える為の不可欠な 条件で。 比 
類なき導きと幸福の為のガイドであるク ルアー 
ンは最初の節から最後の節まであらゆる要因を 
通して私たちを熟考へと招きます。人の創造に 
おける英知、万物における驚くべき秩序そして 
アツラーの お言葉を、つまり、 アツラーの 力の 
刺繍を、力と崇高さの顕現を、そして アツラー 
の万物に於いての絶対的な統治者であることを 
熟考するように命令しています。 

アツラーは ク ルアー ンであらゆる機会で次 
のように語られています。 


「それでもあなたがたは反省しないのか。 
恐らくあなたがたは反省するであろう。かれら 
はク ルアー ンを、よく考えてみないのであろう 
か。かれらは、それでも悟らないのか」 

と語られ、信者たちを警告しています。 2 

事実、このような例文が多くあります。 


2参照：家畜章、第6章、第50節；雌牛章、第2章、第219 
、266節；ムハンマド章、第4 7章、第2 4節；婦人 
章、第4章、第82節；ヤー•スイーン章、第36章、第68 







前書き 


「かれらは骼駝に就いて、如何に創られた 
かを考えてみないのか」 3 と語られ、被造物に注 
意をひかれ、 

「かれらは頭上の天を見ないのか。天地の 
凡てのものを観察しなさい。如何に創られたか 
を考えてみないのか。さあアツラーの慈悲の跡を 
よくみるがいい。かれが如何に、死んだあとの 
大地を甦らされるかを。このようにかれは、死 
んだ者を甦らせる。かれは凡てのことに全能で 
あられる」 4 と語られ、地理的な事項に注意をひ 
かれ、 


「あなたがたは地上を歴遊して、かれら以前 
の無信仰な者たちの最後がどうであったかを見な 


3 アツラーのアル.バーリーとアル.ムサツヴイルと いう 
特性は彼が被造物をそれぞれ異なつた形で創造され、 
あらゆる被造物に、その立場や果たす責任に応じてふ 
さわしい能力を備えさせられることを示しています。動 
物の中で ラク ダに与えられた特徴はこの典型的な例なの 
です。 ラク ダは水と植物が非常に少ない土地である砂漠 
という環境で暮らさなければならない為、そのこぶに何 
週間も足りる量の水を貯めることが出来えるし、棘でも 
食べることができ、食べた植物を長い時間体内で新鮮に 
保つことができます。更に、砂嵐と砂漠の極端な熱に耐 
えるように創造されました。確かに、これは神の知識、 
力、芸術の感動させる無数の顕現のただ一つなのです。 

4 参照：カーフ章、第 50 章、第 6 節；ユーヌス章、第 10 
章、第101節； 圧倒的事態章、第88章、第 17-20 節;御 

光章、第24章、第43節；巡礼章、第22章、第63節；雷 
電章、第13章、第3節；預言者章、第21章、第31節；蜜 
蜂章、第16章、第65節； ビザ ンチン章、第30章、第50 
節… 

- 
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かったのか」 5 と語られ、歴史に注意をひかられ 
ます。それによって私たちしもべをあらゆる要 
因を通して熟考へと招かれ、この万物を統治す 
るアッ ラーの 法の顕現条件を理解することを求 
められます。 

またアッラーは人間が万物を無意味で無理 
解なまなざしではなく英知を認識する知性と洞 
察力で目にする必要があると表現されていま 
す。クルアーンで神聖な恵みについて言及さ 
れ、何度も「アッラーは夜と昼を次々に交替さ 
せる。本当にこれらの中には、見る目をもつ者 
への教訓がある」 6 と呼びかけられます。 

崇高なる アッラーは 私たちに、自分たちや 
自然界を熟考することを繰り返し求められま 
す。ク ルアーンでは 約150 回、アッラーの 崇高 
と力の刺繍について考えることが命じられてい 
ます。その為、タアックル、 ( jkii ), テデップル 
し^)， テゼックルと熟考という特性を使 
われています。 

この特性が最高の レベルで 人生において実 
行され、神聖な鍛練となる分野が、神秘主義な 
のです。神秘主義は人の神聖な力とこれに加え 
アッラーの恵みに応じて真実の頂点に到達する 
ことを目的とする成熟の為の道の名です。その 



参照：ムハンマド章、第47章、第10節… 

参照：イムラーン家章、第3章、第13節；御光章、第24 
章、第44節；集合章、第59章、第2節... 
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為、“自らを知っている者は自らの神も知る’’とい 
う言葉で表現される英知は、神秘主義者の神聖 
な成熟方法で最も基本的な基準の一っを形成す 
るものです。 

万物において、生きた心を持っ人間に創造 
主とアツラーの芸術的な力を知らしめることの 
ない微粒子は存在しません。ミクロの世界から 
マクロの世界まで万物における全ては神聖な崇 
高さの証人なのです。 

全ての被造物には“状態という言葉”という表 
現形があり、あらゆるものはそれで明白に宣言 
を行う状態にあります。これらの話法をふさわ 
しい形で把握できる信者たちにとって、体のキ 
ブラは カーバで あるように心のキブラは アツ ラ 
一となります。 

クルアーンでは次のように語られていま 
す。 

「または立ち、または座り、または横たわって （ 
不断に）アツラーを唱念し、天と地の創造に就いて 
考える者は言う。『主よ、あなたは徒らに、これを御 
創りになったのではないのです。あなたの栄光を讃 
えます。火の懲罰からわたしたちを救って下さい』 

」（イムラーン家章、第3章、第190—191節） 



万物における神聖な力と崇高さの顕現をふ 
さわしい形で熟考できる人はまず、自分の無力 
さを理解し、次に、完全な服従と従順さで、あ 
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らゆる呼吸で神をズィクルしている状態となり 
ます。これにより、その人の心は篤信の光に満 
たされます。熟考は篤信によって最も適切な形 
に至ります。 

アッ ラーの 位階において人間は肉体の形、 
外観や世俗的な社会的地位ではなく、心的成長 
や意味の深み、精神的な性質と能力で価値を持 
ちます。これにより、ク ルアー ンは信者の熟考 
を信仰上の思いの深さで補強してそれを物質と 
我欲の狭い境界線に閉じ込められることから救 
い、魂の雰囲気の永遠で無限の地平線に到達さ 
せます。万物における精神的な飾り棚を、教訓 
を含んだまなざしで見渡せる信者の熟考は精神 
的な特性を獲得します。心の愛情で頂上に到達 
するこのように深くて広い熟考は、最も美しい 
信仰の鍵なのです 

精神的な構造を発展させられない人は、我 
欲的な人生の無意味な顕現に引っかかってしま 
い、熟考の能力を一時的な愛情の渦で破壊して 
しまいます。このような厄介な心、認知はもは 
や、真実や善に向ける代わりに常にはかない飾 
り棚を見て我欲の欲求や欲望の虜となります。 
全く熟考しないのです。はかない世界という市 
場の最後の上着であるケフェン（死者を包む 
布）はいつか必ず彼を包み、死は全てのはかな 
い喜びに、魅惑に、欺瞞のメッキに、「中止」 
^という印を押します。 

- 
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信仰上の思いの深さに強化された熟考は人 
間に常に安らぎを与える一方で、ただ無味乾燥 
な理性の限界の内側にとどまることは野心と利 
己主義を強め、心を損ない、不注意さに陥らせ 
ます。 

指紋はある意味でアイデンティティーであ 
るように、ある信者の熟考や感受性においての 
特性は彼の精神的なアイデンティティーだと 
言えるでしょう。だから、人間の尊厳にふさ 
わしい レベルで そして創造の目的に適った形で 
生き、精神的に深みを得たい信者は、クルアー 
ンが示している熟考という場に入るべきなので 
す。なぜなら、心の細やかさ、人間関係での繊 
細さはただこのような熟考で手にすることがで 
きるからです。 

イス ラームが 熟考や感受性を重視している 
のにも関わらず、世俗的なものへの従事を大切 
にすることで生じる不注意さのせいで、人間は 
多くの場合レベルの高い熟考や感受性から離れ 
て生きます。この結果として死と、この世が試 
練の世界である真実を忘れてしまいます。 

篤信に基づいて生きて特性のある熟考と感受 
性を得る信者たちは一こういう人々は常に少数派 
です一我欲に勝ち、自らの人間的な事実を、弱さ 
と利点を共に理解できる成熟さに到達します。 


このような人々は中に生きている見かけ上 
の人生に関わらず、同時に自らの為に内なる感 
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情を得ることの、永遠の強さに到達します。心 
が広げられた結果見ることができる、物質的な 
世界の地平線を超える高 V 、認識に到達します。 
完全な信仰はただこれによって得ることのでき 
る神聖な恵みなのです。 

そう、この特性に到達することのできた本 
当の信者にとって、はかない生はもはや大切な 
物であるとは考えられません。このような信者 
の目では、この世での日々は、量が書いてない 
リールから、あらゆる瞬間に終わりが来てしま 
う糸巻が尽きてしまうことに似ています。 


同時に人生の資本はとても重要です。なぜ 
なら、それは永遠の生を得る為の唯一の資本な 
のです。この認識に到達した信者は、ク ルアー 
ンで語られているように“命じられたように、（正し 
い道を）堅く守れ” 7 ないとしたら結末はとても悲 
しく後悔するものとなることを知っています。 
この後悔をしない為に、常に アツ ラーのこの警 
告を考慮するはずなのです。 

「死があなたがたを襲う前に、われが与えた 
ものから施しなさい。かれは、『主よ、何故あなたは 
暫くの間の猶予を与えられないのですか。そうすれ 
ばわたしは喜捨〔サダカ〕をして、善い行いの者に 
なりますのに。』と言う。定められた時がやって来た 
時、アツラーは誰にも猶予を与えられない。アツラ 



参照：フード章、第11章、第112節 
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一は、あなたがたの行うことに通暁なされる」 （偽信 

者たち章、第63章、第 10-11 節） 

つまり アッラーは 信者が アッラーの 神性の 
偉大さ、この偉大な均衡の神秘と英知を完全に 
認識することを求めます。この結果として、手 
にしているどのはかない恵みも信用せず、篤信 
に基づいて生き、天国にふさわしいしもべとな 
ることを望まれるのです。 

私達はこのささやかな作品で、預言者ムハ 
ンマドの 最 たるスンナの 一つで ある熟考と感受 
性の重要性、効果、そしてそれがどういうふう 
に実現されるべきかという点についてお話した 
いと思います。 

この機会に、この作品の出版に尽力してく 
ださったムラット•カヤ博士とメフメット•ア 
キフ•ギュナイに感謝し、その努力が永遠に残 
るサダカとしてアッラーに認められることを願 
っております。 

アッラーが私たちの全ての感情、気持ちにご満 
悦されますように！私たちをマーリフエトウッラー 
とム ハツべ トウッラーの頂点に到達させ、私たちの 
はかない生涯をこの特性のままで終えることがで 
きますように。 

アーミーン！ 


オスマン•ヌーリ•トプバシュ 


2010年6月 


ウシユクダル 
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理性の限界 


イス ラームは 理性にとても価値を与えてい 
ます。更に、それを責任を持つことの、二つの 
基本的な条件の一つと見なします。 8 あらゆる要 
因を通し、理性をふさわしい形で使うように示 
唆します。同時に理性が事実を理解する能力は 
無限ではないことも告げています。なぜなら、 
アッ ラー は創造されたどの存在にも無限の力を 
与えませんでした。 

目が見る能力、耳が聞く能力に限りがある 
ように、理性が認識する能力にも限りがありま 
す。目が見る限界の先にあり、目には見えない 


8 アッラーの 御前で責任を持つ者となる条件の 一つで ある 
のは思春期に入ること、他には理性を持つこと、つまり 
過ちと罪を理解できるレベルに知的能力が上達すること 
です。この基準によれば、子供たちと狂ってしまった人 
々には、 イスラームの 観点からは行為からの責任ではあ 
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無数の存在があるように、耳が聞くレベルの先 
にあり、耳では聞けない無数の音があるよう 
に、理性が認識する能力の先にある為に認識で 
きないより多くの真実があります。つまり、理 
性は真実を完全に認識する点において、それ自 
体で十分ではありません。 

実際、真実に到達するという点で、理性が 
無限の能力を持つと見なす合理主義者の哲学者 
は、影響を与えた人々を幸福ではなくただ悲惨 
さに引き込んだのです。 9 


9 



古代ギリシアで、理性の限界を示す典型的な事件があり 
ました。ある若者が法を学ぶ為に哲学者に相談しまし 
た。この目的の為に決められた学費の半分を現金で払 
い、残り分を学生が最初に引き受けた裁判に勝訴した場 
合に払うこととなりました。この意味は学生が最初の裁 
判で勝訴した場合、教育が完璧であり、教師が2回目の 
分割をもらう権利を得たということなのです。しかし、 
学習が終わると、学生は教師に支払った最初の支払いで 
十分であるとして、2回目の分割払いを放棄するよう師 
に求めました。この要求のせいで最初の裁判が学生と先 
生の間で行われることとなりました。 

裁判では学生は判事の一団に対し、：「私はこの裁判で 
勝訴しても、敗訴しても、2回目の分割金を払わない」 

と言いました。裁判官が「それなはぜか」と質問したこ 
とに対し、彼は次のように説明します。 

「勝訴した場合、判決に従うとそうなります。もし敗訴 
した場合には、最初の裁判で敗訴したことになるのだか 
ら、被告と私の間の契約により、このお金は支払われな 
いべきなのです」 

これに対して、先生の教師も同じように、「私がこの裁 
判で敗訴しても、勝訴しても、このお金を受け取るべき 
なのだ」といいました。判事たちの「それはなぜか」と 
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創造したしもべたちの特性を、疑いもなく 
彼らよりも良く知っているアッラーは、理性が 
真実に到達するという点における弱点と不十分 
さを補填する為に、人類の歴史を通して-伝承に 
よれば-12万4千人の預言者を派遣し、啓 
示した書卷や啓典で人類を真実に到達させるベ 
く、最善の支援をなされたのです。 

従って理性が啓示によって鍛錬されること 
が必須となるのです。なぜなら、人間は神聖な 
導きによって鍛錬されない場合、あたかも荒っ 
ぼい馬のようであり、それで目的地に達するこ 
とが不可能であるように、崖から転落してしま 
う可能性が高いのです。荒っぽい馬のエネルギ 
一から最善に恩恵を受ける為には、馬に手綱を 
かけて鍛錬する必要があるように、理性に、啓 


いう質問に対し、彼は次のように答えました。 

「もし勝訴した場合、判決に従うとそうなる。もし敗訴 
した場合、原告と私の間の契約に従い、このお金を受け 
取らなければならない。なぜなら私が敗訴した時には彼 
が勝訴することになる。そして第2回目の支払いの為の 
必要な条件が成立したことになる」 


このように、両方の主張とも合理的で論理的なのです。 
つまり、理性と論理はこの例に見えるように時々自分が 
作った壁の中に自分自身を閉じ込め、袋小路に入ってし 
まうことがあります。 

このように、多くの人間の紛争を解決する時においてさ 
え、その無力さで何もできない理性が、永遠の神性な真 
実を完全に理解することは不可能なのです。その為、理 
性が袋小路に入らないことは、それを啓示で鍛錬するこ 
と、限界を超えた真実に対して降参する必要がある、と 
いうことへの理解にかかっているのです。 
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示とその説明の場であるスンナの神聖な鍛錬を 
受けさせ、正しい理性とすることが必須となる 
のです。これがなされない限りそれは銃のよう 
にその役割を果たし、善の要因にも、悪の要因 
にもなり得るのです。 


心の務め 

イスラームの 観点において、信仰は心での 
承認、言葉での公言によって実現されます。つ 
まり、信仰の本当の顕現の場は理性ではなく感 
情の中心地である心なのです。このことはとて 
も重要です。なぜなら、信仰とは尊い感覚なの 
です。理性は信仰という感覚に到達し、最初の 
一定の段階を超える為に必要な要因なのです。 

理性において認められ、精神において受け 
入れられた神の真実は、心において認められな 
い場合、本当の信仰となりません。信仰は完全 
に心に入らない場合、行為には変わらないし、 
態度に方向性を与えることができません。これ 
はアッラーの位階において全然価値のないこと 
です。実際に、アッラーは神の真実を読んで知 
っているのに、心では認めていない為、それに 
応じて行為を行わないイスラエルの民の学者の 
状態を、無数の本を運んでいるロバと同じであ 
ると見なされています 。 1Q 



10参照: 


合同礼拝章、第62章、第5節 
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だから、神の真実を知ることとは、それら 
をただ脳に貯めることではありません。知るこ 
ととは、熟考と感受性の結果として人生や万物 
における壮大な均衡の不可解さを解きほぐし、 
それに必要な形で行動することです。これを実 
行するのは、信仰の光で啓発された心なので 
す0 


理性が人間、万物とそれらの真実に対して 
鏡のようであるクルアーン について 熟考する際 
に得る結果は、ちょうど土から出される生の鉱 
物のようです。この鉱物を加工された状態へと 
するものが、心なのです。 

心は感受性、つまり感覚の中心です。心の 
「インスピレーションと閃き」という言葉で表 
現されている機能は、理性が提供した証拠を組 
み合わせ、ちょうど壊れている花瓶の部品を集 
めて本来の形にするように、真実の完璧な意味 
での認識を可能とします。 

つまり、真実と善への到達を完璧的に実行 
する為に、理性が啓示で鍛錬され、理性が足り 
ない時には信仰の成熟さを持つ心がその義務を 
引き受け、その不足を従順さで補填する必要が 
あります。 


熟考の価値はそれを感受性により強化され 
ること、つまり、脳と心の機能が均衡のバラン 
スの中で実行することに依存しています。脳と 
心のみが重視されれば、人間は多分この世界に 
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のみふさわしい人つまり、利益重視の人となる 
でしよう。しかし、完全な信者になる為には、 
感覚の中心地である心が精神的な訓練を受け、 
理性を導く必要があります。なぜなら、感覚の 
中心地である心は理性の熟考を、熟考は意志を 
導いているからです。つまり、意志の行為の基 
本的な要因は心なのです。そこ定着し根付くの 
が感覚なのです。この観点から、心がアツラー 
の命令に従うことは、他の器官より重要なので 
す0 


なぜなら、我欲の欲望の土壌で、うぬぼ 
れ、思い上がりのような心の病気の害の下で、 
穏やかな心の導きを得られていないままの理性 
の熟考は、本来のあり方から外れ、人間をシャ 
イ ターンの よう に 堕落や倒錯へと追いやるので 
す 


メヴラーナは次のように語っています。 

「シャイターンに、彼の理性ほどの愛情も 
あったとすれば、現在のイブリースとはならな 
かっただろう」 

つまり、理性にはそれ単独での価値はない 
のです。理性を用い、それに最も正しい方向を 
示す為に心の中にある感覚を精神的に成熟させ 
ることが必要なのです。 



要するに、真の熟考は啓示で恵みを得た理 
性と、精神的に成熟した心の出会う場所で始ま 
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ります。私たちはこの作品で熟考という概念を 
使う際に、アッラーの真実で鍛練、心の感受性 
で強化されたその適切な形を意図しているので 
す0 


熟考 ( り，単語の意味からの観点では、 
教訓を得てある物に集中すること、深く考える 
ことを意味します。 

テエツムル ( jj ®), 十分に考えること、熟考 
を続けること、そしてよく調べて見ることとい 
う意味です。忠告と教訓を得ること、そして真 
実に到達する為に万物と出来事について詳しく 
考えることを意味します。 

テデッブルじ:3り，あることの結果や結末を 
考えることです。 


今日、私たちはこの全ての意味をただ“熟 
考すること”あるいは“考えること’’という概念 
で表現しています。疑いもなくこの状態は、こ 
の崇高な民族をイスラーム文化から孤立される 
為、私たちの言語で起こった恐ろしい破壊とい 
う背信行為のつらい結果なのです。なぜなら、 
人間は言葉で考えるからです。概念やその表現 
の要因である単語が不十分にゆがめられた言語 
で、深いイスラーム的熟考の地平線に入るのは 
可能ではありません。この観点から、ク ルアー 
ン文化から来ている言葉を守り、それを使うこ 
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とで生きさせ、そして、その言葉の代わりに置 
き換えさせようと望まれている模造された言語 
に絶対に頼らないことが不可欠なのです。 


熟考の重要性 

アツ ラーの 書物及び預言者 ムハン マドの ハ 
ディースでは、精査すること、研究すること、 
熟考すること及び教訓を得ることにっいて無数 
の命令と奨励があります。この項目に関しクル 
アーンに含まれる何百もの節のうち二つでは、 
次のように語られています。 

「かれらは反省しないのか。アツラーが天と 
地、そしてその間にある凡てのものを創造なされ 
たのは、唯真理のため、また定めの時のためである 
ことを。だが人びとの多くは、主との会見を否認す 

る」（ビザンチン章、第 3 0章、第 8 節） 

言ってやるがいい。「わたしは忠告する。あな 
たがたはアツラーの御前に、2人ずつまたは1人 
ずつ立ってよく考えなさい。あなたがたの同僚は、 
気違いではない。かれは厳しい懲罰の（下る）以前 
に、あなたがたに警告するに過ぎない。」（サバァ 
章、第34章、第46節） 



ここで、人間たちが全体として、あるいは 
一人一人が、アッラーにしもべとして振る舞う 
こと、そして真実について考えることが勧めら 
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れています。 11 ただこの奨励だけに従っても、救 
われることが約束されているのです。 


預言者ムハンマドは常に熟考をされていた 


預言者 ムハンマド は沈黙と熟考をとても好 
まれました。預言者となる少し前には、人々か 
ら離れて一人で暮らし熟考することを強く望ま 
れました。メッカからおよそ5キロの距離にあ 
るヒラーの洞窟に行き、そこで何日も過ごして 
いました。彼のこの時点でのイバーダは熟考す 
ること、祖先のイブラーヒー ム のように天と地 
の支配に ついて 教訓を得ること及びカーバを見 
ることでした。 12 アツ ラーはこのように、 ムハン 
マドを神聖な任務の為に用意されました。 

当時万物とその創造主について熟考してい 
たハンマドは、その後の生活においても常に熟 
考をされていました。 

ヒンド•ビン•ェビ ー • ハーレは 次のように語 
つています。 


11社会の、もしくは大多数の考え方は一般的に個人個人の 
考えに影響を与えています。この影響を取り除いて真実 
を見つける方法は、学者の導きを求め、ただ心と向き合 
い、熟考という場に入るです。クルアーンの言葉によれ 
ば、共通する認識が出す判断は、常に正確あるいは正確 
に近いとは限らないのです。だから、皆は自分の自由考 
えを言うべきであり、この共通の判断を誠実に批判し、 


独立した考えに到達するべきなのです。 

12 Ayni , Umdetu 1 - Kari , Beyrut , ts ., I , 61; XXIV , 128. 
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誉れ高い預言者ムハンマドは常に悲しげ 
で、考え込まれていました。彼には、安楽であ 
ることはありませんでした。不要な言葉を使わ 
れませんでした。話す時間よりも沈黙の時間の 
方が長く続きました。話を始める前にも話が終 
わる時にも アツラーの 名を ズィ ク ノレして いまし 
た。 ( Ibn-i Sa ， d , I , 422-423) 

実際、預言者ムハンマドはウンマに熟考を 
勧める為に次のように語られています。 

「アツラーは私の沈黙が熟考となるよう、 
命令された」 (Ibrahim Canan, Hadis Ansiklopedisi, XVI, 
252/5838) 

「熟考にかなうイバ^ー ダはない」 (Beyhaki, 
§uab, IV,157; AH el-Muttaki, XVI ， 121) 


「この世界では客のようでありなさい。礼 
拝所を家として認めなさい。心を愛情に慣らせ 
なさい。よく熟考し、よく泣きなさい。欲望が 
あなた方を変えさせないように」 (Ebu Nuaym, Hilye, 
I ， 358) 

また預言者ムハンマドは預言者イブラーヒー 
ムに啓示された10ページの書巻から次のように 
伝えています。 



「理性を持つ人は、特定の時間を持つべき 
なのです。時間の一部をアッラーに対するドウ 
アーと懇願、一部をアッラーの芸術と力を熟考 
すること、一部を過去で実行したことを点検 
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し、将来実行することを計画すること、また一 
部を、生活費を稼ぐ為に分けるべきなのです」 

ルクマーンは一人で、他の人がいないとこ 
ろに座つて熟考することがとても好きであり、 
これをしばしば繰り返していました。彼に人々 
が、 


「あなたはたいてい一人で座っている。人 
々と一緒に座って会話するほうがもっとふさわ 
しいのでは」と尋ねました。彼は次のように答 
えました。 

「長い間一人でいるのは熟考の為により適 
切です。長い間熟考することは人間を天国の道 
へ導くガイドなのです」 13 


アブー •デルダは、 

「1時間の熟考は4 0日間義務ではないイバ 
ーダより優れている」と言いました。 ( Deylemi , II , 
70-71, no : 2397, 2400) 

タビーン（サ ハーバを 見た人々）の一人、 
サーイド • ビン•ムセツイエブ師に、 

「どのイバーダがより尊いですか」 

と尋ねられました。彼は次のように答えま 
した。 


13 


Imam Gazali , Ihyau Ulumi ’ d - Dm , Bey rut 1990, Daru ’ l - riayr , 

VI ， 45. タルススにある歴史的な礼拝所でルクマーンがお 
こもりをした場所は現在でも訪問がなされています。 
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「アツラーの被造物について熟考するこ 
と、宗教について詳細な理解を得ることです」 
( Bursevi , Ruhu 'l-Beyan, [ en - Nur , 44]) 

ビシユリ•ハフイー師は熟考の重要性につい 
て次のように語っています。「人間たちがアツ 
ラーの崇高さについてふさわしい形で熟考すれ 
ば、アツラーへ反発することはできないし、罪 
を犯すこともできなかっただろう」 （ ibn-i Kesir , I , 
448, [イムラーン 家章、第3章、第190節]) 

先にも表現したように、人にアツラ'一の崇 
高さを認識させる熟考は、理性の働きです。こ 
の活躍を完璧な結果に到達させるのは、心で 
す。私たちの心は最も誉れある器官であり、勿 
論その善行は他の器官の善行よりも徳のあるも 
のとなります。なぜなら、心はアツラーが見る 
所なのです。 

明らかな真実として、啓示で鍛錬された理 
性の熟考は心を照らす光の最初の資本であり、 
洞察力と英知に到達するただ一つの要因です。 
またこのような熟考は学問、ズフド、世俗性の 
放棄、そしてアツラーへの愛情の要因となりま 
す。 

最も役立つ熟考はアツラーの力、崇高さと 
統治を熟考することなのです。そのおかげで人 
間は現世での生を改善すること、来世に害を及 
ぼすことを辞めること、そしてその方法を考え 
❿ます。 

- 
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人がアツラーの恵み、命令と禁止、美名と 
特性を熟考すれば、心には愛情とアツラーにっ 
いての智の芽が芽吹き、精神的なレベルを獲得 
し始めます。来世、その誉れ、永遠であるこ 
と、現世が試練の場であること、及びはかない 
ものであることを考えるなら、来世についてさ 
らに考え始め、現世を必要なだけ重視するよう 
になります。世俗的な生が、誕生と墓の間での 
スピード競争であることを認識します。この生 
が、来世を手にする為の大切な資本であること 
を理解し、それを豊かにする点での真剣さと努 
力を強めます。持っ時間を戦利品だと見なし、 
それらを良いことや誠実な行いで最も素晴らし 
い形で活用します 14 

アブ-ル•ハサン•ハラカーニーは何と素晴ら 
しく語っていることでしようか。 

「信者の器官の（少なくとも） 一つはアツ 
ラーで忙しいままであるべきなのです。信者は 
アツ ラーを心で思い出すべき、舌でズィクルす 
るべき、目で アツ ラーが見て欲しい物を見る ベ 
き、手で気前の良いことをするべき、足で人々 
を訪問するべき、理性で人々にサービスするべ 
き、正確な信仰でドゥアーするべき、理性で熟 
考してアツラーを知り、善行を行うことに至るよう 
に頑張るべきであり、イフラースを伴う仕事をす 


14 Ebu ’ l-Hasan Harakani , Seyr ii Siiluk Risalesi , 着#: Sadik 
Yalsiz uganlar , p .107, Sufi Kitap , Istanbul , 2006. 
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るべき、最後の審判の厳しさについて人々を警 
告するべきなのです。このような人が墓から立 
ち上がってすぐ白布を着たまま天国に行くこと 
を私は保証します」 









万物への熟考 

奇妙なことに、人間はこの上 
なく煌めきを伴い、飾り付けられ 
ている宮殿を見ると感動します。 
それを忘れられず、生涯を通じて 
その美しさについて話します。し 
かし、この大きな アツ ラーの芸術 
の奇蹟である万物を常に見ている 
のに、詳しく考えることはでき 
ず、それについて話すこともでき 
ません。あたかも普通のことであ 
るように考えます。しかし、感動 
したそのはかない宮殿は、この大 
きな万物の最も小さな部分の一つ 
である世界のとても小さな細胞な 
のです。 




万物への熟考 


この世界の細胞から天まで、全ての物はア 
ツラーの芸術の奇蹟であります。全世界で人間 
の認識に提供された無数の英知の顕現により、 
万物はあたかもアツラーの力の刺繍の展示室な 
のです。 

万物は創造、均衡及び調和により、考える 
人々の為の重要な教訓の要因です。これを表現 
する多くの章句があります。アツラーは次のよ 
うに語られています。 


「かれらは頭上の天を見ないのか。われが如 
何にそれを創造し、如何にそれを飾ったか。そして 
それには、少しの傷もないと言うのに。また、われは 
大地をうち広げ、その上に山々を据え、様々の種類 
の美しい(草木)を、生い茂らせる。（それらは)悔悟 
して(主の御許に)返る凡てのしもべが、よく観察す 
べきことであり、教訓である」 （カーフ 章、 第 5 ◦章、 
第 6 — 8節） 


「見ないのか、アツラーが天から雨を降らせら 
れ、それを地中に入らせて泉となされ、それから色 
とりどりの、植物を生えさせ、やがてそれらが枯れ 
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て黄色になるのを。それから、それを乾かして、ぼろ 
ぼろの屑になされる。本当にこの中には、思慮ある 
者への教訓がある」（集団章、第 39 章、第 2 1節） 

地上にある水は人間たちに奉仕していま 
す。彼らの食べ物や飲み物や掃除等のニーズに 
対処するのに使用されています。だから、時々 
汚れてしまいます。しかしアツラーはそれを素 
晴らしい秩序で清められ、またしもべたちに提 
供されます。 

メヴラーナ師は私たちが水の変化のプロセス 
を熟考するよう求め、次のように語っています 

「清らかさと透明さがなくなると、つまり 
泥と混ざって濁ってしまうと、水も私たちのよ 
うに地上で穢れたことに不安を感じ、驚く。叫 
び、アツラーに庇護を求め始める。 この 叫び声 
と懇願に対し、アツラーはそれを蒸発させ、天 
に戻される。そこで様々な経過をたどらせ、清 
められる。そして時には雨、時には雪、時には 
みぞれとなって地上に降らせられる。最後に 
は、岸のない広い海に到達させられる」 

どの季節でも見るこの自然な出来事を伝え 
ているメヴラーナ師は人間に暗喩という方法 
で、「水が天で清められて来るようにあなた方 
もアツラーに近づいて心をあらゆる汚れから清 
めなさい。それによってあなた方も雨のように 
なり、慈悲と恵みを放つように」と奨励してい 
❺ます。 

- 
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また一方で、万物が創造されて以来続いて 
きた均衡の状態、わずかの滞りもない秩序、そ 
して入れ子状にある永遠の英知と神秘はあらゆ 
る物が卩隹一である力の産物であることを認識す 
る為に十分なものなのです。 


天を熟考すること、 

アツラーの力と崇高さの証拠の 一つは 天と 
地、星で示されているアツラーの統治です。天 
にある素晴らしい状態を熟考しないことは、人 
間認の識が崇高な英知の展覧会を見る機会を逃 
す要因となります。 

地は天に比べて海の中の一滴のようであ 
り、更にはそれよりも小さなものです。クルア 
ーンの殆ど全ての章の様々な節では、天の偉大 
さに言及がされています。天にかけられた無数 
の誓いがあります。アツラーは次のように語ら 
れています。 

「諸星座のある天において」 （星座章、第85 
章、第1節） 

「わたしは、沈んでゆく星にかけて誓う。それ 
は本当に偉大な誓いである。もしあなたがたに分る 
ならは」 （出来事章、第5 6章、第 75 — 76 節） 15 


15参照：撒き散らすもの章、第51章、第7節；星章、第 
53章、第1節；包み隠す章、第81章、第15節；夜訪れる 
もの章、第86章、第1節；太陽章、第91章、第1-2，5節. 
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万物の広さ、その中にある物の動き、それ 
らの間にある距離は、人間の力を、更には想像 
を超えるレベルの大きな数で言及され てい ま 
す0 


更に、学者たちは、「万物は私たちが想像 
できるよりもっと驚異的でもっと偉大なのです。な 
ぜなら、あらゆる物質は、宇宙において驚くべきス 
ピードでお互いから遠ざかっているからです」と 
言わざるをえなかったのでした。 16 

天文学者は宇宙の半径を14兆光年だと予 
想しています。光の速度は一秒で約3 0万キロ 
です。 


銀河 

天には近代的な望遠鏡で見ることができる 
数千億個の銀河があります。銀河は1000万から 
10億の星、そしてその星の原料や残骸を含めた 
巨大な星のグループです。 17 太陽系がある天の川 
銀河はそれらのうちの単なる 一つな のです。 


何百もしくは何千もの銀河が集まっている 


グループは銀河団と呼ばれています。銀河団に 
16 Yusuf el - Hac , Mevsuatii ’ l - i ‘ cdzi p . 413. 



17 http :// www . biltek . tuoitak . gov . tr , Evren/Evrenin Yapita § lan / 
Gokadalar , 
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よって形成された集団は、「銀河の スーパーク 
ラスタ」と呼ばれています。 18 

私たちがいる天の川銀河、そして私たちの 
近くの約30の銀河は小さな銀河団であるローカ 
ル銀河団を形成しています。近くの銀河団の一 
つである約6500万光年離れているおとめ座スー 
パー銀河団はおそらく 2千の銀河を含んでいま 
す。 一つの スーパー銀河団には数多くの銀河団 
があり、直径は1億光年に至ります。 19 

宇宙に反映される神の壮大さを示すもう一 
つのポイントは、銀河の衝突です。銀河の衝突 
は一般的な出来事なのです。もし、2つの銀河 
の軌道が交差する場合、または互いに十分に接 
近している場合、重力はそれらをお互いに引 
き合います。銀河には数十億の星が含まれてい 
ますが、星の間には大きな距離があるので、星 
は衝突の際にお互いに触れずに通過します。し 
かし、ガスやほこりから成っている星の間の物 
質は衝突の影響で特定の場所に閉じ込められま 
す。これは星の形成を加速させます。この為 
に、衝突した銀河には星形成の際の爆発が見ら 
れます。約30億年後、このような衝突が天の川 


18 http :// www . biltek . tubitak . gov . tr , £ vren/GoKbilim Sozliigu , 

19 http :// www . biltek . tuDitaK . gov . tr , Evren/bvrenm \ apita § lan / 
Gokadalar/Gokada Ktimeleri , 
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銀河とアンドロメダ銀河の間で起こることが推 
定されています。 20 

なぜなら、天の川銀河とそのそばにあるア 
ンドロメダは1時間当たり約50万キロで接近して 
いるからです。間に220万光年の距離があるこの 
二つの銀河は約30億年後に衝突するのです。 21 

天の川には約2,000億の星があります。太陽 
はこれらの星の 一つに 過ぎません。天の川銀河 
は約10万光年の半径があります。1秒当たり274 
キロの速度で回り、90万キロの速度でベガに向 
かって移動します。 


へラクレス銀河団は1万個の小さな銀河か 
らなっていて、私たちの世界から25,000光年離 
れています。 


太陽系 

天の川にある太陽系は120億キロの直径を持 
ちます。太陽の年齢は45 — 50億年だと計算され 
ています。太陽は銀河の中心から3万光年離れ 
ています。 


20 http://www.bilteK.tubitak.gov.tr, Evren/Evrenm \apita§lan/ 
Gokaaalar/farpi§an Gokadalar,; http://www.biltek.tubitak. 
gov.tr/haberler/gokbilim/99-08-4.pdf 



http://www.newsandevents.utoronto.ca/bin/000414b. 

asp;http://www.biltek.tubitak.gov.tr/haberler/gokbilim/2000- 

05-3.pdf 
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太陽では1秒当たり5億6,400万の水素が5 
億6,000万トンのヘリウムに変わります。その 
差400万トンのガスがエネルギー/光線として拡 
散しています。無くなる質量によって計算すれ 
ば、太陽は1秒当たり400万トン、1分当たり2億 
4000万トンを失うでしよう。もし太陽が30億年 
以来この速度でエネルギーを生成しているなら 
ば、その期間で失われた質量は100万の4000億乗 
トンになります。この値は太陽の現在の総質量 
の約5000分の1に過ぎません。 

太陽の表面の温度は摂氏約6000度です。中 
央部の温度は約2000万度に至ります。太陽の温 
度が上昇し続けると同時に、直径もまた拡大す 
るのです。直径が拡大し続ける太陽はやがて爆 
発し、最も近い惑星である水星、金星、地球及 
び火星を破壊する可能性があります。 

太陽の塊は2 x 10 27 つまり、 2 X 10 の27乗卜 
ンです。70万キロの巨大な直径があり、地球の 
32万4529倍です。 22 


22 参照： http://www.phvsics.metu.edu.tr/~ecevit/bilmen evren 
gercekleri.ppt, ( アクセス， 2004 年 06 月 21 日） ; http:// 
goKyuzu.org rEn§im: 21.00 .2007); http://www.ozaitm.8k.com/ 
NN/2.htm. ( アクセス， 2 0 0 4 年 1 0 月 16 0); Yusuf el- 
Hac, Mevsuatii’l-i‘c 泣 zi’l-Ilmi, p. 413-417; Ekrem Ahmed Idris, 


el-Felek ve’t-Tib Emame Azametil-Kur^n, 19-112; Prof. Dr. 
Osman ^akmak, Bir ^ekirdekti Kamat, p . 66. 
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「天に諸星座を配置し、その間に太陽と照ら 
す月を置かれた御方に、祝福あれ」（識別章、第 25 
章、 第 61 節） 

天は絶えず拡大している 

アッラーは、堅実な形で構築した天を継続 
的に広げて行くと語られています。ク ルアー ン 
では次のように語られています。 

「われは偉力をもって天を打ち建て、果しない 
広:^りにした」 （撒き散らす者 章、 第 51 章、 第 47 節） 

学者たちは、1929年に星雲 23 が私たちの銀河 
から遠ざかっていることを発見しました。そし 
て、この発見から考え、宇宙は継続的に広がっ 
ているという理論を言及したのです。 24 20世紀 
の科学において最も重要な変容の1つをもたらし 
たこの主張によれば、銀河は、その距離に比例 
して増加する速度で互いに離れているのです。 25 

学者たちは1950年に、この法則を適用して 
銀河が離れる速度を計算しました。私たちから 
1000万光年離れている銀河は1秒当たり250キロ 


23 星雲：星の他に宇宙で見られる白いしみのようなもので 
す。光とガスを伴う非常に大きな塊となります。 

24 Celal Kirca, Kur 'an-i Kerim’de Fen Bilimleri, p.165; en- 
Neccar, es-Sema, p. 82-93; Faruk Yilmaz, Kainatin Yaratili§i, 

® p. 64-67, 255-258. 

25 Kocaba§, Kur ， dn，da Yaratili§, p.19. 

- 
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の速度で離れている反面、100億光年の距離であ 
る銀河の離れる速度は約25万キロなのです。 26 

広さについて言及される宇宙がそのままでは 
なく、さらに広がることはアツラーの偉大さを完全 
に知覚することが不可能であることを示していま 
す0 


詩人はこの神聖な崇高さに対しての感動を 
とても素晴らしく表現しています。 

偉大なのだ、神よ。あなたは偉大だ 
偉大さは、あなたのそばでは非常に小さな 
ものとなる 


(アリ.ハイダル.ベイ） 

この巨大な宇宙を継続的に拡大されている 
アッラーはいつかそれを、書記官が紙を巻くよ 
うに、再び巻かれるでしょう。 27 また時が来れば 
地を別の地に、天を別の天に交わせられます。 28 
これは新しい世界を創造すること、そして新し 
い生が始まることを表現しています。 29 


26 Prof. Dr. Osman Qakmak, Bir Qekirdekti Kainat, p. 28. 

27 参照：預言者章、第 21 章、第 104 節 . 

28 参照：イブラーヒーム章、第 14 章、第 48 節 . 

29 参照： en-Neccar, es-Sema, p. 82, 105-106, 187-194; http:// 
www.biitek.tubitak.gov.tr, £vren/Evrenm Kaderi/Kapali 
Evren. 
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7 層の天 

また、 アツラーは ク ルアー ンで7層の天に つ 
いて語られています。もし、先に触れた第一の 
層の天であるなら、他の層を人間の理性がどう 
やって理解できるでしようか。 

アツラーは 次のように語られています。 

「（かれは）一層一層に、7天を創られる御 
方。慈悲あまねく御方の創造には、少しの不調和も 
ないことを見るであろう。それで改めて観察しなさ 
い。あなたは何か裂け目を見るのか。それで今一 
度、目を上げて見るがいい。あなたの視線は、（何 
の欠陥も捜し出せず)只ぼんやりしてもとに戻るだ 
けである。かれは灯明(星)をもって、最下層の天を 
飾り、悪魔たちに対する礫(流星）となし、またかれ 
らのために烈火の懲罰を準備した」（大権章、第 67 
章、第 3 — 5 節) 

今、頭を上げて教訓と共に天を見なさい。 
その無数の星たちが1秒のゆるぎもなく驚くベ 
き秩序で回ることについて熟考しなさい。それ 
らの全ては多くの秘密と英知を持っているので 
す。 


地球が_転を行わなわなければ、常に一部 
は暗く、一部は明るくなったでしょう。従って 
作業時間は休憩時間と区別できなかったでしょ 
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地球の自転が24時間として定められている 
ことにも数多くの英知があるのです。もし、こ 
の時間がもっと長かったら、地球は昼間と夜の 
間の気温差が1000度に至る水星のようなものと 
なったでしょう。長い昼にはあらゆる場所がも 
っと暑くなり、長い夜には非常に寒くなってど 
こも凍り付いてしまったでしょう。 

そう、この真実を通して、アツラーがどう 
やって夜で昼の上を覆われるのか、眠りを休憩 
の、そして日中を生計を得る手段とされたこと 
に注意しなさい。これらが全然ゆるぎなく交互 
に続いて行くことにおける、アツラーの御力と 
慈悲の顕現を考えなさい。 

更に、もし、地球が太陽の周りを公転しな 
ければ、度分の傾きが設けられていなければ、 
夏、冬、春や秋の季節はなかったでしょう。も 
し、地球にこのような傾きが設けられていなか 
ったら、海洋から上昇した蒸気が北と南に進 
み、大陸は氷に覆われてしまうのでした。 

もし月と地球が現在の距離ではなく例えば 
50,000マイル離れていたら、地球上の潮の満ち 
引きは非常に大きくなり、全ての大陸が1日2回 
浸水していたことでしょう。山ですらも短い期 
間で削られ、なくなっていたでしよう 。 3 G 


30 参照： Ilim-Ahlak-Iman, 編集： M. Rahmi Balaban, Diyanet 
faymlari, Ankara, p.187. 
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だがら、ただその大きさ、星の多さに引っ 
かかってしまわず、それらの創造主を見るので 
す。これら全てをどうやって創造したのでしょ 
うか。その巨大な星たちは目で見える柱やホル 
ダーなしにどうやってそのままそこにあるので 
しようか。 

考えてみてください。太陽や月が一度でも 
故障を起こしたことがあるでしょうか。人間の 
修理工場のような修理工場に行ったことがある 
でしょうか。数多くの天の被造物がそれらに割 
り当てられた軌道に浮かんでいますが、どれか 
がアッラーの計画とプログラムから逸脱して交 
通事故を起こしたことがあるでしようか？ 


熟考を放棄することは大きな罪である 


奇妙なことに、人間はこの上なく煌めきを 
伴い、飾り付けられている宮殿を見ると感動し 
ます。それを忘れられず、生涯を通じてその美 
しさについて話します。しかし、この大きなア 
ッ ラーの 芸術の奇蹟である万物を常に見ている 
のに、詳しく考えることはできず、それについ 
て話すこともできません。あたかも普通のこと 
であるように考えます。しかし、感動したその 
はかない宮殿は、この大きな万物の最も小さな 
部分の一つである世界のとても小さな細胞なの 
❻です。 

- 
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アッラーの御力を熟考しない人の例は、ア 
リの次の状態のようです。 

アリが、ある王様の為の、高い壁、丈夫な 
基礎、最も美しい家具で飾られている、召使い 
でいっぱいの大邸宅の中に巣を作りました。巣 
を出て友達に会った時には、彼らに自分の巣、 
食べ物やそれらをどのようにしまうのか、と言 
ったこと以外は話しません。彼がいる大邸宅、 
その大邸宅を建てさせた王様の権力、素晴らし 
さ、そして統治を考えることから遠く離れてい 
るのです。アリはこの大邸宅のことに不注意で 
あるように、そこに住んでいる者についても不 
注意です。 

不注意な人も、アッラーの精神的な芸術の 
奇蹟、彼の天使や純粋なしもべのことを知らな 
いのです。 


アリが、住んでいる大邸宅とその美しさを 
理解するのは不可能です。しかし、人間は、熟 
考と想像のおかげで数多くの世界を訪ねること 
ができます。アツラーの芸術の奇蹟を理解する 
ことができるのです。アツラーが人間に与えら 
れた無数の恵みに対し、自らが無であること、 
無力であることを把握して感謝のサジュダを行 


うのです。これができるのはただ、「人間」で 
ある者です。もしくは、言い換えるなら、唯こ 
れができる人が、人としての名誉と尊厳を感じ 
ることができるのです。なぜなら、人間は天性 
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のものとして熟考の力を持つ唯一の存在だから 
です。熟考の力を使わないでうちに、それを枯 
らしてしまえば、この神性の信託を裏切り、そ 
して人類の最も重要な特性の一つに別れを告げ 
たという意味になるのです。 

アッラーの友であるメヴラーナ師は、無限の 
神秘や英知の展示場であるこの世界で、厄介な 
心と共にうろうろし、被造物にあるアッラーの 
メッセージを散漫な、ぼんやりした顔で眺め、 
通り過ぎる不注意な人々の状態を次の比喩で描 
いています。 

「ある時、ある牛が当時の文明の中心地で 
あったバグダッドにやってきた。そして町全体 
を歩き回った。しかしその雄大な素晴らしさ、 
味覚、芸術の奇蹟の中で、ただ道端のメロンや 
スイカの皮だけがその注意をひいた。そもそも 
牛やロバの旅にふさわしいものは、道にこぼれ 
散らばった藁か、道のそばに生えた牧草であ 
る」 （メスネヴィ 4 巻、 2377-2379) 

伝承によれば、ムーサーの時代にある人が 
30 年間イバーダを行いました。一つの雲が影を 
落として太陽から彼を守っていました。ある 
日、雲が来なかった為、そのイバーダを行う人 
は太陽の下にいたのでした。その母親にこれの 
理由を尋ねると、「おそらく、罪を犯したので 
しょう」と言いました。彼が、「いいえ、罪を 
@犯してはいません」というと、母は「天や花を 
- 
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見なかったのですか。それらを見て、アツラー 
の偉大さを考えることで不注意になってしまっ 
たのでしょうか。」と言いました。若者が「は 
い、周囲の素晴らしい美しさを見たのに熟考を 
十分には行いませんでした」と言うと母親は、 
「それよりも大きな罪があるのですか。すぐに 
悔悟を行いなさい」と言いました。だから、理 
性を持つ信者は、熟考という任務を決して無視 
してはいけないのです。 

人がアツラーの芸術における素晴らしさを 
学び、そして熟考すればするほどアツラーの崇 
高さについてのマーリファ、つまり、アツラー 
への近しさもそれに応じて増していきます。 

聖アリーは 


「クルアーンが分かる人は、天文学につい 
てもいくつかのことを学べば、そのおかげで信 
仰と正確な知識が増す」ど言いました。それか 
ら次の章句が読まれました。 

「本当に夜と昼との交替、またアツラーが天と 
地の間に創られる凡てのものの中には、主を畏れ 
る者への印がある」 （ユーヌス章、第 10 章、第 6 節） 


アッラーが創造したあらゆる被造物は、ア 
ッラーの秩序の中で特定の奉仕と任務を果たし 
ます。人間はこの無数の被造物の無限の奉仕の 
中から今日まで、ほんの少しだけを理解するこ 
とができました。見出せず、理解できていない 
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英知は、理解できたものよりも何倍も多いので 
す0 


なぜなら、音を知っているなら、それは耳 
という受け取る器官を備えている為なのです。 
色を知っているなら、それは目のおがげでなの 
です。これらの無限の存在の世界にはまだ数多 
くアツラーの顕現があるものの、それらを受け 
取る仕組みが私たちにはない為、それらについ 
ては何も知らないのです。 31 

被造物やそれらの特性すら完全に理解でき 
ず。知性に限りがある人間が、全ての万物を創 
造したアツラーをどうやって完全に理解できる 
でしようか。アツラーの偉大さをその特性の顕 
現から少しばかり理解したイスラームの学者た 
ちは驚嘆と恐れの中でただ、 

「そのお方を理解するということは、認識でき 
ることではない、ということを理解することである」 
と言うことが出来たのです。 


31 イスラームの 学者たちによれば、万物は“属性と本質” 
から成り立ちます。本質は物質的な存在です。属性とは 
ある物質的なもので理解できるものなのです。例えば、 
色や臭いはそれぞれ属性であり、唯物質的なもののおか 
げで認識できます。前述のように目がなければ色が理解 
できないし、鼻がなければ臭いが理解できません。来世 
には他の特性を持って新しい人生を始める為に、現世で 
理解できない他の属性の形で存在を理解できることが考 
えられると同様に、現世において受け取る器官を備えて 
いない為に、私たちが知らない他の属性があるのを認め 
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なぜなら、創造された被造物にはアツラー 
ご自身の真実から何らかの反映や顕現はないの 
です。アツラーが創造したあらゆるものは特性 
の顕現の結合で成り立ちます。自らの顕現に耐 
えうる場が創造されなかったことは、聖ムーサ 
一のアツラーを見ることについての繰り返しの 
願望に対して出された“一 j ，’/ 「あなたは決し 
てわれを見ることは出来ない。」 32 という呼びか 
けと、その結果として彼が失神したという出来 
事からも明らかです。故ナジツプ•フアズルは 
素晴らしく語っています。 

原子たちにはパーティーやフェスティバル 
があり、 

そして、どこでも光いっぱいであり、 
密接した建築、密接したェゴ 
アッラーよ、あなたを知った、未知の有名 
な創造主よ 


大気圏 

地球を包み込む大気圏にも多くの神秘や英 
知があります。そこに生じる雲、時には軽 
く、時には激しく吹く風、聞こえてくる騒音、 
光る稲妻、降る雨や雪等、全ては素晴らしい計 
量と計算で起こる驚異的な顕現です。 


9 


32参照：高壁章、第7章、第143節. 
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ク ルアー ンは人間を地と天の間にあるこれ 
らの顕現を熟考し、それらにおけるアツラーの 
御力を指摘する証拠を見ることへと招きます。 

クルアーンでは次のように語られています。 

「本当に天と地の創造、昼夜の交替、人を益す 
るものを運んで海原をゆく船の中に、またアツラー 
が天から降らせて死んだ大地を甦らせ、生きとし生 
けるものを地上に広く散らばせる雨の中に、また風 
向きの変換、果ては天地の間にあって奉仕する雲 
の中に、理解ある者への（アツラーの）印がある」 （ 
雌牛章、第2章、第164節） 


私達の地球を愛情豊かに抱く大気圏はァッ 
ラーの しもべたちに対し無限の慈悲を見せる完 
璧なシステムの一つです。大気圏は平均して77 
%の窒素、21%の酸素および1%の二酸化炭素な 
らびに アルゴン のような他のガスを含みます。 
酸素は非常に簡単に燃焼させるものであり、21 
%以上の、1%ごとの酸素の増加は雷が森林火災 
を起こす可能性をそれぞれ70%増加させること 
が予想されています。25%以上の酸素は現在使 
用している植物からの食糧の大部分が燃えて灰 
になってしまうということを意味します。 



また一方で、酸素と二酸化炭素は常に使用 
されているのにも関わらず、空気の割合は維持 
されています。世界中に人間と動物のみが生き 
ていれば、自然における全ての酸素を使用し 
て二酸化炭素に変え、次第に酸素が少なくな 
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り増える二酸化炭素で死んでいたでしょう。し 
かし、この万物を創造した力は植物をも創造さ 
れ、それらに二酸化炭素を使用して酸素に変え 
る能力を与えられることで、万物における素晴 
らしい バランス そして継続していく生命もたら 
されたのです。 

さらに、地殼の厚さは、非常に繊細な基準 
で決定されています。もう少し厚ければ、酸素 
が二酸化炭素に吸収され、植物が成長できなか 
つたで しよう。 33 


私達の体内であらゆる瞬間に実現される何 
数十億の生化学プロセスのために酸素が必要で 
す。私たちは常に肺に空気を引き込み、そして 
同じ空気を吐き出します。大気圏における酸素 
の割合が呼吸するのに理想的な密度であること 
は偶然とは言えないでしょう。私たちの肉体を 
酸素を必要とするものとして創造されたアッラ 
一はその恵みを私たちに豊かに与えられまし 
た。さらに、容易に得ることのできる、呼吸に 
よって得ている空気の中に最適なバランスで入 
れられたのです。したがって、私たちの呼吸す 
ら、多くの教訓を含むアッラーの偉大な恵みな 
のです。 

最も高い技術で造られた飛行機に乗った 
時、「もし、高いところを飛行中に圧力が下が 


33 参照’. ilim - AhMk - Iman , Derleven : M . Rahmi Balaban , p .187. 
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ったら自動的に前に落ちてくる酸素マスクを取 
り付けなさい」と告げられます。 

しかし、誰も「明日空気の酸素率は21%か 
ら25%に増えるでしょうか、または18%に落ち 
るでしょうか。酸素チューブを買うべきでしょ 
うか」と心配はしていません。なぜなら、アツ 
ラーを信じる人も信じない人も、アツラーの秩 
序を自然に信頼して生きています。そうでなけ 
れば、人間が直面するあらゆる生命の脅威と危 
険を認識すれば、人生は耐えられないものにな 
るでしよう。 

また一方で、空気は私たちの周りを照らす 
鏡のようなものです。光は物質に当たらずに 
は、光を与えないのです。ある断片に当たった 
光は花火のように撒かれ、熱と光となって周り 
に広がります。大気圏の外にある宇宙空間には 
分子や原子のような粒子が存在しないため、太 
陽から光が来ているのに、そこは暗いのです。 

例えば、大気を得られない月には、太陽か 
ら来る光を分配して周りを照らすガス層はあり 
ません。その為に、月の表面は明るい反面、そ 
の少し上の部分は継続的な光の雨の中にあるの 
に暗いのです。 

これらの驚異的な顕現は、世界が、人間が 
生きることを可能とする特別な条件によって、 
そして重要な目的で創造されたことの非常に明 
$確な証拠なのです。また、生を可能とするこの 
- 
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細やかなバランスは アツ ラーがしもべたちに与 
えられた偉大な恵みであると同時に、そのお方 
の存在と無限の御力の証拠の一つなのです。万 
物においてあらゆる存在が神聖なプログラムに 
よって動くこと、全てが計画的で計算され、秩 
序正しいことは、これを行った企画者、管理者 
と計算者の力の存在を認めることを不可欠とし 
ます。 

従って、無神論者が言っているような、「 
人生と万物は自ら、偶発的にできたものであ 
る」という主張は非常に馬鹿げた詭弁に過ぎな 
いのです。 

イスマイ ル •フェン ニ^一•エルトウ^ールル (1855- 
1946) はこの真実を次の例で説明しています。 

「ある場所に計画や秩序が見られるなら、 
そこには計算する者や統治する者がいることを 
理性は絶対に認める」 


例えば、あなたには庭があるとしましよ 
う。その庭の周りに順番に数多くの苗木を植え 
させました。ある日あなたはそこに行き、この 
苗木のいくつかがあちこちで倒れているのを見 


ました。この理由を聞くと、庭師はあなたに、 
激しい嵐が来てこれらを倒したと答えました。 
あなたはこの答を認めます。しかしまたある日 
そこに行き、苗木が順番に、例えば4つは大丈夫 
なのに5番目は倒れている、次も4つが大丈夫 
なのに5番目は倒れているのを見ました。そし 
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てこの理由を聞くと庭師は同じように答えまし 
た。あなたはこれを信じるでしょうか？疑いも 
なくあなたはこれを信じず、悪い意志でなされ 
たと思うはずなのです。なぜなら前の出来事は 
偶発的に起こったといえるものの、今回は絶対 
にそう思えないからです。なぜなら、今回の出 
来事には計算があるからです。 34 

万物が無限の計画や細やかなバランスで存 
在を維持していることを、知性を持ち、考える 
人であればだれも否定できないでしょう。 

ここで、この 神聖な バランスのいくつかを 
示しましょう。 

空気圧 

大気圏を構成するガスは 1 cm 2 の エリアに 
約 lk g の圧力をかけます。つまり人間の体は約 
15 トンの重さの下にあります。 アツ ラーはこれ 
も崇高な均衡でバランスのとれたものとされま 
した。外の空気圧がどれほどであろうと、ちょ 
うど同じ程度の、体内から外への空気圧があり 
ます。空気圧が下がる高い所に登った人の不快 
感や鼻血の原因はこの圧力差なのです。大気圏 
の外に出る宇宙飛行士たちは、中に空気が入っ 



34 Iman Hakikatlen Etrafinda Suallere Cevaplar , p . 21-22, Sebil 
Yaymevi , istanbul , 1978. 
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ている特別な上着を着ることでようやく、宇宙 
を旅することが出来ます。 


熱さ、冷たさの均衡 

空気中に十分な量で散布された二酸化炭素 
および水蒸気の分子は高い保温能力で素晴らし 
い均衡をもたらします。この分子は昼間に太陽 
からの光線の一部を吸収し、昼間の温度が過度 
に上昇することを防ぎます。夜になって太陽の 
光がなくなれば、空気分子に吸収された熱さは 
植物の温室でのように、寒い宇宙空間には放置 
されません。例えば、月はこのような保護をす 
る天井を持たない為、昼間は高温にさらされ、 
夜は凍てつくような低温となるのです。 


風 


大気圏は温度、圧力、湿度値及び中に発生 
する事象の観点から、異なる層に分けられてい 
ます。第1層は対流圏であり、雨、雪、風などの 
流れがここで発生しています。地面から 16 km ま 
で続くこの層の温度は徐々に低下し、 -56° C にま 
で下がります。空気の子の層には完璧な循環シ 
ステムが備えられているのです。 


世界の軸は少し傾いており、光線はただ赤 
道地域に垂直にもたらされることはありませ 
ん。それによって熱帯地域に熱さが分配されま 
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す。この地域では空気や地面がさらに温められ 
ることで、熱が豊富な量で蓄えられます。そ 
う、この熱が集められることは、風の為に必要 
な力やエネルギーが提供されることを意味する 
のです。 

海から蒸発する何千トンの水は空気の柔ら 
かな背中に乗ります。そして、風はその水を、 
水を必要とする地域に運びます。この循環シス 
テムのおかげで常に雨が降る地域や乾燥地帯で 
はなく、完璧な計画や手段の中であらゆる地域 
が水と慈悲を得ることができるのです。 

大気圏における完全な計画に基づく循環の 
おかげで、熱が輸送されます。低気圧及び高気 
圧 システム による南北の方向の動きや、高度に 
おける強い風流の助けを得て、北半球の冷たい 
空気はより低い緯度に下降する反面、南の暑い 
空気は高い緯度にまで上がります。 



太陽が地面に異なる強さで熱を与えること 
は、大気圏における気団がそれぞれ異なるレべ 
ルで暑くなる原因になり、熱くなった空気は受 
けた命令によりすぐ上に上がります。そして、 
代わりにまた寒い空気が来ます。これによって 
地面には熱い空気があるところには低気圧、寒 
い空気があるところには高気圧の中心と呼ばれ 
る、移動する空気の源が発生します。結局、小 
さな空気の粒子が風として動き始めます。それ 
によって、大気圏における湿度、温度、密度、 
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エネルギーと、植物の受粉の為に必要な花粉 
が、それを必要とするところに運ばれます。 

クルアーンでは次のように語られていま 
す。 

「またわれは豊沃にする風を送り、天から雨を 
降らせて、それをあなたがたに飲ませる。だがあな 
たがたはその（宝庫の）管理者ではない」（ァル • 
ヒジュル章、第15章、第22節） 

万物におけるあらゆる被造物のように、風 
もアッラーの主権への絶対的な服従で従ってい 
ます。アッラーの意志によって人類への慈悲の 
要因となり、また、ァッラーの命令で破壊的な 
悲しさの顕現にも変わります。アード族が風に 
よってどのように滅ぼされたかを描く次のクル 
アーンの章句はこの真実の典型的な例です。 

「われは災厄の打ち続く日に、かれらに対し荒 
れ狂う風を送った。すると人間は、根こそぎになっ 
た。ナツメヤシの切り株のように、むしり去られた。 

」（月章、第54章、第19 一 20節） 


空気の他の効果 


空気はその繊細な肩に数千トンの水を運ん 
でいるように、何百人も乗った飛行機も運んで 
います。光と熱を分配しています。何百もの異 


なる波長の音を私たちの耳にもたらします。そ 


の最も注意をひく例は、今日の携帯電話です。 
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また一方で、空気は様々な臭いを互いに混 
ぜてしまうことなく、私たちの鼻にもたらしま 
す。もし大気がなければ、隣の友達に声を聞か 
せないし、電気を点けて照らすこともできなか 
つたでしょう。また、空気は肺と静脈を循環 
し、とても重要な任務を果たしています。アツ 
ラーの無数の崇高さの顕現と無限の力を思い起 
こさせるのです。 


神聖なフィルター 


対流圏の次にあり地面から50キロまで高さ 
に伸びる層の名は、成層圏です。高いエネルギ 
一と危険な光線が地球に到達するのを防ぐこの 
層で温度は再び上昇します。オゾン層はここに 
あります。3原子を持つ酸素の分子であるオゾン 
は太陽の光線の害をフイルタリングします。 

太陽から来る紫外線は植物の成長速度を低 
下させ、人間に皮膚がんを引き起こし、目に 
被害を与え、いくつかの感染症のリスクを増加 
させます。そう、成層圏層は、太陽から来る紫 
外線を捕捉して跳ね返し、素晴らしい化学的平 
衡によって酸素をオゾンに変換します。 



オゾンはそもそも、非常に危険なガスで 
す。1グラムの200分の1を呼吸することですら 
人に死をもたらします。アッラーの慈悲と英知 
を見てください。これほどの有毒であるガス層 
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を人間を脅かす極めて重大な危害の防止と気候 
の平衡の保護の為の、神聖なフィルターとされ 
たのです。 


保護された天井 


大気圏の 80 km まで伸び、中間にある層は中 
間圏と言われます。この層は流星群に対して盾 
のような義務を果たします。 

木星、土星と月という障害物を超えた隕石 
は地球の重力に引かれてものすごいスピードで 
大気圏に入ります。流れ星とも呼ばれるこの事 
象において、隕石は空気と接触すると燃え、中 
間圏の中に粉末となるのです。地球の周りにこ 
のような保護層がなかったら、あるいは実際の 
ものより薄かったりしたら、数百万の隕石が地 
球に落ちて、月でそうしたように、地球のいた 
るところを穴だらけにし、燃やし、破壊するで 
しょう。しかし、アッラーの無限の慈悲の結果 
として、天から落ちるこの大きな物体は地面に 
到達する前に粉末とされるのです。そして、こ 
れらの粉粒子のそれぞれが雨の核となります。 


なぜなら天に雲が形成されるためには、地 
上や宇宙からの細かい粒子が必要なのです。そ 
して、これらの粒子は上部の大気圏に到達しな 
ければならないのです。そう、ここに運ばれる 
湿った風で核の上に凝縮が始まり、雲粒が形成 
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されます。雲粒は物理的および数学的な計画に 
よって小さな雨滴となり、この小さな水滴が地 
面へと落ち始めるのです。 

大気圏の特性が発見されるよりずっと前に 
天と地の主である アツ ラーは次のように語られ 
ています。 

「更にわれは、天を屋根とし守護した。それで 
もかれらは、これらの印から背き去る」（預言者章、 
第21章、第32節） 


ラジオ波 



500-1000 キロまで影響を持つ層は中間圏と 
呼ばれています。ここでは、原子や分子は帯電 
していないのではなく、イオン化され、つま 
り、電子を与えること、もらうことによって帯 
電された状態にあります。太陽の高 エネルギー 
線が呑み込まれて原子がイオン化される結果、 
層内の温度は200 0° C まで達する可能性がありま 
す。電離層は大気圏のイオンによって作られた 
鏡のようです。無線電話とラジオの送信機の、 
地上から宇宙に上昇する電磁波はこの鏡に当た 
り、一部が反射して再び地球へと送信されるの 
です。反射された波は地球のあらゆる場所に届 
き、このようにしてあらゆる場所においてラジ 
才や無線放送を容易に受け取ることが可能とな 
るのです。 
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ここで見られるように、 アツ ラーは地球を 
暗く寒い宇宙空間を素早く行き来する、適温で 
心地の良い住処とされました。温暖な気候が統 
治する地球上では、わずかな微風にすら英知が 
あり、一つの葉でも計画なく、勝手に落ちるこ 
とはないのです。 

最も小さなものから最も大きなものまで、 
創造されたあらゆるものはそれぞれが教訓を与 
える碑文であり、芸術的な奇蹟なのです。 

アツラーは 次のように語られています。 

「あなたがたは思い起さないのか◦アツラーは 
天にあり地にある凡てのものを、あなたがたの用の 
ために供させ、また外面と内面の恩恵を果された 
ではないか。だが人びとの中には、知識も導きもな 
く、また光明の啓典もなく、アツラーに就いて論議す 
る者がある」 （ルクマーン章、第 3 1章、第 2 0節） 35 

この世界を示す書の英知と真実で満たされ 
た行を正しく読み、理解し、熟考の地平線にお 
ける深みを増した者は、何と幸福なことでしよ 
うか〇 36 


35参照：跪く時章、第45章、第13節. 

36参照： Prof . Dr . Osman Qakmak , Bir Qekirdekti Kdinat , 
istanbul 2005, p .118-131. 
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雲、雨及び雪 

雲について考えてください。大きな海が空 
中で泳いでいます。雲のもう一つの任務は地球 
が過熱されることを防ぐすることです。温度が 
上昇すると、水はより多く蒸発してさらに雲が 
形成されます。太陽から来る光線は、これらの 
雲によって鏡のように裏返されます。 これに 
より、地上の温度はバランスがとれているので 
す0 


慈愛深きお方アツラーは雨を降らせたい 
時、風を先駆として派遣します。後に、その風 
はアツラーの命令で山のような雲を積み、決ま 
ったところへ導きます。天において雲をご希望 
のままに広げ、積み上げられるアツラーはその 
雲の中から雨を降らされ、色々な果物を育てら 
れます。亡くなった人々を同じように再び生き 
返らせることを思い起こさせます。人々がこの 
教訓に満ちた光景から自分に適したものを得る 
ことを望まれているのです。（詳しくは、高壁章、 
第7章、第57節；創造者章、第38章、第9節） 

アツラーはそのしもべの中から御心に適う 
者に慈悲を降らせられます。特に、干ばつの激 
しい地域に住む人々は、この恵みに深く喜びを 
感じます。彼らの絶望は希望に変わります。 37 な 
ぜなら「かれこそは（人びとが）絶望した時、雨を 



37 参照: 


ビザンチン章、第 30 章、第 48 節. 
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降らせ、慈悲を垂れられる方。かれは讃美すべき愛 
護者であられる」（詩人たち章、第26章、第28節）か 
らです。 

アツラーは時には干ばつ時には雨やひょう 
を懲罰の手段とし、罪をおかしたしもべを鍛錬 
します。それらを通じて御心に適う者に害を与 
え、御心に適う者を守ります。 38 

つまり、天と地面の関係はアツラーが望ま 
れた時、人々の態度や心の世界に応じて形成さ 
れます。 

アツラーは雨を滴の形で送りますがどの滴 
も、他の滴に追いついてそれとくっつくことが 
ありません。どの滴も自分の為に描かれた道を 
使い、その道から離れません。遅くなったり、 
後ろから来るものが急いだりしません。全ての 
人々とジンたちは一滴の水を作る為に、もしく 
は一つの村に降る雨の滴を数える目的で集合し 
たとしても、それを行うことはできないでしょ 
う。その滴の数はただそれらを創造したアツラ 
一がご存じなのです。 

同時に、細やかな水からできており、硬く 
凍ったひょうや、散らされた綿のように降る雪 
の粒には数え切れないほどのアツラーの顕現が 
存在しています。 


❹ 


38参照：御光章、第24章、第43節. 
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地に落ちる雨や雪の水を、木の一番上の枝 
に到達させるのは誰でしょうか。さらに、水は 
葉の全てに広がりますがそれは目に見えませ 
ん。細かな管のおかげで木のそれぞれの部分が 
水によって育まれるのです。 

普通は下の方に流れるべき水は、いったい 
どうやって上に登るでしょうか。 39 

もし雨粒が重力の法則に応じて落ちた場合 
は、それぞれの滴は地面に弾丸のスピードで当 
たっていたことでしょう。これは生物が雨の下 
で死ぬことを意味します。しかし、それぞれの 
雨の滴は一定のスピードで地面に落ちるので 
す。柔らかく、傷つけることもなく... 

滴はある基準により形成されて小さな雨粒 
となります。そして空気に与えられる揚力と流 
動性のおかげで重力の影響がバランスを取り、 
滴が一定のスピードで落ちることが可能となり 
ます。 

そう、教訓を含んだまなざしで見渡すこと 
ができる人々にとって、ただこの一つの真実で 
も、生きている世界におけるアッラーの秩序と 
均衡がいかに荘厳なものであるかということ、 
アッラーの無限の学問、力と英知を示すのに十 
分なものとなるのです。 



参照: 


Imam Gazali , Ihyd , VI , 67-68. 
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地への熟考 

篤信を持つしもべたちは熟考において深み 
を増します。咲いている花、鳴いている鳥、果 
物が満ちた木、全ての言葉を分かるようになり 
ます。それらの細やかで繊細な美しさを精神的 
な人生に反映させます。花のように細やかな魂 
を持ち、果物が満ちた木のように気前の良さの 
持ち主となります。 

ァツラーは地面を最も素晴らしい形で広 
げ、人々が生きることを可能としました。地面 
の上に広い道路や通路を作られ、そこを歩くの 
にふさわしい、適した状態で創造されました。 

クルアーンでは次のように語られていま 
す。 

「(かれは）あなたがたのために大地を臥所と 
し、また大空を天蓋とされ、天から雨を降らせ、あな 
たがたのために糧として種々の果実を実らせられ 
る方である。だからあなたがたは(真理を)知った上 
は、（唯一なる）アツラーの外に同じような神がある 
などと唱えてはならない」 （雌牛章、第 2 章、第 22 節） 

「われは大地を、広々としなかったか。また山 
々を、杭としたではないか。」 （消息章、第 78 章、第 6 
— 7 節） 


「かれこそは、大地をあなたがたに使い易くな 
された方である。それでその諸地域を往来し、かれ 
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の糧を食べるがよい。そして復活の時にはかれに 
召されていく身である」 （大権章、第 67 章、第 I 5 節） 

アッラーは啓典で地について何回も述べて 
おられ、人間は地の英知について注意深く考え 
るべきなのです。地の上は生存者の場所であ 
り、地面の内部は死者の場所なのです。アッラ 
一は次のように語られています。 

「われは、大地を大きな容器としなかった 
か、生存者と死者（双方のために）」 （送られるもの 
章、第77章、第25 — 26節） 


地面が死んだ時に、それをよく見てくださ 
い。その上に水が降らされると、それは復活 
し、発達し、緑色になります。色とりどりの生 
物を育てます。中から色々な生物が出てきま 
す。または、アツラーが地面をいかに強固なも 
のにされたのかにも注意を払ってください。ど 
のように山の下に水を貯められているのでしょ 
うか。泉を湧き出させ、いかに地に川を流され 
たでしょうか。乾いた石と濁った土壌からから 
甘くて純粋な水をどうやって出されるのでしょ 
うか。その水であらゆるものにどうやって人生 
を与えられるのでしょうか。その水で木と植物 
の種類、小麦、ぶどう、アルファルファ、オリ 
ーブ、ザクロ等数え切れないほどの果物をどう 
やって生じさせられるのでしょうか。この果物 
はすべて異なる形、異なる色、異なる味、およ 



び匂いを持ちます。全てが独特の美しさや独特 
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の模様を盛ります。一部は栄養の点から他のも 
のより優れています。しかし全てに同じ水が撒 
かれ、同じ土壌から出てくるのです。 4 ° 


植物 

種子が土壌に落ち、土壌の湿気がそれに影 
響を与えると、それは成長し、この成長の結 
果、上部と下部に亀裂が生じます。上部から土 
壌の上に上がる木が出て来る一方で、下部から 
土壌の深い部分に広がる根が伸びます。これは 
驚きべきことです。なぜなら、この種子の本質 
は唯一つであり、外から来る影響も一つである 
のに、一方から天に上るもの、また一方から土 
壌に入るものが出て来ます。一つの特徴から二 
つの反対のものが生まれるのは驚くべきことで 
す。確実に、どの事柄も、英知を持つ創造者の 
意志で行われているということをここから理解 
できるのです。 

さらに、この種子から出て来る木の一部は 
木材となり、また一部は葉となります。また一 
部は最初に花として現われますが、後には果物 
となります。さらに、この果物の中に色々な特 
徴をもつ、人間の体に有益である色々な物質が 
生じているのです。 




40参照 ： Imam Gazali , Ihya , VI , 63 vd ... 
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また、ただ果物のことを考えても、色々な 
特徴があります。例えば、ぶどうと種子は冷た 
く乾いているのに、果肉の部分、そして果汁は 
みずみずしいのです。同じ影響下にありなが 
ら、ただ一つの種子から色々な特徴を持つ食べ 
物ができることは、絶対的に、この上なく力強 
く、そして英知を持つある存在を示します。 

またアッラーは人間の数多く病気の治療の 
為に植物を_然な薬局とされたのです。一部の 
植物は癒しであり、栄養であり、体に力を与え 
ます。一部は復活させ、また一部は有毒で、死 
をもたらします。ある植物は食べられると、他 
のものに変わります。ある植物は血を清め、あ 
る植物は喜びと活力を与え、また別のものは落 
ち着いて眠らせます。 

さらに、植物を通して水と炭酸から糖分と 
木材を生じさせ、被造物が呼吸する為に酸素が 
放出されることは、いかに注目すべき事柄でし 
ょうか。 

要するに、地面から生えている植物や藁屑 
のどれひとつであれ、そこに人間たちの為の多 
くの効果がないものは存在しないのです。しか 
し人間は、この効果を認識するだけの力も持た 
ないのです。 


シンプルな草のように見える様々な植物 



が、地面の中で見出し、生やしている様々な 
色、香り、味、そして色々な形の葉は、どの化 
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学者もそれに類似するものを作りだせてはいな 
い、実に驚異的なものなのです。 

植物の成長における秩序と均衡もまた、ま 
た別の崇高さの顕現です。例えばプラタナスの 
木は、毎年何百万もの種を作ります。それらが 
周囲に広がるように、あたかも毛できたパラシ 
ユートのようになります。風と共にこの種は遠 
くまで広がります。もし、一本のプラタナスの 
木が周囲に飛ばせた種の全てが新しいプラタナ 
スになっていれば、短期間後にはあらゆる場所 
がプラタナスの侵攻を受けたことでしよう。こ 
の広大な世界は、一種類の木にすら狭すぎるも 
のとなったでしよう。この例は、他の生命体に 
当てはめることができます。 


例えば、何年も前にオーストラリアで、一 
種のカクタス（サボテン）のフェンスを作ろう 
としました。オーストラリアではカクタスの敵 
となる昆虫がいない為、植物は急速に広がって 
行きました。オーストラリア人をあわてさせた 
この展開の結果、カクタスはイギリスほどの面 
積を占めるほどとなりました。その途中で遭遇 
した町や村の人々は、自分の土地を放棄して去 
らざるを得なくなり、農業が崩壊しました。 


その対策として、あらゆる昆虫学者たちが 
世界を騷がせました。結果として、ただカクタ 
スに住み、他のものは何も食べないある昆虫を 


見つけ出しました。しかも、急速に成長する、 
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オーストラリアには天敵のいない虫でした。ま 
もなく、昆虫はカクタスに勝利を収めました。 
現代ではカクタスは限定的な場所のみに生息 
し、災いをもたらすこともなくなりました。大 
量にいた昆虫たちも、ただカクタスを制御する 
のに十分なだけの数が残りました。 41 

この例も、万物において容易に知性で把握 
することのできない均衡や神秘的な環境上のバ 
ランスが支配的であることを示します。従って 
どの知性や論理も、一部の植物や動物が過度に 
繁殖し世界を侵略することを防ぎ、ある力も存 
在を否定することはできません。 

また驚くべきこととして、一つの土壌の成 
分から、それぞれに異なる何百万もの植物や果 
実が育ち、実ります。糧を与えるお方であるァ 
ッラーは、それぞれの種類の被造物に、それぞ 
れの食卓を用意されるのです。 

例えば、羊が食べられるものの多くは、人 
には食べることができません。人が食べられる 
ものの多くは、羊には食べることができませ 
ん。つまり、糧という恵みも非常に細かなバラ 
ンスで、被造物の中で分配されているのです。 
糧の確保と分配におけるアッラーの力を示す次 
のクルアーンの言葉はいかに考えさせるもので 
しようか。 



Ilim - Ahlak - Iman , 編集： M . Rahmi Balaban , p .190. 
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「自分の糧を確保出来ないものが如何に多い 
ことであろうか。アツラー（こそ）はそれらとあなたが 
たを養われる。かれは全聴にして全知であられる」 

(蜘蛛章、第29章、第60節) 

実際、被造物が互いの糧の媒介となるこ 
と、病んだ鳥の口に健康な鳥がエサの粒を運ぶ 
ことは何と大きな神の慈悲の顕現でしょう。 

この世界が創造されてから今日まで、どの 
生命体の糧も軽視されることはなく、無数の神 
の食卓が用意されてきたこと、今でもそれが続 
いていることはいかに教訓に満ちていることで 
しょう。なぜなら、考えてみるならば地球の4分 
の3は水で覆われているからです。4分の1の大 
部分も、植物の成長には適さない岩場か砂漠で 
できているからです。残るのはほんのわずかな 
土壌です。しかしアツラーの御力は非常に崇高 
なものであり、この土壌を無数の変成作用、つ 
まり変成、変化により、あらゆる生命体に糧を 
与えるだけの食料の源とされたのです。 


広大な海 


地表の大部分は水に覆われています。その 
おかげで南極や北極の凍りつくような寒さも、 


熱帯の焼けつくような暑さも、全世界に影響を 
与えることがないのです。日中、太陽の熱で暖 
められた陸地は、集めたこの熱をちようとラジ 
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エーターのように周囲に広げます。海は、太陽 
から何百万カロリーも受けているのにもかかわ 
らず、ただ数度、温度を上げるのみです。しか 
し温まった後は、容易に温度を下げません。つ 
まり海の、陸地との相違点は、気候を整え、過 
度に暑くなったり寒くなったりすることを防 
ぐ、サーモスタットの役割を果たしているので 
す。同時にその蒸発によって、陸地の水への二 
ーズにも応えます。もし地上に海が少なけれ 
ば、蒸発も少なくなり、渴きによってあらゆる 
場所が砂漠となっていたでしょう。 


海における生物や鉱物も、陸地のそれより 
も劣ってはいません。海から取れる真珠、珊 
瑚、その他の宝飾品、そして新鮮な食べ物は、 
人間にとって非常に重要な位置を占めているの 
です。 


水 



地上の全ての生命体の命は、水に結びつい 
ています。もし人が水を飲む必要に駆られてい 
るのにそれを見つけることができなければ、地 
上の全ての宝が彼のものとなったとしても、水 
を得る為に躊躇なく全てを捧げるでしょう。そ 
して人が水を飲んだ後、それを排出することが 
できなければ、それを行う為にまた、全ての現 
世の富を放棄することに躊躇はしないでしょ 
う。人類に驚嘆すべきなのです。お金や鉱石の 
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価値を膨張させ、アッラーが与えられる 一口の 
水の価値の偉大さを理解することに、不注意で 
あるのです 。 42 


このような無数の真実を、それにふさわし 
い形で熟考することができる人は、この世界に 
ある全ての生物が生き続ける為だけにすら、ど 
れだけの大きな知識や力の助け、保護を必要と 
しているか把握することにそれほど時間はかか 
らないでしょう。それ自体で実現することが絶 
対に不可能な条件の中で、あたかもアツ ラーの 
驚異の世界で奇跡の作品が生きているのを理解 
します。このことを理解した知性、論理、理 
性、良心は、諸世界の創造主であり、それを整 
えられるお方であるアツラーに反抗するという 
恩知らずで傲慢なことをすることはできないで 
しよう 0 


動物たちにおける英知 

空を飛ぶ鳥たち、家畜の、もしくは野生の 
動物たち、そして目で見ることも難しいような 
小さな虫たちを注意深く見ることが必要です。 
なぜなら彼らには驚くべき特性があり、彼らを 
創造されたアッラーの崇高さ、御力、英知に驚 
嘆しないことは不可能であるからです。 




42参照 ： Imam Gazali , Ihyd , VI , 65-66. 
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アツラーは、目で見ることも難しいような 
小さな動物たちの中に、驚異的な器官をいかに 
組み込まれていることでしょう。それらは全く 
不足することなく、その任務をいかにして果た 
すのでしょう。彼らが持っている特性を完全に 
見出すことすら、人間の理解力を超越するもの 
なのです。 


人はその周囲の動物、その姿かたちを注意 
深く見るなら、そしてそこから振り返って彼ら 
から得られる革、毛、肉、乳といった役に立つ 
ものを教訓を得ようとする目で見るなら、アツ 
ラーの無限の恵みと慈悲を見出すでしょう。崇 
高なるアツラーは寒さから守る為に彼らに特別 
の皮を与えられ、足を守る為に固い爪を与えら 
れました。全てのニーズに最も素晴らしい形で 
応えられているのです。 

例えば、一週間か二週間の寿命であるのに 
もかかわらず、素晴らしいデザインをあたえら 
れている蝶は、「その状態による言葉」と呼ば 
れる秘められた語りによってどれだけのことを 
語るでしょうか。目のまなざしに、理性の把握 
に、特に心の繊細さの為に示されている無数の 
神の奇蹟のほんの一つです。 

ク ルアー ンでも、ラクダを見て、どれがど 
のように創造されたかについて熟考することが 
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「かれらは骼駝に就いて、如何に創られたか 
を考えてみないのか。また天に就いて、如何に高く 
掲げられたか、また山々に就いて、如何に据え付け 
られているか、また大地に就いて、如何に広げられ 
ているかを。だからあなたは訓戒しなさい。本当に 
あなたは一人の訓戒者に外ならない」（圧倒的事態 
章、第88章、第17 — 21節） 


つまり、動物たちや他の被造物のあり方を 
詳しく調べれば、どれほど多くの崇高さの顕現 
がさらに見出されることでしようか。 


アッラーは全ての生物に素晴らしい特性を 
与えられました。似ている糧で育まれたとして 
も、それぞれに異なる収穫をもたらします。こ 
れらは生命を全体として可能とする形で互いに 
補完しあいます。 


例えば、緑の桑の葉を牛や羊が食べれば、 
そこから肉、？し、毛ができます。小さな虫であ 
る蚕は、同じ葉を食べて絹を作り出します。同 
じものを鹿の一種が食べれば、そこから麝香が 
得られます。蜂が花粉から蜜を作ることは、こ 
の世界で最も完全な被造物である人間の力を超 
越しています。シンプルな草である様々な花 
が、土壌から見出して生じさせている色、香 
り、生命力を備えた葉は、どの化学者の力が及 
ぶこともない、素晴らしい状態になります。動 
物は自らに与えられた神のプログラムにより、 


草を肉や乳とすることができるのに、被造物の 
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中で最も完全である人間は、今日の最新の科学 
技術を備えた化学の実験室においてすら、何卜 
ンもの草から1グラムの肉や乳を作り出すことす 
ら、いまだに実現できていないのです。 

崇高なる アツ ラーは次のように語られてい 
ます。 

「また家畜にもあなたがたへの教訓がある。 
われはその腹の中の雑物と血液の間から、あなた 
がたに飲料を与える。（その）乳は飲む者にとり、清 
らかであり（喉に）快適である」（蜜蜂章、第16章、第 
66節） 


蜜蜂 

アツラーは 次のように語られています。 

「またあなたの主は、蜜蜂に啓示した。「丘 
や樹木の上に作った屋根の中に巣を営み、（地上 
の)各種の果実を吸い、あなたの主の道に、障碍な 
く（従順に)働きなさい。」それらは、腹の中から種々 
異った色合いの飲料を出し、それには人間を癒す 
ものがある。本当にこの中には、反省する者への一 
つの印が ある」（蜜蜂章、第 I 6 章、第 68 — 69 節） 

預言者 ムハンマド も、次のように語られて 
います。 


「信者は蜜蜂に似ている。清らかなものを 
ベ、清らかなものを生み出し、清らかな場所 
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に滞在し、その場所を壊したり傷つけたりしな 
い」 ( Ahmed , II ,199; Hakim , I , 147) 

預言者 ム ハンマドは ここで 信者の特性につ 
いて言及し、同時に蜂にある素晴らしさと英知 
をも不しておられます。 

解釈学者のフサイン•カーシフイーは次のよう 
に語っています。 

「熟考を行う人々は、全てに十分な力を持 
たれ全知であられるお方アッラーが、小さな蜜 
蜂をどれだけの英知で創造されたかを知る。 

蜂は従順であり、その方向から離れない。 

自らに託された苦い、もしくは甘い果実を 
食べ、甘い蜜を与える。 

非常な篤信の持ち主であり、清らかで純粋 
であるもの以外は口にしない。 

非常に従順であり、アッラーに命令に決し 
て逆らわない。 

彼らは非常に遠い地まで行き、また自分の 
土地に戻ってくる。 


彼らは非常に清潔であり、汚れた場所には 
とどまらず、それらを食べることもない。 


非常に芸術的であり、世界中の建築家や技 
術者が集まっても、蜂がやっていることをやる 
ことはできない。 
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このようにして彼らが作り出す蜜には、外 
見上、病人への癒しとなるように、それについ 
て熟考することにおいては逸脱という病である 
無知への癒しがある」 


本能の奇蹟 

イスマイル•フェンニ•エルトウールルは動物 
の本能と呼ばれる神のプログラムによってその 
生を継続させていることを次のように語ってい 
ます。 


「動物たちは、その生命の維持と世代の継 
承の為に必要なもの、自らにとって役に立つ糧 
を、決して学ぶこともなく、この本能を通して 
知っている。鳥たちは素晴らしい巣を作る。渡 
り鳥たちは旅の為に、一定の時期になると集ま 
る。虫たちの一部は死ぬ前に、卵から孵る自分 
の子供たちを食べるであろう他の虫を、殺すの 
ではなく、彼らの一部の腺に害を与え、歩けな 
いようにし、子供たちのそばに置く。しかし奇 
妙なことに、この虫たちが成長した後に食べる 
ものはまた別のものである。蜂たちは幼虫の食 
ベ物を変えることで、彼らをオスまたはメスに 
する能力を持っている。彼らの巣に、何らかの 
事情でオスがいなくなった時には幼虫を、それ 
を通して新たな女王とすることができる」 43 



43 lman Hakikatleri Etrafinda Suallere Cevaplar , p. 58-59. 
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また非常に教訓深いこととして、スズメバ 
チはバツタを従えさせます。地面に穴をあけ、 
バツタを、死なずに意識を失うように差しま 
す。これは缶詰にされた肉のようです。そし 
て、まさにピツタリのタイミングと場所で卵を 
産み、子供たちがそこから出てきた時には、食 
ベることのできる新鮮な肉を見つけることがで 
きるのです。母親は遠くに飛んでいき、子供た 
ちを見ることなく死んでしまいます。このよう 
な神秘的な行為や技術を「学び取る」「適応す 
る」という言葉で説明することはできません。 
これは彼らに、アツラーによって与えられたも 
のなのです。 44 

子供の鮭は、何年も海で過ごした後、自分 
の祖国である川に戻ります。ちょうど自分が生 
まれた小川が、大きな川に流れ込んでいる岸に 
戻るのです。 

彼をここまでぴったりと自分の故郷に連れ 
てくる感情は誰が与えたものでしょうか。もし 
この魚を捕まえて、同じ川に流れ込む別の小川 
に入れれば、すぐに誤った道にいることを理解 
し、すぐに引き返して元の川に戻り、そこから 
川の流れに逆行して小川へと泳いでいくので 
す 0 


44 参照： ilim-Ahlak-Iman, 編集： M. Rahmi Balaban, p.189. 







-万物、人間及びクルアーンにおける熟考 

ウナギの神秘を解くことはさらに困難で 
す。人を驚かせてやまないこの被造物は、子を 
産む時には世界各地の湖や川から集まり、バー 
ミューダ諸島 45 のそばの海溝で産み、そこで死 
にます。ヨーロッパのウナギたちも、何千マイ 
ルもの大洋を超えて同じ場所に来ます。はても 
ない水の中で生きているということの他は何も 
知らないと考えられているこの小さな子供たち 
は再び出発し、両親が来た同じ海岸に到達しま 
す。そこでとどまることなく、そこから両親が 
暮らしていた川、湖へと向かいます。これまで 
ヨーロッパではアメリカのウナギが見つかった 
こともないし、アメリカの川でヨーロッパのウ 
ナギが見つかったこともありません。さらにア 
ッラ'一は、彼らの旅の長さゆえに、ヨ^ーロッパ 
のウナギの寿命を1年ほどより長くされていま 
す0 


これほど強い、方向づけの力の源は何でし 
ょうか？ 46 

動物たちに見られるこの驚くべき状態は、 
彼らがたまたま偶然に存在しているのではない 
こと、敵等に行動しているのではないこと、逆 
にこれら全てが彼らを創造した力が定めた計画 



バーミューダ諸島は、大西洋の、アメリカの東側、カリ 
ブの北側に位置する島々である。 

ilim - Ahlak - Iman , 編集： M . Rahmi Balaban , p .188-189. 
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やプログラムに従って実現していることを明白 
に示しているのです。 

動物たちも崇高な意識によって方向づけら 
れていることは、 アツ ラーの存在、 アツ ラーの 
崇高さと統治を明白に証拠づけているもので 
す。 アツ ラーはこれらの証拠を人間たちに示さ 
れ、誰が真実を見出し、 アツ ラーに従うのか、 
誰が、目の前の奇蹟の顕現にもかかわらず、正 
しさや真実に対してそれを見ないことに固執す 
るのかを明らかにされます。ク ルアー ンでは次 
のように語られています。 

「本当にアツラーは、蚊または更に小さいもの 
をも、比喩に挙げることを厭われない。信仰する者 
はそれが主から下された真理であることを知る。だ 
が不信心者は、「アツラーは、この比喩で一体何を 
御望みだろう。」と言う。かれは、このように多くの者 
を迷うに任せ、また多くの者を(正しい道に)導かれ 
る。かれは、主の捉に背く者の外は、（誰も）迷わさ 
なレヽ」（雌牛章、第2章、第26節） 


対で創造されていること 


唯一性をご自身にのみ特有のものとされる 
アッ ラーは、全ての被造物を対として創造され 
ました。ク ルアー ンでは次のように語られてい 
ます。 

- 
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「またわれは、凡てのものを両性に創った。あ 
なたがたは訓戒を受け入れるであろう（という配慮 
から）」 （撒き散らす者章、第 5 1章、第 49 節） 

「かれは、あなたがたに見える柱もなしに諸天 
を創り、また地上には確りと山々を据えてあなたが 
たと共にぐらつかないようになされる。種々雑多な 
動物をそれに捲き散らされる。またわれは、天から 
雨を降らせ、いろいろな見事なものをそこに雌雄で 
生育させた」 （ルクマーン章、だい 3 1 章、第 10 節） 

科学がようやく近年になって確認すること 
のできたこの両性での創造の本質を、私たちに 
14世紀前に下されたクルアーンによって告げら 
れ、人々に学問の贈り物とされているのです。 

人間の認識や快楽を超越したところで、あ 
たかも花嫁の部屋のような繊細さや注意深さで 
織り上げられたこの世界は、微粒子、粒子、細 
胞、植物、動物、人間、そして物質、さらには 
原子の中の電子や陽子のような不思議な要素に 
至るまで、全ての事象の性質に応じた特別で奇 
妙な婚姻の決まりに従うものとされているので 
す。これも、私たちの為に壮大な熟考の地平線 
を拓きます。 


アツラーの恵みへの熟考 



アツラーの 私たちへの最大の恵みは、これ 
ほどの被造物の中で「人間」として創造され、 
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ムスリムのいる環境で生まれさせてくださった 
ことです。これよりも大きなものは、クルアー 
ンの呼びかけの対象とされ、預言者ムハンマド 
のウンマであることです。 

預言者 ムハンマドは 私たちの為に、 クル ア 
ーンを行動へと反映させた実際的で完璧なお手 
本です。私たちに経典と英知を教え、私たちの 
内面世界を豊かなものとされます。この恵みの 
大きさを正しく理解することができれば、感謝 
のサジュダから頭をあげることができなくなる 
はずなのです。 

アツラーの恵みはこれらに限られている訳 
ではありません。アツラーの多くの恵みが、私 
たちしもべの上にあらゆる瞬間に豊かな雨のよ 
うに降り注いでいるのです。預言者ムハンマド 
は次のように語られています。 


「アツラーは、『あなたは施しを行いなさ 
い。私もあなたに施しを行う』と言われた。ア 
ツラーの宝庫は広大である。あらゆる被造物に 
与えられている糧は、アツラーの宝庫において 
何かを不足させることはない。アツラーは日 
夜、途切れることなく施しをなされる。天と地 
を創造された日からアツラーが恵まれたものを 
考えてみなさい。これらはアツラーの富におい 
て何かを不足させることはない」（ブハーリー、夕 


フシール、11/2、タウヒード 22) 
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恵みの権利は、それにっいて熟考するこ 
と、それを創造されたお方の存在、御力、恵み 
にっいて考察すること、アツラーの御力と恵み 
を考え、感謝することです。 

ウマル•ビン•アブドウルアジズは次のように 
語っています。 

「アツラーをズィクルしっっ語り合うこと 
はとても素晴らしい。アツラーの恵みにっいて 
の熟考は、イバーダの中で最も徳のあるものの 
一'つでめる 」 （Ebti Nuaym ， Hilye , V , 314； Imam Gazall , 
Ihya , VI , 45) 

恵みの否定、っまり恩知らずであることと 
は、恵みへの感謝を軽視し、それを乱暴し我欲 
の基準の中で、肉体の欲するままに費やし、無 
駄にすることです。この状態は人を、恵みを与 
えられる アツラーから 遠ざけます。 

感謝は三っの部分から成り立ちます。 

1. 心の感謝一恵みを考えること 

2. 舌の感謝一恵みに対し感謝し、賞賛する 

こと 


3. その他の器官の感謝一それにふさわしい 
形で恵みの対価を支払うこと 



一方で、「恵みの感謝は、その同種のもの 
でなされる」とも言われています。つまりアツ 
ラーが私たちに何を恵まれたのであれ、私たち 
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はそれを与えられていない人に恵み、施すこと 
が必要となります。実際、ク ルアー ンでは次の 
ように語られています。 

「そしてアツラーがあなたに善いものを与えら 
れているよつに、あなたも善行をなし」 （物語章、第 
28章、第77節) 


あらゆる機会での熟考 

ズィヤー•パシャは次のように語っていま 
す。 

「一つの被造物において、1000の智の授業 
が読み取られる 

この世界は何と素晴らしい学び舎であろう 
か」 

すなわち、「万物というこの書のあらゆる 
ページで、 アツ ラーを知る為の智 についての 何 
千もの授業が読み取られる。この世界は熟考の 
海にひたり、恭順を得る為に何と素晴らしい学 
校であることか」 

偉大なイスラーム学者であるスフヤーン•ビ 
ン•ウヤイナ師は、この状態の描写の為、ある詩 
人のものである次の言葉をしばしば繰り返して 
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「人は、熟考を行うのであれば、あらゆる 
ものから教訓を得る」 （イマーム•ガザーリー、イフ 
ヤー、 VI ， 45) 


この 為にアラブ人たちは 


「教訓を得る為のものは非常に多い。教訓を 
得ている者は非常に少ない」と語ったのです。 


あらゆる微粒子がアツラーを語る 


人は、熟考を行いつつ、この世界という書 
物を読むことを学ぶことができれば、自分の周 
囲で見ている全ての微粒子が彼にアッラーの偉 
大さを示唆し、彼をマーリフエトウッラーへと 
近づけます。フズーリーは何と素晴らしく語っ 
ていることでしようか。 

「もし学者は、神の啓示を認識できる能力 
を得るなら、万物における全ての微粒子がアッ 
ラーの命令を届けるジブラーイールとなる」 

アッラーは次のように語られています。 

「われは、あなたがたが見得るものにおいて 
誓い、またあなたがたが見得ないものにおいて誓 
う。本当にこれは、尊貴な使徒の言葉である」（真 
実章、第69章、第38 — 40節） 



ク ルアー ンにおける誓いの英知の 一つが、 
誓いがかけられているものにおける教訓、効 
用、英知へと注意をひくことです。しもべがそ 
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の崇高さの示唆の中でその感情を深めることが 
望まれているのです。 


従って目に見えるもの見えないもの全ての 
被造物は、アッラーの御力と統治の言葉なので 
す。そこには熟考し教訓を得るべき無数の英知 
が存在します。 


微粒子ほどのプラタナスの種が、肥沃な土 
壌を媒介として巨大な木となり、その堂々とし 
た姿を得るように、私たちにおける熟考や感覚 
はク ルアー ンの気候によって育まれ、力を得た 
結果、到達される神秘、英知、教訓もまた壮大 
なものとなるでしよう。 

アツラーは 次のように語られています。 

「本当に天と地には、信者たちにとり種々の印 
がある。またあなたがた自身の創造、そしてかれが （ 
地上に）撒き散らされた生きとし生けるものには、 
信心堅固な者に対し、種々の印がある。昼と夜との 
交替、またアツラーが天から下された糧、それによ 
って死んでいる大地が甦ること、また風向きの変 
化にも、知性ある者への種々の印がある」（跪く時 
章、第45章、第3 — 5節） 


ク ルアー ンにおけるこの熟考の例によって 
心や神経を整えることはしもべを「篤信」の空 
気へと導きます。花々が空気や水、土や熱を必 
要としているように、熟考力において進歩する 
為には熟考が必要なのです。 






万物、人間及びクルアーンにおける熟考 


アツ ラーはしもべたちが、考え、調べ、細 
やかな理解力を備えた品のある人となることを 
求めておられます。だから信者は、あらゆる機 
会を通し、イバーダの喜びの中で熟考を行うベ 
きなのです。この状態の素晴らしい例を示した 
アフマド•ビン•ハワリーの妻、ラービアは次のよ 
うに語っています。 

「アザーンを聞くたびに、最後の審判の日 
を思レヽ起こす」 

「雪が降るのを見るたびに、人の行いが記 
されたノー トが空中を舞うのを目にしているか 
のようになる」 

「バツタの群れを見るたびに、復活を思い 
起こす」 

伝承によると、ハリーフア•ハールン•ラシツ 
ドがある時ハマム（公衆浴場）に行きました。 
浴場で働く人が誤って、彼に沸き立つ熱湯をか 
けてしまいました。それに対しハリーファ•ハ 
ールンは熱せられた体の激しい痛みの中で外に 
出て、何千ものサダカを配り、こう言ったので 
した。 


「私は今日、ハマムの湯にすら耐えること 
ができない。審判の日、地獄の旅人となれば、 
私はどうなるだろう」 



預言者ムハンマドは、目にされた全てのも 
のから教訓を得られ、アッラーに感謝と共に向 
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かわれていました。私たちも目にする全てのも 
のにアツラーの崇高さを見出し、感情や思考の 
世界の為の精神的な糧を得る努力をするべき 
です。ムスリムは、太陽、月、大気、自らの倉 [J 
造、祖先、子供、つまり何を見たとしてもそれ 
らを通して得られるアツラーのメツセージを心 
の目で読み取るべきです。どこから、どうやっ 
て来たのか、どのように生命を維持しているの 
か、姿形を誰が与えたのか、寿命を誰が定めた 
のか、どこに行こうとしているのか、この生命 
と万物が英知を伴わないものではないこと、何 
も無駄で無益に創造されたのではないこと、自 
分自身が勝手に放っておかれているのではない 
ことを考え、常にアッラーの御力と崇高さを認 
識していなければならないのです。 


アツラーはなぜ万物を創造されたのか 

アツラーは次のように語られています。 


「われは天と地、そしてその間にある凡ての 
ものを、戯れに創ったのではない。われは、天地と 
その間の凡てのものを、只真理のために創った。だ 
が、かれらの多くは理解しない」（煙霧章、第44章、 


第 38 — 39 節） 

万物について熟考する人は、崇高なるアッ 
ラーの 御望みを理解し、 アッラーが 全てをある 
目的の為に創造され、しもべたちへの奉仕の為 
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に供されていることを認識するべきです。それ 
からそれに対し、アツラーが自らに何を求めて 
おられるのかを考え、しもべとしての務めに励 
むべきです。なぜならアツラーのこの素晴らし 
いもてなしや恵みに対して無感覚でいたり、恩 
知らずでいたりすることは非常に痛ましい不注 
意さであるからです。 

人は、与えられている全ての恵みに対して 
問われることを忘れてはいけません。アツラー 
は次のように語られています。 

「その日あなたがたは、（現を抜かしていた） 
享楽に就いて、必ず問われるであろう」（蓄積章、第 
102章、第8節) 

要するに、その中で暮らし、私たちが気付 
いているもしくは気付いていない全てのアツラ 
一の恵みについて、アツ ラーに 無限の感謝を 
し、しもべとして奉仕する義務を負っているの 
です。この義務を意識し、認識し、その実行の 
為に努力する賢明な人々は何と幸福なことでし 
ようか。 




G ^r^ ) 
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考えて見るならば、私たち 
が踏み、通り過ぎている地面 
は、今日までにこの世に生まれ 
た何十億もの人々の、土壌と化 
した死体で満たされています。 
あたかも、何重にも重なった何 
十億もの影のようです。明日に 
は私たちも、この濃密な影の中 
に染みとおっていくでしよう。 
それから無限の生命と永遠への 
旅が始まります。だから少し 
立ち止まって館あげてみましよ 
う。’一瞬を永遠と取り換えるこ 
とは、どのような理性の産物で 
しようか。 
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その創造における奇蹟的な細やかさ 


アツラ' —は次のように語っておられます。 


し :1 cii 

「またあなたがた自身の中にもある。それでも 
あなたがたは見ようとしないのか。天には、あなた 
がたへの糧と、あなたがたに約束されたものがあ 

る」（撒き散らす者章、第 5 1章、第 2 0- 2 1節） 

崇高なるアッラーは、人間をこの上なく壮 
大な形で創造されました。今日の高度な科学や 
技術のおかげで無数の発見がなされているにも 
関わらず、そこにおける驚異的な神秘と英知の 
解明には至っていません。 


アツラーは 次のように語られています。 


「人間よ、何があなたを恵み深い主から惑わ 
せ(背かせ)たのか。かれはあなたを創造し、形を与 
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え、（均整のとれた体に)整え、かれの御心の儘に、 
形態をあなたに与えられた御方である」（裂ける 
章、第82章、第6 — 8節） 

アッ ラーはここで、人間の過去を思い起こ 
させ、その創造について熟考することを求めて 
おられます。この上なく独特なその創造によ 
り、被造物の中で最も完全な存在とされた人間 
は、目にされた時には不快な気持ちになるよう 
な一滴の液体から創造されているのです。 47 

医学がようやく見出したこの創造の諸段階 
について、14世紀前にク ルアー ンでは次のよう 
に描写されています。 48 



47参照:眉をひそめて章、第80章、第 17-22 節；ビザンチン 
章、第30章、第20節；復活章、第75章、第 36-38 節； 
送られるもの章、第77章、第、 20-22 節；ヤー•スイー 
ン章、第36章、第77節；人間章、第76章、第2節 
4814⑻年にわたってクルアーンは、科学的な発見によって 
確認がなされてきました。誇り高い預言者によって人類 
に提供された一つの害物が、万物において生じるアツラ 
一の法やこれらの反映である事象の何千もに言及してい 
るにもかかわらず、どの発見もそれを反論することがで 
きていないということもそれが啓示によるものであるこ 
とを示す明白な証拠の一つです。つまり、クルアーンは 
常に人間の知識の前を生き、全ての発見がそれを確認し 
ているのです。イスラームに対して否定的な条件付けを 
持っていない一部の西洋の思想家が、ただ今日におい 
て得られた知識により、クルアーンにおいて上記の例 
のように1400年前に触れられていることを前にし、驚 
嘆、感嘆し、導きを得たのです。その一人であるフラ 
ンス出身の発生学の学者である Maurice Bucaille 教授は、 
イスラームによって誉れを得ました。この他の例もあ 
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「われは泥の精髄から人間を創った。次に、わ 
れはかれを精液の一滴として、堅固な住みかに納 
めた。それからわれは、その精滴を 一つの 血の塊に 
創り、次にその塊から肉塊を創り、次いでその肉塊 
から骨を創り、次に肉でその骨を覆い、それからか 
れを外の生命体に創り上げた。ああ、何と素晴しい 
アツラー、最も優れた創造者であられる。それから 
後、あなたがたは必ず死ぬ。それから復活の日に、 
甦らされるのである」 （信者たち章、第23章、第 12 — 16 
節） 

人の創造と同様、その器官も、その状態と 
いう言葉で人を熟考へと招きます。つまり、 

目、耳、手、足、脳、心臓、つまり私たちの肉 
体全ては広大な熟考の舞台として、あたかも次 
のように呼びかけています。 

「ァツラーが肉、神経、血管から創造され 
た諸器官をどのように整えられたか、それらを 
互いとの均衡の中で働く素晴らしいシステムと 
してどのように創造されたのか、教訓をえるま 
なざしで見て見なさい！頭が球形に創造され、 
そこに耳、目、鼻、口やその他の穴が設けられ 
ている。手や足は長く創造され、その先端を指 


る一方で、この一つの例えも非常に重要です。さらにこ 
の言及した人物には、トルコ語にも翻訳された作品があ 
り、それを読むことをこの機会にお勧めします。 Musbet 
Ilim Yontinden Tevrat , Incil ve Kur 5 an , 番羽 g 尺： Mehmet Ali 
Sonmez , Ankara , 1998; Musa ve Firavun , 番羽言尺：. Ay§e Meral , 
istanbul , 2002 
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に、指をも関節に分けられている。心臓、胃、 
肝臓、脾臓、腸、子宮といった内臓は最も適し 
た形で創造されている。これらのどれも不必要 
ではなく、互いに無関係でもない。逆に、それ 
ぞれにはとても重要な働きがあり、全てがその 
任務に最も適した形で創造されている」 

それからこれらの器官は、それぞれの部分 
に分かれています。例えば目には層があり、そ 
れぞれの層には特有の働きと形があります。も 
しその 一つが 損なわれ、もしくはその特性の 一 
つが失われれば、目は見えなくなります。 


骨 

骨についての熟考も、驚くべきものとなり 
ます。アツラーはそれらを、細く弱い一滴の自 
ら、どのようにこれほど固く、強く創造された 
のでしょうか。それからそれらを、肉体という 
建物を維持する為のいかにバランスのとれた強 
い骨組みとされたのでしょうか。そしてそれら 
を、異なる分量や基準のもと、どのように形づ 
けられ、定められたのでしょうか。一部は小さ 
く、一部は大きく、一部は長く、一部は丸く、 
一部は中身があり、一部は空洞がなく、一部は 
幅広く、一部は細いのです。 


人は1ピースの骨でできているのではありま 



せん。骨は、関節や動く接合部により、互いに 
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結びついています。それら 一つ一つに、 その動 
きに応じた形状が与えられています。この関節 
の潤滑機構は実に素晴らしく、これまで技術の 
中で用いられてきた3種類の潤滑タイプによって 
も完全には説き明かされていません。 

ここで、こう考えてみましょう。私たちの 
肉愛の関節のどれかが動かなければ、生活にど 
れほどの支障が生じることでしょうか。 

ア ッ ラーは私たちの肉体で骨を一つ余分に 
創造されていれば、その骨は人間にとって、抜 
いて取り除かなければいけない苦しみの源、苦 
痛の要因となっていたでしょう。 

その反対に何かの骨が不足していれば、そ 
の不足を補う為にどれほど努力することが必要 
となったでしょう。たいていの場合、それを補 
うことは不可能であったでしょう。 

私たちの手の親指を使えなかったらと考え 
てみましょう。私たちの作業はどれほど滞った 
ことでしょうか。この状況は実際に考えてみる 
べき点なのです。 

歯のうちの一部は平らで、すりつぶすのに 
適しています。また一部は尖り、鋭く、嚙みち 
ぎり、分割するのに適しています。 


アッラーは骨を動かす為に、筋肉を創造さ 
れました。筋肉の量や形状は、その場所やニー 
ズにより変わります。目にも多くの筋肉があり 
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ます。 この一つが 病んでしまうと、目の健康は 
損なわれます。 

これら全ては目に見える不思議です。さら 
に、五感によって認識される特性、すなわち性 
格、性質、人格、良心といった精神的なものが 
あり、それらの特質はさらに崇高なものです。 

人間の肉体における不思議は、 アッ ラーの 
一滴の水における芸術です。人は美しい絵を見 
た時、画家の熟練さ、芸術性、そして知性に驚 
きを感じます。それを、その目で誇張させま 
す。しかし画家が行ったことは、無から何かを 
創造させることではなく、存在している紙、絵 
筆、絵の具といったオブジェクトを一定の配置 
のもとで 一つに 集め、 アッ ラーが創造された世 
界から得た印象の結果を反映させているだけな 
のです。 

だから、画家の作品をすら注意深く見て驚 
いているのなら、絶対的な芸術家であるアッラ 
一が一滴の水から創造された比類なき創造の美 
や芸術の奇蹟である「人間」という事象に対 
し、どのように驚異を感じるべきなのか、熟考 
する必要はないでしようか。 


諸器官 



耳の形状、鼻の効果、舌で話ができるこ 
と、それぞれの文字の音がそれぞれ異なって発 
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音されること、口に歯があること、歯の、糸に 
通された真珠の粒のような整ったデザイン、声 
帯の繊細な構造、それぞれの人の声が異なって 
いること、目が見えない人が人をその声で認識 
する力… 

髪、髭、屑、まつ毛…胃、肝臓、腎臓、静 
脈…全てについて十分に熟考することが必要で 
す。それぞれがどれほど高等な知識や英知によ 
って創造され、互いとの均衡のとれた形でその 
役割を果たしていることでしよう。 

私たちの腎臓は、小さな肉片です。しか 
し、有毒なものと無毒なものとを区別していま 
す。有毒なものであれば、外に送りだします。 
無毒であれば、再び肉体に戻ります。腎臓には 
理性があるのでしようか。コンピューターがあ 
るのでしようか。分析設備があるのでしよう 
か。この小さな器官が病気になると、人がどれ 
ほどの苦痛を受けるのか、皆が知っています。 
巨大な機械は、この50グラムの腎臓が行ってい 
る役割を完全に実行することができません。 


私たちの手を見てみましよう。望むものに 
伸ばすことができるよう、長い形で創造されて 
います。内側は平らで、5つの指に分かれ、全て 
の指には3つの部分があります。4本の指が片側 
に、もう一本の指は反対側にあります。親指は 
全ての指を助けます。もし、過去と未来の人類 
が全て集まり、繊細な考えで、親指を既存の形 
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よりも美しいものにしようとしたとしても、そ 
れはできないでしよう。 

人は、諸器官のうち最も価値がないように 
見える爪ですら、それを失えば、肉体のどこか 
がかゆくなった時には被造物のうちでもっとも 
無力なものとなるでしよう。他の人に助けを求 
めようとすれば、彼は長々とした説明を受け、 
何度も試行錯誤してから、かゆい場所をちやん 
と見つけることができるでしよう。しかし人の 
手は、かゆい場所をすぐに見つけ、そこに届く 
形で創造されています。さらに、眠っている 
時、ぼんやりしている時ですら、その場所をす 
ぐに見つけることができます。 


さらに、腕、手、指が行っている最も簡単 
な動作すら、そもそも、最も複雑で高度な工学 
的計算を必要とするものです。実際、今日の進 
んだ技術の生み出した機械の為に作られたロボ 
ツトの手、腕の動きにおいて到達されているレ 
ベルは、いまだに人間の器官と比較するべくも 
ないほど遅れていることを考えるなら、アツラ 
一が人間の肉体で示されている無限の智と力に 
驚嘆しないことは不可能なのです。 



詩人は、全ての被造物と同様、人間の上で 
示されているアッラーの芸術も、見る目、聞く 
耳に、その状態という言葉で常に絶対的な創造 
主アッラーを宣言している、ということを何と 
素晴らしく表現していることでしょうか。 
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「私の存在は、私の創造主の存在の最も美 
しい証拠である。他にどのようなしっかりした 
証拠があろうとも、この証拠で十分であり、他 
の証拠を必要とはしない」（シナーシ） 


アツラーの 慈悲と慈愛 

アツ ラーの 慈愛と慈悲をみてください。歯 
が生えてくるのは、生まれてから2年後にされて 
います。なぜなら赤ちゃんは2年間、母乳以外の 
もので、完全な意味で育まれることはないから 
です。この観点から、歯を必要としていないの 
です。逆にこの時期に歯があれば、授乳する母 
親にとって別の苦しみの要因となっていたこと 
でしよう、 


子供たちが大きくなれば、肉体の食糧への 
ニーズも高まり、母乳だけではもはや十分では 
なくなります。今度はしっかりと食べる必要性 
が出てきます。食べ物を嚙み、飲み込むことが 


必要となります。この観点から、子供における 
歯の形成は早すぎることも遅すぎることもない 
のです。ちょうど、必要になった時期に歯が生 
え始めます。早くに出ていれば、授乳の妨げと 
なっていたでしょう。崇高な アッ ラーがあの柔 
らかい歯肉から、さらにちょうどふさわしい時 
期に、あの固い骨を出現させられることも、ま 
さに驚嘆すべきみわざの一つです。 
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それからアツラーは両親に、子供の世話を 
するために特別な慈悲の感情を与えられまし 
た。全てのみわざにおいて英知の持ち主であら 
れるアツラーが、両親の心に慈悲を与えられて 
いなければ、子育ての苦労に誰が忍耐できたで 
しようか。 

人の肉体は、素晴らしい熟考の舞台です。 
崇高な創造主の偉大さの、最も明らかな証人で 
す。しかしこのことに注意を示さない人は、常 
に自我の欲求で忙しくしています。しかし、自 
我に基づいた行為においては、動物ですら人間 
に似たようなレベルなのです。人を動物から区 
別するもの、それを被造物の中で最も誉れある 
ものとするものは、天と地における天使を見る 
こと、万物、そして人間における神の芸術の_ 
晴らしさを語り合うことで得られる、智です。 
なぜならこの智が深まるにつれてしもべは、偉 
大な天使たちのレベルに上昇するからです。さ 
らにはより高くなります。預言者たちや誠実な 
者たちの中で、アツラーに近しい状態で復活し 
ます。この名誉、高潔さは、動物のように、さ 
らには動物よりも逸脱した状態で欲望の虜とな 
つて生きる不注意な人には、あてはまるもので 
はないのです。 49 



参照 ： imam Gazali , Ihya , VI , 58-62. 
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人の顔と指先 


ある時ある人が、聖ウマルのそばで、 


「私はこのチェスに感嘆する。チェスの板 
の長さや幅は1アルシュに過ぎないが、人がそこ 
で100万回ゲームをすれば、1回のゲームは必ず 
他のものとは異なるものとなる。どのゲームも 
他のものには似ない」と言いました。 

聖ウマルは彼に、次のように言いました。 

「それ以上にもっと驚嘆に値するものがあ 
る。人の顔の長さや幅は1カルシュに過ぎない。 
眉、目、鼻、口といった器官の位置も決して変 
化しない。それにもかかわらず、東西、完全に 
同じ顔をした人はいない。この小さな一片の皮 
の中に、限りのない違いを示すアッ ラーの 御 
力、偉大さ、英知とは何と崇高なものであろう 
か」 （ Rlzi , Tfe / 成 IV , 179-180 [雌牛 章、第2章、第164節]) 

詩人はこの英知について次のように表現し 
ています。 

「この顔を描いた、芸術的な画家は誰か？ 

鏡を見て、問いかける者はいないのか？」 


(ネジツプ • ファーズル） 

人の指紋はさらに素晴らしいものです。今 
日、暗号として指紋によって開かれるコンピュ 
ーター や ドァ が用いられています。なぜなら全 
ての人の指紋は異なっているからです。さらに 
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は、人のそれぞれの指の指紋は、他の指のもの 
とは異なっています。 

指紋が、ちょうどシリーズ番号や登録番号 
のように全ての人ごとに異なり、固有の形状を 
持つことは19世紀後半に発見され、特に治安や 
法的な識別において使用されはじめました。今 
日では指紋学と呼ばれる、指紋を研究する学問 
分野すら存在しています。 

人にこの特性を与えられたアッラー 
は、1400年前に下されたク ルアー ンで、 この 
神聖な奇蹟を指摘されています。最後の審判の 
日、人の肉体が復活させられる際には、指紋す 
ら以前のままの状態で整えられることを告げて 
おられるのです。ク ルアー ンでは次のように語 
られています。 


「人間は、われがかれの骨を集められないと 
考えるのか。いや、われはかれの指先(の骨)まで揃 
えることが出来るのである」 （復活章、第 75 章、第 3 
— 4 節） 


このように、常にクルアーンは先を行き、 
人間の知識はそれを認めながら、後をついてい 
くのです。 



ちょうど指紋のように、人の目もそれぞれ 
に異なっています。暗号の代わりに、持ち主の 
目を承認して作動させる機械、コンピュータ 
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一、 扉が、日常的な生活に入り、広がりつつあ 
ります。 

1センチ平方にすら満たない小さな部分に、 
無数の違いを創造されたアッラーは何と崇高で 
あられることでしようか。 


遺伝子の奇蹟 


遺伝学においてなされる新たな発見も、全 
ての人が固有に所持している暗号がもう一つあ 
ることを示しています。 

さらにこの、遺伝子とよばれるものは非常 
に小さく、地上における全ての生命を生じさせ 
ている遺伝子が全て集められたとしても、指ぬ 
きほどにもならないのです。 

顕微鏡ですら見ることのできないこの遺伝 
子は、生命を持つ細胞の全てに存在し、全ての 
人、動物、植物にその個性を与えます。一つの 
指ぬきは、60億を超える人口の全てのそれぞれ 
の個性をそこに収められないほど小さく見える 
ものの、この点における真実には疑いの余地は 
ないのです。 


では、遺伝子と呼ばれるこれは、どうやつ 
て、無数の生命体の特性の中に秘められている 
のでしようか。どのように、信じられない程小 


さな場所で、それぞれの個人の心理に至るまで 


の個性を維持できるのでしようか。 
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顕微鏡ですら見ることのできないほんの小 
さな遺伝子の中に閉じ込められた数百万の原子 
が、このように地上の全ての生命を絶対的に管 
理できるという状態は、ただ英知の持ち主であ 
る創造主が得ることのできる深い知識と熟練の 
産物であり、他の理論の余地はないのです。 50 

実際、 この 事実を示唆し、アッラーは次の 
ように語られています。 

「あなたがたの主が、アーダムの子孫の腰か 
らかれらの子孫を取り出され、かれらを自らの証人 
となされた時を思え。（その時かれは仰せられた。 

) 「われは、あなたがたの主ではないか。」かれらは 
申し上げた。「はい、わたしたちは証言いたします。 

」これは復活の日にあなたがたに、「わたしたちは、 
このことを本当に注意しませんでした。」と言わせな 
いためである」（高壁 章、 第7 章、 第172節） 


私たちの時代になってようやく発見された 
この事柄や、これに類似するアツラーの御力を 
芸術の顕現は、人々の知性を無力にさせます。 
この為に、まだ 19 世紀にズィヤー•パシャは次の 
ような英知に満ちた連句を読んでいるのです。 

「その芸術を前に、人々が驚嘆し、その御 
力によって最も優れた学者をも無力な状態とさ 
れるアッ ラーを 賛美する」 



50 参照: 

190. 


Ilim - Ahlak - Iman , 編集: M . Rahmi Balaban , p .189- 
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肉体という工場を動かすのは誰か？ 

人は自らを始めとして、天と地の生物の全 
てがあらゆる形でアツラーを必要としているこ 
とを目にしています。最も単純なものとして、 
次のことを目にしています。 


私たちの肉体の動きのほとんど全ては、私 
たちの意識外で統治されています。例えば心臓 
の鼓動、呼吸、その他の全ての器官や細胞の内 
部での活動や、それらの間でのやりとり、相互 
援助もどうです。人の肉体において、アッラー 
の プロ グラムの中で素晴らしいバランスを保っ 
て働く器官、もしくはただ一つの組織細胞の中 
の何百種類もの生化学反応の制御や管理が、た 
だ一日だけ私たちに任されたとすれば、数分で 
すら耐えることはできず、どれだけの支障を及 
ぼしていたことでしようか。 51 

教訓深いこととして、一方では10トンもの 
象がーアッラーがおとなしくさせてくださった 
ことにより 一10 歳の子供に従っているのを目に 
します。また一方では、一人の無力さの表れと 
して一裸眼では見えない程小さなウイルスが、 
多くの強い肉体を倒してきたことも目にしてい 
るのです。 


51 


参照 ： §akir Kocaba §, Kur ’ dn’da Yaratili §, istanbul 2004, p . 
115. 
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つまり人は、アツラーが与えられた力、強 
さを決して我欲のものとしてはいけないので 
す。決して傲慢になってはいけず、真の持ち主 
を忘れてはいけないし、常に感謝の気持ちを持 
っているべきです。そしてアツラーの御力を前 
にして、自らが埃の細胞ほどですらないことを 
理解し、アッラーに庇護を求めるべきなので 
す。 


つまり私たちはここで、人において示され 
る無数のアツラーの英知と御力の顕現の中のい 
くつかの例について言及してきました。人につ 
いて考えるなら、アツラーがそれにどれだけの 
神秘と英知を置かれているかを目にすることが 
できます。人の全ての細胞について1冊の書物を 
書くことすらできるでしよう。 


人はなぜ創造されたのか？ 


最も美しい形で創造され、完成させられ、 
アツ ラーの 多くの恵みを受け得いる人間の、こ 
の世界での真の役割とは何でしようか。人間に 
は何が待たれているのでしょうか。その責任と 
は何でしようか。 


アツラーは次のように語られています。 



「あなたがたは、われが戯れにあなたがたを 
創ったとでも考えていたのか。またあなたがたは、 
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われに帰されないと考えていたのか」 （信者たち 
章、第23章、第115節） 

「ジンと人間を創ったのはわれに仕えさせる 
ため」（撒き散らす者章、第51章、第56節） 


人は自分の肉体の細胞一つ一つの為に何千 
回も感謝するべきなのです。これも、イバー 
ダ、サダカ、良い行い、善行という形で示すベ 
きです。なぜなら全ての恵みには対価があり、 
また全ての恵みは感謝を必要とするからです。 

預言者ムハンマドは次のように語られてい 
ます。 

「人のそれぞれの関節の為に、毎日一つの 
サダカが必要である。乗り物に乗ろうとしてい 
る人を助けて乗せること、あるいはその荷物を 
乗り物に載せることもサダカである。良い言葉 
はサダカである。礼拝の為、モスクに行く際の 
一歩一歩もサダカである。道を示すこともサダ 

力である」（ブハーリー、ジハード， 72. 参照.ムスリ 
ム、 ザカート 56) 


「毎日、それぞれの関節や骨の為に一つずつ 


のサダカが必要である。全ての賛美はサダカであ 


り、全ての感謝もサダカであり、タフリール（ラー 
イラーハイツラツラーと唱えること）もサダカであ 
り、タクビールもサダカであり、善を勧めることもサ 
ダカであり、悪を避けさせることもサダカである。し 
もべが午前中に行う2ラカートの礼拝はこれら全て 
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に対応する」 （ムスリム、ムサーフィリーン、84、ザカ 
ート56、参照：ブハーリー、スルフ11、ジハード、72，12 8) 

別の伝承ではそれに、「二人の人の間で公 
正に判断すること」と、「通行する人を苦しめ 
るものを道から取り除くこと」も加えられてい 
ます。（参照： ブハーリー、スルフ、11、ジハード、72 
、128、ムスリム、ザカート、 56) 

つまり、この世界ではアツラー良いしもべ 
となるべく努力することが必要なのです。人生 
を、ィバーダ、服従、善、善行に満ちた形で送 
り、来世に最善の形で備えるべきなのです。 


死の謎を解くこと 


ムハンマド•ビン•カーバ•アル-クラズイーは 
次のように語っています。 

「ある時、ウマル•ビン•アブドウルアジズに 
マデイーナで出会いました。その時彼は、ハン 
サムで若々しい若者で、豊かさの中で暮らして 
いました。その後、カリフになった時に私は彼 
のそばに行き、許可を貰って中に入りました。 
彼を見て私は驚きました。そしてその顔をびっ 
くりして見つめていました。彼は私に、 



『ムハンマドよ、 

のだ』と言いました。 


なぜそう驚いて見ている 
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『信者たちを統治する者よ、あなたは顔色 
が悪いし、体もくたびれている。髪は白くな 
り、抜けている！あなたをこう言う状態で見 
て、驚きを隠せなかったのです』と私は言いま 
した。 

それに対しウマル • ビン • アブドウルアジ 
ズは私にこう言いました。 

『ムハンマドよ、私を墓場において 3日 後 
に見れば、あなたはどれほど驚くことだろう。 
その時には蟻が目を取り出し、目が頰の方に流 
れ、口や鼻は血や膿で満たされているだろう。 
その時には私のことを全く認識できないだろう 
し、さらに驚くことだろう。今はそういうこと 
はおいておき、私に イブ ン•アツ バースが アツ 
ラーの 使徒から伝承しているハ ディース を再度 
語りなさい』」 （ハーキム， IV ， 300/7706) 


人は何よりもまず、自らの先行きを熟考す 
るべきです。死がどのようなものとなるか、墓 
での生活で何に直面するのか、来世ではどのよ 


うな地位にあるのか。人間にとって最も重要な 
未知のものごととはこれらなのです。つまり、 
ゆりかごから棺まで続く冒険の秘密、この世界 
にやってきたこと、ここから来世に行くことの 
英知を把握することです。人はこの謎を説き、 
永遠の救いに至ることができるよう、生涯を通 
して努力するべきです。 
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人はまず、自らのはかなさについて熟考し 
なければなりません。なぜなら次のことは、絶 
対的な真実であるからです。 


「地上にある万物は消滅する」（慈悲ぁまねく 
お方 章、 第 55章、 第 26 節） 

ある日、次の日、というものが存在しない 
日が来るのです。その日は私たちすべてにとつ 
て未知の日です。 アッ ラーは次のように語られ 
ています。 

「そして実際に死の昏睡が訪れる。これはあ 
なたが避けてきたもの。そしてラッパが吹かれる。 
これはあの約束された日である」 （カーフ 章、 第 50 
章、 第 19 一 20 節） 

皆この世界に、ある扉、すなわち母の胎内 
から入ります。我欲的、そして精神的な行為や 
感覚に満ちた障害物走の場であるこの世界の生 
を生きます。この狭い通路を抜けた後、最後に 
は墓の扉から永遠の世界に移るのです。 



そう、この世界は、二つの入り口がある宿 
舎のようです。聖アーダム以来、今日まで、こ 
のような形で無数の人々で満たされ、そして力 
ラになってきました。彼らは今どこにいるので 
しょうか。一定の時間が経つ と、 私たちはどこ 
にいるのでしようか。わかりません…しかし確 
かなことは、 迫害者に も、 虐げられた人に も、 
しもべにも徒に背くものにも死は訪れ、今は 
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皆、永遠の生の始まりである審判の日を待って 
いるのです。 


考えて見るならば、私たちが踏み、通り過 
ぎている地面は、今日までにこの世に生まれた 
何十億もの人々の、土壌と化した死体で満たさ 
れています。あたかも、何重にも重なった何十 
億もの影のようです。明日には私たちも、この 
濃密な影の中に染みとおっていくでしょう。そ 
れから無限の生命と永遠への旅が始まります。 
だから少し立ち止まって館あげてみましょう。 
一瞬を永遠と取り換えることは、どのような理 
性の産物でしょうか。 

クルアーンでアツラーは、 

「かれらがそれを見る日、（墓の中に）滞留し 
ていたのは、一夕か一朝に過ぎなかったように思う 
であろう」（引き離す者章、第79章、第46節） 

と語られ、現世での生が永遠での生と比べれば 
いかに短いかを教えておられます。 

詩人もこの真実を描写し、この世界の終り 
を次のように表現しています。 

「細やかなこの砉命は、瞬きをするかのよう 

私たちが聞かぬ間に、鳥が来て、飛び去っ 
ていったかのよう」（アーシユク •パシヤ） 
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だから、この短い寿命の資本を、決して終 
わらないものであるかのように粗暴に費やすこ 
とよりもひどい愚かさは他にあるでしようか？ 


死を熟考すること 

預言者 ムハンマドは、 死を何度も思い起こ 
すことを命じられ、私たちが現世に没頭するこ 
とを望まれませんでした。 52 「永遠の地を信じ 
ているのに関わらず、ただ偽りの世界の為に働 
き、 努力する人々 には、いかに 驚いたとしても 
行き過ぎではない」と言われました。 （クダー 

イ、シハーブルー アフ バル、 383) 

人は、世界とのつながりが切られること、 
よいこと、悪いこと何を行ったとしても、それ 
らと共に残されること、行いの対価が不足なく 
与えられることを考えると、罪から遠ざかり、 
善行により傾斜します。つまり、死を熟考する 
ことは、意識を持ち、生き方を点検し、来世を 
改善する要因となります。実際、聖ハディース 
では次のように語られています。 

「死を何度も思い起こしなさい。なぜなら 
死を思い起こすことは、（人を）罪から清め、 
現世に対し無欲とする。もし、豊かである時に 
死を考えるなら、あなたを豊かであることの災 
いから守る。貧しい時に熟考するのであれば、 



参照： Tirmizi , Ziihd , 4; Nesai , Cenaiz , 3. 
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その暮らしに満足できるようになる」（スューテ 
イ、ジャミーウツサウル、1， 47) 

また預言者ムハンマドは、死を熟考するこ 
とを奨励され、次のように語られています。 

「私はあなた方に墓地の訪問を禁じてい 
た。しかしもはや、訪問を行うことができる。 
なぜなら墓地の訪問はあなた方に来世を思い起 
こさせるからである」（ティル ミズ ィー、 ジャナーイ 
ズ、60、ムスリム、ジヤナーイズ、 106) 

「死と、死後、体や骨が腐ることを思い起 
こしなさい。来世の生を求めるものは、現世で 
の生の装飾を放棄する」（ティルミズィー、クャー 
マ、 24) 

「誰であれ、死を何度も思い起こすのであ 
れば、アツラーはその人を愛される」（ヘイセ ミ 
一、 X ， 325) 

あるサ ハーバが 預言者ム ハンマ ドに、 

「信者のうち、最も利口なのは誰ですか」と 
尋ねました。預言者ムハンマドは、 

「死を最も多く思い起こし、その後の為に 
立派に備えを行う人々です。真の利口な者とは 
彼らです」と答えられました。 （イブン•マジャ、 
ズフド、 31) 
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サハーバたちの死への 熟考 

アブー•バクルはあるフトバで、次のように 
語っています。 

「皆が驚嘆していた美しい顔の人々はどこ 
にいるのか。若者時代、うぬぼれを持っていた 
勇者たちはどこにいるのか。壮大な街を建設 
し、その周囲を高い城壁で囲った支配者たちは 
どこにいるのか。戦いの場において敗北を知ら 
なかった勇者たちはどこにいるのか。時間が皆 
を腐らせ、土に帰した。皆、墓場の闇の中に埋 
められ、去って彳了った。急ぎなさい、急ぎなさ 
い！手遅れになる前に理性を持ち、死の向こうの 
為に少しでも早く備えをしなさい。あなた方自身を 
救いなさい、あなた方自身を救いなさい！」 ( ibnuu - 

Cevzi , Zemmu ^- Heva , s . 668; Komisyon , Nadratii ’ n - Naim , III , 
960) 


聖アーイシャは次のように語っています。 

「ある時私は、地獄を思い起こして泣いて 
いました。アッラーの使徒は私をその状態で見 
て、 

『アーイシヤ、どうしたのだ』と言われま 

した。 



『地獄を思い起こして泣いていました。あ 
なた方預言者たちは審判の日に、家族を思い起 
こされるのですか？」と私は言いました。 





人間における熟考 


預言者ムハンマドは次のように答えられま 
した。 

『三つの場所があり、そこでは誰も誰かを 
思い起こしたりはしない。 

1. 秤で善行が量られる時、秤が重くなるか 
軽くなるかを知るまで。 

2. 「ここに(来て)、あなたがたはわたしの(行 
状)記を読め」（真実章第19節）と言われ、行為を 
記したノー トが与えられる時、ノー トが右側か 
ら与えられるのか、左側から与えられるのかを 
知るまで。 

3. 地獄の上にスラート橋が築かれた時。橋 
の両側には多くのフックや固いとげがある。ア 
ッラーは この フックを通して、被造物のうち望 
まれるものをとらえ、地獄に投げ入れられる。 
人は この フックから逃れられるかどうかを知る 
まで、誰のことも考えられない』 （ハーキム、 IV ， 
622/8722) 

サハーバの 一人であるウサイド•ビン•フダイ 
ルは、徳を備えた人でした。しばしば次のよう 
に語っていました。 


「もし常に、次の3つの状態のうちどれかで 
あり続けることができれば、疑いもなく天国に 
行く者となれていたことだろう。 
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1. クルアーンを読むか、読まれているクル 
アーンを聞いている時の精神状態であることが 
できれば 

2. 預言者ムハンマドの説話を聞いた時に包 
まれる魂の状態を維持することができれば 

3. 死者を見送った際に感じた思いを維持 
することができれば。そう、葬儀に参加する度 
に、自分自身に、『あなたが死んだ時の状態は 
どのようになるだろう。あなたに何が行われ 
るだろう、最後にはどこに送られるのだろう 
か』と考 又るの: T こ」（参照： Ahmed , IV , 351; Hakim , III , 
326/5260) 


死の熟考の効果 

「人々への忠言として、死はそれ自体で十分 
である」 53 というハ ディース でも示されているよ 
うに、考え、教訓を得る人にとって死には非常 
に多くの学ぶべき事柄があります。 

この世界の一過性の財産、地位、立場、そ 
して我執的にすばらしいものを過度に愛するこ 
と、それらに心を結びつけることは精神的な病 
の最たるものです。ねたみ、傲慢、偽善、そし 
て利己的な野心も、現世への愛情の産物です。 
この種の悪い性質や精神的な病から救われる為 



Heysemi , Mecmau ^- Zevaid , Beyrut 1988, X , 308. 
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の最も効果のある薬の一つが、死、墓、来世の 
状況を熟考することです。 

神秘主萎の真の目的も、我欲に打ち勝ち、 
その自己中心さから救われ、現世への愛情を心 
から取り除くことです。従って死を熟考するこ 
とは、多くの宗派においてこの目的の為に取ら 
れる一つの手段となっています。修行者は日々 
のズイクルを行う際、5分から10分、死につい 
て考えます。 

オスマン時代、墓地が町の内部に、道のそ 
ばに、そしてモスクの中庭に造られていたこと 
は、死を考えることを容易とする為でした。こ 
の状況を目にした西洋の旅人は、 

「トルコ人は死者たちと共に生きている」と 
言わずにはいられなかつたのでした。 


死をしばしば思い起こし、 g 我の欲望を克 
服し、来世に備えることは、人を最期の息の際 
に心を焼き尽くすような後悔から守ります。ア 
ッラーは死の瞬間に、夢から醒めたように我に 
返る人々が、深い後悔と共に次のように言うこ 
とを伝えておられます。 


「「主よ、何故あなたは暫くの間の猶予を与 
えられないのですか。そうすればわたしは喜捨〔サ 
ダカ〕をして、善い行いの者になりますのに。」と 
言う」（偽信者章、第63章、第10節） 
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この痛ましい後悔や絶望を味わわない為 
に、適切な時に目覚め、機会を逃すことなく永 
遠である来世の生の為に備えることが必要なの 
です。 

ハサヌ•バスリ師は、ある葬儀に参加しまし 
た。埋葬が終わってから、そばにいた人に、 

「この死んだ人は、今、この世界に戻って 
きて、誠実な行為やズィクルを増やすこと、罪 
をより懺悔することを考えているだろうか」と 
言いました。そばにいた人も、 

「ええ、もちろんそう考えているでしょ 
う」と言いました。 

それに対してハサヌ • バスリ師は次のよう 
に言われました。 


「では私たちはなぜ、彼のように考えない 
のたろつか」 （ ibnii ， l - Cevzi , el - Hasenti ， l - Basri ) 


死の厳しさに備えること 


ハサヌ•バスリ師は次のように語っていま 
す0 


「二つの日、二つの夜があり、被造物たち 
はそのようなものを決して見たことも聞いたこ 
ともない。夜のうち一つは、墓の人々と共に過 


ごす夜である。それまであなたは彼らと過ごし 



たことはない。二つめは、翌朝が最後の審判と 
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なる夜であり、もはや夜が来ることのない一日 
が始まるのである。 

最も恐ろしい 二つの 日のうち 一つめ は、 ア 
ツ ラーから使いが来て、 アツ ラーがあなたに満 
足されたか否かを、あなたが天国と地獄どち 
らに行くのかを教える日である。 二つめ の日 
は、行為を示したノートが右もしくは左から渡 
され、 アツ ラーの御前に出される日である」 
(参照： ibnti ’ l - Cevzi , ez - Zehrii ^- Fatih , s . 25; Ebti ’ l-Ferec 
Abdurrahman , Ehvalti ^- Kubur , p .154) 

人にとって最大の試練であり、最も恐ろし 
い災いは、死です。しかしそれ以上に悪いこと 
は、死について知らずに生きること、それを意 
識から遠ざけること、アツラーにふさわしい行 
いをできないことです。知性を持つ人に必要な 
ことは、死が来る前にそれに備え、自我を悪い 
習慣から清めることです。 

シャイフ•サ^ーディ'一は次のように語ってい 
ます。 

「兄弟よ、あなたは最後には土になるの 
だ。土になる前に、土のように謙虚になるよう 
にしなさい」 

聖ウマルも次のように語っています。 


「裁きを受ける前に、自らを点検しなさ 
い。最大の出会いの日（アツラーの御前に出 
て、アツラーの御目にかかる日）の為に、（誠 
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実で立派な行為によって）自らを飾りなさい。 
疑いもなく、現世にいる間に自我を点検する人 
にとって、最後の審判の日には裁きが軽くなる 
であろう」 （テイルミズイー、クヤーマ、 25/2459) 

私たちのはかない肉体が墓に埋められる 
時、子供や財産は後に残されます。私たちはた 
だ、私たちの行為と共に土の胸に抱かれること 
になる。そこで、白い布と共に私たちの肉体も 
土となる。私たちと共に、ただ行為を記したノ 
ートだけが残る」 

イマーム•ガザーリー師も次のように語って 
います。 

「死の瞬間、人と共にただ三つの特性が残 
る。 

1.心の清らかさ。つまり、心が現世の汚れか 
ら清められていること。 アツ ラーは次のように 
語られている。 


， 〇 ^ 

I 

『本当にそれ(魂)を清める者は成功し』（太 
陽章、第91章、第9節） 



2•アツラーのズィクルに精通していること。ァ 
ッラーは次のように語られている。 



乙 /Jb VI 
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『「これらの信仰した者たちは、アツラーを唱 
念し、心の安らぎ を得る 。アツラーを唱念することに 
より、心の安らぎが得られないはずがないのであ 

る〇」』（雷電章、第 I 3 章、第 28 節） 

3•アツラーへの愛情をはぐくむこと。アッラ 
一は次のように語られている。 


『言ってやるがいい。「あなたがたがもしアツ 
ラーを 敬愛するならば、わたしに従え。そうすれば 
アツラーもあなたがたを愛でられ、あなたがたの罪 
を赦される。アツラーは寛容にして慈悲深くあられ 

る。」』（イムラーン家章、第3章、第31節） 

心の清らかさは、ただマーリファ、すなわ 
ちアツラーを心で知ることによって可能とな 
る。マーリファも、常にズイクルと熟考を行う 
ことの結果として獲得される。そう、この三つ 
の特性が救いを行うものである」 


もし人が、「明日」の為に必要な備えを行 
うことができれば、彼の死は良いものとなり始 
めます。もはや彼は、死を恐れることはありま 
せん。 


実際、ビシュル•ビン•ハーリス師は次のよう 
に語っています。 
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「アッラーに従う人にとって、墓場は何と 
素晴らしい場であることか」 54 

聖メヴラーナも次のように語っています。 

「息子よ、それぞれの人の死は、それぞれ 
の色を持つ。人をアッラーに出会わせることを 
考えず、死を憎悪する者、死に敵対する者の死 
は、恐ろしい敵のように見える。死の親友とな 
る者の前には、それは親友のように姿を現す。 

死を恐れ、逃げる者よ。物事の真実、事実 
を求めているのなら、あなたは本当は死を恐れ 
ているのではない。自分自身を恐れているの 
だ。 


なぜなら、死の鏡で見ておびえているもの 
は、死の前線ではなく、あなた自身の醜い顔な 
のだ。あなたの魂の一部に似ている。死は、木 
の葉である。全ての葉は、木の種類によるもの 
となる」 

つまり、私たちの死と、審判の日まで続く 
墓場での生は、現世における私たちの状態や行 
為によって形作られるのです。 

この為 アツ ラーは、ク ルアー ンの多くの章 
句で現世と来世の様子を私たちに説き明かされ 
ているのです。現世が終焉すること、いつの日 



54 Komisyon , Nadratii n - Naim , III , 963; Edu ’1- セ erec Abaurra - 
man , Ehvalu l - Kubur , s .155. 
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か急展開を迎え、無となることを考え、その偽 
りや欺瞞から遠ざかることを求めておられるの 
です。来世が日々私たちに近づいていること、 
永遠に続くことを熟考し、それを求めることを 
命じておられます。 

この為、しもべは死ぬ前に全ての罪を、深 
い悔悟と共に断念すること、アッラーの命令や 
禁止事項に従うという点での不足を補うことが 
必要です。つまり、舌によって教えの否定、中 
傷、侮辱、もしくは陰口を行い、手によって殴 
り、心によって邪推を行った人々に対しその罪 
を帳消しにしてくれるよう頼み、死ぬ前に権利 
や借りから清められなければならないのです。 

不注意な人は、現世において他者の権利を 
奪ったことに喜び、惨めさを幸福と考えている 
かもしれません。しかし明日にも、公正さの秤 
が築かれ、彼自身に「あなたは卑しむべき、無力 
で弱い破産者である。もはやここではどの権利も相 
手に返すことはできず、誰にも許しを乞うことがで 
きない」と言われた時、いかに後悔するか、誰 
にもその想像はつかないのです。 


ウマイヤ朝のカリフの一人である、アブド 
ウルマリク•ビン•マルワンは、死がかなり近づい 
た時に、ダマスカスの郊外の通りで、服を手に 
巻いて洗濯石に打ちっけている洗濯人を見まし 
た。彼は来世の厳しい裁きを考え、深いため息 
をっき、 ❹ 

- 
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「私もこの洗濯人であればよかったのに。 
この手の働きで毎日稼いで生計をたて、現世で 
の仕事のどれにも発言権が泣ければよかったの 
に」と言いました。 （イマーム•ガザーリー、イフヤ 
一、 VI ， 114) 

死の厳しさを考え、それに備えると同時 
に、ァッラーの慈悲にも決して絶望しないこと 
が必要です。 

ウクバ•アル-バッザールは次のように語っ 
ています。 

「遊牧民の一人が、埋葬の為に運ばれる遺 
体を目にした。彼の方に向かい、 

『あなたを祝福する、亡骸よ。何と幸福な 
ことか』と言った。私は 

『なぜ彼を祝福しているのか』と尋ねた。 
彼はこう答えた。 

『この上なく気前がよいお方の監獄（つまり 
墓場）に運ばれていく人をどうして祝福せずにいら 
れようか。彼は、素晴らしいお方のもとに運ばれて 
いくのだ。そのお方の、客へのもてなしは豪勢であ 
り、許しも非常に大きいのだ』 

私はその時まで、このような素晴らし 
い言葉を聞いたことがなかった」 ( EbtiU-Ferec 
Abdurrahman , EhyaltH - Kubur , s .155) 
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ク ルアー ンは、心から信仰する 
信者にとって熟考の世界の深みへと 
開かれた荘厳な扉です。広い熟考の 
地平線です。地や天のことばです。, 
魂への糧となる英知にみちた言葉に 
満ちた、無限の恵みの宝庫です。人 
間に与えられた、表現の奇蹟です。 

イスラーム文学において1400年 
以上にわたって書かれてきた何千も 
の作品は、ただ一冊の「書物」を理 
解し、そこにおいて深みを増し、あ 
る「人間」をよりよく知り、そこに 
自らを滅することができる為のもの 
なのです。 
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人間はその天性として、熟考する傾向を持 
ちます。しかし人はその理性を、我欲の感情や 
狭い境界線から救われ、真実や善へと方向づけ 
るガイドを必要とします。最も確実なガイド、 
手引きは、 アツラーの 書であるクル アーン であ 
り、その実際的な解釈である預言者ムハンマド 
です。 

とりわけ、人間への慈悲として下されたク 
ルアー ンは、心から信仰する信者にとって熟考 
の世界の深みへと開かれた荘厳な扉です。広い 
熟考の地平線です。地や天のことばです。魂へ 
の糧となる英知にみちた言葉に満ちた、無限の 
恵みの宝庫です。人間に与えられた、表現の奇 
蹟です。 


ク ルアー ンは、人間と万物の解説です。万 
物、人間、そしてクルアーンは、互いに結びつ 
き、互いを最も美しい形で解説する三つの世界 
です。ク ルアー ンにおいて深みを増し、自らと 
アッラーの 恵みを読み、万物の英知の ページを 
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めくり始めます。無数の、神の英知が彼に示さ 
れます。心から彼方へと、窓が開かれます。 

人間を精神的な滅亡に引きずり込む、我欲 
に満ちた自己中心的な感覚の薬は、ク ルアー ン 
にあります。人間を動物よりもなお低い状態に 
下げる純潔さの欠如から救われる為の方策も、 
ク ルアー ンにあります。公正さの感覚が抑圧へ 
と変容しない為の予防策もまた、ク ルアー ンに 
あります。要するに人間があらゆる状態で必要 
としている最大の幸福の為の処方箋は、ただク 
ルアー ンにあるのです。 


ク ルアー ンは アツラーが 教えられた 

ク ルアー ンは、 アツラーが 人類に、神の観 
点から恵まれた最も大きな贈り物です。 

クルアーンでは次のように語られていま 
す。 

「慈悲あまねく御方が、このクルアーンを教え 
られた。（かれは）人間を創り、物言う術を教えられ 

た」（慈悲あまねく御方章、第55章、第1 一 4節） 


アッラーは無限の慈悲の偉大な顕現として 
人間にク ルアー ンを教えられ、それを通して人 
間に多くの英知と神秘を示されました。だから 
人は、ク ルアー ンを学び、神によるその教えの 



中でまず内面世界を発展させ、それからあらゆ 
る状態、行為によってあたかも生きたクルアー 
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ンとなれるよう、努力しなければならないので 
す0 


全ての書物は、ある一冊の書物の為に 

イスラーム文学において 1400 年ほどの間に 
書かれた何千冊もの作品は、ある一冊の書物を 
理解し、そこにおいて深みを増し、ある「人」 
をより近しく理解する為のものです。地上にあ 
る全ての木がペンに、全ての海がインクになつ 
たとしても、クルアーンが含む英知と真実を数 
え上げ、そこに書くことは不可能です。 55 全ての 
知識と英知の暗号はそこにあるのです。二つの 
世界の幸福の鍵もやはり、そこにあります。 

ク ルアー ンは常に前を進み、人間の知識が 
その後を追います。行われてきた全ての科学的 
発見は、ク ルアー ンにおける知識を評価し、説 
き明かすものなのです。 

アツラーは次のように語られています。 

「われは、わが印が真理であることが、かれら 
に明白になるまで、（遠い）空の彼方において、また 
かれら自身の中において（示す）。本当にあなたが 
たの主は、凡てのことの立証者であられる。そのこ 
とだけでも十分ではないか」（フッスィラ章、第41 
章、第53節） 




55参照：ルクマーン章、第31章、第27節 
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ク ルアー ンにおける研究が続く限り、その 
新たな奇蹟が示されるでしょう。実際預言者ム 
ハンマドは、学者たちがク ルアー ンに飽きるこ 
とがないこと、多くの繰り返しの為にその新鮮 
さを失うことは絶対にないこと、人を驚かせ、 
驚嘆させる側面が尽きることはないと言うこと 
を知らせておられます。 56 


クルアーンを熟考と共に読むべきである 

イスラーム 学者たちは、ク ルアー ンを読誦 
することの意図とは、その英知と意味を熟考す 
ること、その定めるところに従って行動するこ 
とであると語っています。 

人の思考力の為に、 クルアー ンを読むこと 
以上に効果的なものはありません。なぜならク 
ルアー ンは人類の全ての立場、あり方を知る ア 
ツラーの お言葉であるからです。つまり クルア 
ーンは、人類に鏡を示し、自らを最も正しい形 
で知ることを可能とします。 この 為信者は、 ク 
ルアー ンをしばしば読誦し、 アツラーのこの お 
言葉に望みが何であるのかと熟考すべきです。 

この 形でク ルアーンの一つの 節を熟考、考 
察と共に読むことは、熟考なしにク ルアーンの 
全てを読むことよりもなお尊いことです。なぜ 



56 参照： Tirmizi, Fedailu^-Kur^n, 14; Darimi, Fedailu , l- 
Kur^n,1. 






ク ルアーン における熟考 


ならク ルアー ンの全ての言葉には、数えきれな 
い神秘が存在するからです。人はただ細かな熟 
考、崇高な道徳、そして誠実な行為によって得 
られる清められた心、細やかな気持ちによって 
その神秘に至ることができるのです。 

アツラーは 次のように語られています。 

「われが定めたもので、明瞭な種々の印をそ 
の中に下した。必ずあなたがたは留意するであろ 

う」（御光章、第 24 章、第 1 節） 

「われがあなたに下した啓典は、祝福に満 
ち、その印を沈思黙考するためのものであり、また 
思慮ある者たちへの訓戒である」（サード章、第38 
章、第 29 節） 

「かれらはクルアーンを熟読玩味しないの 
か0それとも心に鍵をかけたのか」 （ムハンマド章、 
第 47 章、第 24 節） 

預言者ムハンマドに人々は、 

「ク ルアー ンの読誦の為にどのような声や 
音階がより美しいでしょうか」と尋ねました。 

預言者ムハンマドは次のように応えられま 
した。 


「ク ルアー ンの読誦を聞いた時に ア ッ ラー 
への恐れを感じる人の声、音階」 ( Darimi , Fedailu , l - 


Kur ’ an , 34) 
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シャイターンが疑念を与える行いの筆頭 
に、クルアーンを読むことが挙げられます。な 
ぜならクルアーンを読み、その約束、威嚇、明 
白な言葉や説明を考える人は、誠実な行為によ 
り熱意を持って取り組むようになるからです。 
疑わしい事柄、禁じられたものからより遠ざか 
ります。この形でクルアーンを読むことは誠実 
な行いのうち最も徳のあるものである為、シャ 
イターンは人々をクルアーンから遠ざける為に 
できる限りの力を尽くすのです。そしてこの為 
に、クルアーンの読誦の前に《 jlkiil ^ 

»「アウ ーズビツラーヒ ミナ ツ シャイター 
ニツ ラジーム」といい、シャイターンからの庇 
護を求めることが命じられているのです。クル 
アーンでは、次のように語られています。 

「あなたがクルアーンを読唱する時は、忌まわ 
しきシャイターンに対して、アツラーの御加護を祈 

れ」（蜜蜂章、第16章、第98節） 


預言者ムハンマドはクルアーンをどのように 
読まれていたか 


預言者 ムハンマドはク ルアー ン を、重々 し 



く、一言一言、そしてそれを体現しながら読ま 
れました。クルアーンの言葉の意味について熟 
考し、その命令はすぐに実行しました。アツラ 
一を賛美することについて言及する節が来た時 
には、「スブハーナツラー」と要った賛美の表 
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現で、アツラーが一切の不足から清められてい 
るお方であることを賞賛されました。ドウアー 
の節が来るとそれらと共にアツラーに懇願して 
おられました。アツラーに庇護を求めることに 
言及する節を読まれると、すぐにアツラーに庇 
護を求められました。 57 

時には一つの節を非常に集中して読まれ、 
朝までその節と共に熟考し、懇願されていまし 
た0 


アブー•ザツルは次のように伝承していま 
す。 

「ァツラーの使徒はある夜、立ちあがった 
状態で朝まで次の章句を繰り返し読まれまし 
た。 

dJl iiiU ^ jJXj jlj ji 



『あなたが仮令かれらを罰せられても、誠に 
かれらはあなたのしもべです。またあなたがかれら 
を御赦しなされても、本当にあなたこそは、偉力な 
らびなく英明であられます』」（食卓章、第5章、第 

118節）（ネサーイ，イフテイタフ， 79；アフマド， V , 
156) 


57 


参照： Muslim , Miisafirin , 203; Nesai , Kiyamu ^- Leyl , 
25/1662. 
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またある日預言者ムハンマドは、上記の節 
と共に 

「主よ、かれらは人びとの多くを迷わせまし 
た。わたし（の道）に従う者は、本当にわたしの身内 
であります」（イブラーヒーム章、第 I 4 章、第 36 節） と 
いう節を読まれ、その後手を掲げられ、 

「アツラーよ！ わがウン マ！ わがウン マ！ 

」と懇願され始めました。その一方で泣いてお 
られました。それに対しアツラーは、 

「ジブ ラーイー ルよ！ アツラーは 全てをよ 
りよくご存じではあるが（人々も知る為に）行 
きなさい、ムハンマドになぜ泣いているのか聞 
きなさい」と言われました。 

ジブラーイルがやってきました。預言者ム 
ハンマドは彼に、ウンマの為に感じている不安 
の為に泣いたのだと伝えました。そこでアツラ 
一は 


「ジブラーイル預言者さま、 ムハンマドの 
もとに行き、『ウンマに関してあなたを満足さ 
あせよう、あなたを決して悲しませないだろ 
う』という吉報を伝えなさい」と言われまし 

た。（ムスリム、イ' —マーン、346) 



預言者ムハンマドは、 その ウンマについて 
これほどに考えておられ、また慈悲深いお方で 
した。このハディースを十分に熟考し、私たち 
がそのお方にどれほど愛情を感じているか、ま 
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たこの愛情の証拠として預言者さまのスンナを 
どれほど実行できているかについて、私たち自 
身を点検しなければいけません。 

アブドウッラー•ビン•マスードは次のように語 
つています。 

ある日、アッラーの使徒は、 

「私にクルアーンを読んでくれるか」と言わ 
れました。私は、 

「アッラーの使徒よ、クルアーンはあなた 
に下されたのに、私があなたにクルアーンを読 
むのですか」と言いました。アッラーの使徒は 

「私はクルアーンを他者から聞くことも好 
むのだ」と言われました。そこで彼に、婦人章 
を読み始めました。第41節になり、 


「われが、それぞれのウンマから一人の証人 
を連れてくる時、またあなた（ムハンマド）を、かれ 
らの悪に対する証人とする時は、どんな(有様)であ 
ろうか」と読むと、 

「これで十分だ」と言われました。見る 
と、神聖なその目から涙が流れていました。 （ 

ブハーリー、タフシール 4/9;ムスリム，ムサ ー フイ リー 


ン， 247) 

聖アーイシャも預言者ムハンマドの心の繊細 
さと熟考の地平線について、ある光景を次のよ 
うに伝承しています。 
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「ある晚、 アツラーの 使徒は私に、 

『アーイシャよ、あなたが許せば、この夜 
をアツラーへのイバーダと共に過ごそう』と言 
われました。私は、 

『私はあなたと共にいることを好みます 
が、あなたを喜ばせることをもっと好みます』 
と言いました。それから彼はおき、ウドウーを 
して、礼拝をされました。彼は泣いていまし 
た。あまりにも泣いたので、服やその神聖なひ 
げ、そしてサジュダをしている場所までびっし 
ょり濡れていました。彼がそのような状態であ 
った時に、ビラールが朝の礼拝に呼びに来まし 
た。預言者ムハンマドが泣いているのを見て、 

『アツ ラーの 使徒よ！アツ ラーが あなたの 
過去と未来の罪を全て許されたのに、なぜ泣か 
れているのですか』と言いました。 

預言者ムハンマドは、 

「アツラーに多く感謝するしもべであって 
はいけないかね？誓って言うが、今晩、私に章 
句が下された。それらを読み、熟考しない者た 
ちを気の毒に思う」と言われ、次の章句を読ま 
れました。 



「本当に天と地の創造、また夜と昼の交替の 
中には、思慮ある者への印がある。または立ち、 
または座り、または横たわって(不断に）アツラーを 
唱念し、天と地の創造に就いて考える者は言う。「主 
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よ、あなたは徒らに、これを御創りになったのでは 
ないのです。あなたの栄光を讚えます。火の懲罰か 
らわたしたちを救って下さい」 （ィムラーン家章、第 
3章、第190〜191節）（イブニ.ヒツバーンサヒーフ， II ， 
386;アルーシー、ルーフル•マーニ， IV ， 157) 

この章句が下された夜、預言者ムハンマド 
は、星たちが羨望するような真珠の粒のような 
涙と共に朝まで泣かれました。信者たちがアツ 
ラーの御力と崇高さの顕現を熟考することで流 
す涙も、ーアツラーの恵みにより 一はかない 夜 
の飾り、墓の闇の灯り、そしてーインシャラ 
一、 天国の庭園の露となるでしよう。 

預言者 ムハンマドは、 ク ルアーンを 読むこ 
と、その神秘に気づきながら読むことの必要性 
と徳にっいて次のように語られています。 

「集団の人々が、アツラーの家のいずれか 
に集まり、アツラーの書物を読み、彼らの中で 
それにっいて語り合うなら、平穏が下り、彼ら 
を慈愛がっっみ、天使がその周囲を囲む。アツ 
ラーもその人々にっいて、ご自分の位階に置か 
れる方々との間で言及される」 （ムスリム，ズィク 
ル38;アブー•ダーウード，ウイトル，14/1455；テイル 
ミズイー、クラート， 10/2945) 


「ク ルアー ンを3日よりも短い期間で読み終 
える人は、それを正しく理解することはできな 
い。正しく熟考することはできない」（アブー•ダ 
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ー ウード，ウイトル， 8/1390； テイルミズ イー、 クラート， 
11/2949； ダーリ ミー、 サラート 173) 

「クルアーンを、あなたを悪事から守る 
形で読みなさい。もしそれがあなたを悪事か 
ら守らないのであれば、それを読んだことに 

はならない」 （アフマド•ビン•ハンべルズフド， p . 
401/1649) 


ザハーバ たちのク ルアー ンの読誦 


サハーバた ちは、ク ルアー ンを理解する為 
に熟考を深く行いました。 アッラーの 言葉につ 
いて深く考え、それを自分たちの生き方におい 
て実践しつつ、読んでいました。聖ウマルの次 
の言葉は、その典型的な例です。 

「私は雌牛章を12年で読み終えた。そして 
感謝として、ラクダを捧げた」（クルトゥビー I ， 
40) 


聖ウマルの息子アブドゥラーも、雌牛章を 
学び、それを生活に取り入れる為、その節につ 
いてちようど年間、研究をしていました。ムワ 
ッタ、クルアー ン、 



なぜなら彼らはクルアーンを、義務や法 
規、それらに関する事柄などを学びながら読ん 
でいたからです。クルアーンの言葉を熟考する 
ことにおいて深みを増し、その人生に移行させ 
ていました。（ケッター ニ，テラーティブ II ， 191) 
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ある人が、 ザイド•ビン•サービトに 行き、ク 
ルアー ンを一週間で読み終えること について ど 
う考えているのかを尋ねました。彼は「良いこ 
とだ」と答えた後で、こう続けました。 

「しかし私は、15日もしくは20日に一度ハ 
ティムを行うことをより気に入っている。理由 
を尋ねるなら、その 場合、 ク ルアー ンについて 
十分に熟考し、その意味をよりよく理解できる 
からだ」 

アブドウラー•ビン•メスードは 次のように語 
つています。 


「誰であれ、知識を求めるのであればクル 
アーン の意味を熟考しなさい。その解釈や読誦 
を深く行いなさい。なぜならク ルアーン には、 
以前の人々、そして今後の人々の知識が存在す 

る」（ヘイ セ ミー， VII ,165； ベイ ハー キシュア ブ， II , 
331) 

ある遊牧民は預言者ムハンマドの神聖な口 

から 


「一微塵の重さでも、善を行った者はそれを 
見る。一微塵の重さでも、悪を行った者はそれを見 
る」（地震章、第 99 第 7 — 8 節）という章句を聞き、 
驚嘆のうちに 


か」 


「アッ ラーの 使徒よ、一微塵の重さです 
と尋ねました。 
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預言者ムハンマドは、 

「そうです」 と答えました。一瞬で態度を変 
えた遊牧民は、 

「私には欠点がある」と泣き始めました。 
そしてこの言葉を何度も繰り返しました。それ 
からこの章句を繰り返しながら立ち上がり、去 
って行きました。 

預言者ムハンマドはその背後で、 

「信仰が、この遊牧民の心に入った」と言 

われました。（スユーテイ、アル.ドウツルル•マンス 
ール VIII , 595) 

アツラーの 親友たちのク ルアーンの 読誦 
フダイ•ビン•イヤーズ は、 


「クルアーンは、それによって振る舞うよ 
う、啓示された。人々はただ、それを読むこと 
を実行している」と言いました。それに対して 
彼に、 


「ク ルアー ンにより振る舞うとはどういう 
ことか」と質問がされました。師は次のように 
答えました。 



「それが合法としているものを合法と、禁 
止しているものを禁止されていると認め、それ 
らを生活において実行すること、それが命じて 
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いることに従うこと、避けるように求めている 
ものを避けること、そして驚嘆させるその表現 
について考え、（アツラーを賛美すること、そ 
の項目を十分に調べること、熟考すること）に 
よって可能となる」 

ク ルアーンの一つの 章句にすら、非常に多 
くの広い意味があるのです。 イマ 1 ーム •シャ' ーフ 
ィー師は、 

「人々が時間章を正しく熟考し、考察すれ 
ば、それは彼らにとって十分となる」と語って 
います。 

偉大なイスラーム学者であるアス マー イ 
は、クルア'ーンに関する熟考について、一つの 
記憶を次のように伝えています。 

遊牧民の——人が、ハーリフエ.ビン•ア 
ブドウルマリクのそばにやってきました。ヒシ 
ャムは彼に、 

「私に忠言をしてください、遊牧の民よ」 

と言いました。 


遊牧民はハリーフエの熟考をクルアーンに 
向け、このような忠言を行いました。 


「忠言としては、クルアーンで十分だ。追い払 
われた シャイターンからアツラーに 庇護を求め 
ます。慈悲あまねく慈愛深きお方、聞かれ、ご 
覧 になっているお 方 アツラーの 名に おいて、 
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「災いなるかな、量を減らす者こそは。かれら 
は人から計って受け取る時は、十分に取り、 

(相手にわたす)量や重さを計るときは、少な 
く計量する者たちである。これらの者は、甦ることを 
考えないのか、偉大なる日に。その日、（凡ての）人 
間は、万有の主の御前に立つのではないか」（量 

を減らす者章、第 83 章、第 1 一 6 節） 

遊牧民は次のように言葉を続けました。 

「師よ、これは秤で量を減らす者の罰で 
す。全てを不正に受け取る者の罰について、ご 
自分で考えてみてください」 

有名なオスマン朝の学者の一人、ムハンマ 
ド•ハーデイミーは次のように語っています。 

「あらゆる種類の苦しみ、災い、災難から 
救われる為の唯一の道は、ク ルアー ンに結びつ 
き、それを人生において実行することである。 
イバーダと服従を続けなさい。遠くに最も徳の 
あるイバーダの 一つで ある考察、正しい読み 
方、 そして徳を持ってク ルアー ンを読むことに 
しっかり結びつきなさい。なぜならク ルアー ン 
をこのように読むことは、 アツ ラーと対話す 
ることのようであるからである」 （参照： Hadimi , 
Mecmuatu ' r - Resail , s . 112,194, 200) 
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クルアーンからの熟考の例 


アツラーの知識についての熟考 


ク ルアー ンでは多くの箇所で、 アツラーの 
無限の英知にっいて触れられ、人間を熟考へと 
招いています。 

クルアーンでは次のように語られていま 
す。 

「幽玄界の鍵はかれの御許にあり、かれの外 
には誰もこれを知らない。かれは陸と海にある凡て 
のものを知っておられる。一枚の木の葉でも、かれ 
がそれを知らずに落ちることはなく、また大地の暗 
闇の中の一粒の榖物でも、生気があるのか、または 
枯れているのか、明瞭な天の書の中にないものは 
ないので ある」 （家畜章、第 6 章、第 59 節） 


信者は、この章句を読むと、少し考えるベ 
きな のです。まだ全く開かれて いない、 存在し 
ていない、 人間の知識が到達で きない、 無数の 
知られて いない 宝庫が あり、 これら全ての鍵は 


ただアツ ラーの 位階にあります。それらについ 
てはアツ ラー 以外の誰も知らないのです。アツ 
ラーは これらすべてをご存じであり、同時に全 
ての被造物についてもあらゆる詳細を含めてご 
存じなのです。一枚の葉は、それがいつどこに 
落ちるか、空中で何度回転するか、ということ 
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をアツラーがご存じなく落ちることはないので 
す0 


アッラーは、地上の闇に落ちる一つの粒に 
ついてすら、それがいつ落ちるか、誰に食べら 
れるかということすらご存じです。目に見え 
る、見えない、考えられる、感じられる、大小 
問わず、現われたもしくは現われる予定の、秘 
められたもしくは明白なあらゆるものは、その 
全ての範禱、あらゆる詳細と共にアッラ^一の知 
識に含まれているのです。 58 

上記のク ルアー ンの言葉を読むと人の想像 
力は、既知の、もしくは未知の地平線へと、目 
に見える、もしくは見えない世界へと翼を広げ 
ます。この地上の未知の事象、そして海の無限 
の深さを周遊します。限りのない世界のあらゆ 
る一端で、目の見える世界の境界線のかなた 
で、一歩ずつアッラーの知識や芸術性を見て行 
きます。地上の全ての木から落ちる無数の葉を 
眺めます。地の深みに隠された一粒ですら、ア 
ッラーの目から逃げることはありません。限り 
のないこの世界に、乾いたもの、濡れたもの何 
があろうと、全てがアッラーのご命令に従って 
動くのです。 



58 参照 ： Muhammed Hamdi Yazir , Hak Dini , III , 1947; Ebu 
Hayydn , IV ,145-146,( 家畜章、第 6 章、第 59 節） 
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これは気が遠くなるような、人々を驚嘆さ 
せる旅です。時間の次元、空間の境界線、目に 
見えるもしくは見えない、既知のもしくは未知 
の世界の深みにおいて行われる旅です。この旅 
の移動距離は非常に長く、その範囲はこの上な 
く広いのです。人の想像力は、この空間を完全 
に考えることすらできません。ただこの完全な 
光景は、上記の章句のいくつかの言葉によっ 
て、この上なく細かく、不足なく、広範囲で描 
かれているのです。 ( SeyyidKutub , FiZilal , II , 1111-1113, 
[家畜章、第6章、第59節]) 

人は この 形でク ルアー ンや万物について熟 
考するにつれて、ァッラーの知識と力を一部で 
あれ理解します。熟考から遠ざかっている者 
は、アッラーの神秘や英知を知ることはなく、 
我欲に満ちた生活の中で引きずられていくので 
す0 


サーデイ•シラーズイーは次のように語ってい 
ます。 

「理性を持つ人のまなざしにおいて、緑の 
木の葉の1枚1枚は、アッラーを知る為の詩集な 
のです。不注意な人にとって、全ての木は、1枚 
の葉ですらないのです」 


アッラーはまた別の章句で次のように語ら 
れています。 
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「かれは大地に入るもの、またそれから出るも 
のを凡て知っておられ、また天から下るもの、なら 
びにそこに上るもの凡てを知っておられる。かれは 
慈悲深く寛容であられる」（サバア章、第34章、第2 
節） 

人がこの章句を読むと、無限の物体、その 
行動、形、そして意味のイメージが脳に現れま 
す。これらを想像に押し込むことすら不可能で 
す。この章句が示す事象を、その一瞬であろう 
と、そこで起こることを見出し数えることすら 
不可能です。これを行う為に全人類が集まり、 
生涯の全てをこの仕事に捧げたとしても、その 
「一瞬」においていくつのものが天から地に降 
りたのか、いくつのものが地から天へと上昇し 
たのかを見出すことはできないのです。 

大地には、どのようなものが入るのでしよ 
うか。大地にどれだけの種が落ちることでしよ 
うか。大地の下でどれほどの昆虫類や爬虫類が 
いるのでしようか。この無限の大地に、どれほ 
どの水滴、気体分子、放射線が浸透するでしょ 
うか。そう、どれだけのものが大地に入ること 
でしようか。全てがアッラーのご命令と評価の 
もとで。 



これに対し、大地からもどれほどのものが 
出ることでしょうか、それほどの植物が芽吹く 
ことでしょうか。クルアーンでは次のように語 
られています。 
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「かれらは、かの大地を見ないのか。如何に 
多くの、凡ての尊いものを、われはそこで育てるか 

を」（詩人たち章、第26章、第7節） 

「本当にわれは、水(雨)を豊かに注ぎ、次いで 
大地を裂!/ヽて切れ切れにし、そこに生長させるもの 
には、穀物、またブドウや青草、オリーブやナツメヤ 
シ、繁茂した庭園、果物や牧草（がある）。あなたが 
たとあなたがたの家畜のための用益である」（眉 
をひそめて章、第80章、第25 — 32節） 


「そして大地から、どれほどの鉱物が出て 
くることでしょうか。どれほどの火山が、マグ 
マを噴出させていることでしょうか。どれほど 
のガスが蒸発しているでしょうか。どれだけ多 
くの昆虫が、秘められたその巣から地上に出て 
来るでしょうか。 

教訓として意味深いことに、雪が降り、辺 
りを覆い尽くすと、無数の生物は大地の胸に庇 
護を求め、長い期間、創造主の保護のもと、安 
全に過ごします。アッラーは大地を彼らの為の 
ゆりかごとされているのです。この為、雪が解 
けた時にそれらの生物の死骸の山を見ることが 
ないのです。この被造物は皆、大地の上に出て 
きて、生き続けるのです。 


また、考えるならば、地上から天球でどれ 
ほどの力、天使、魂、ドウアー、祈りの声が昇 
つて行くことでしようか。目に見える、もしく 


は見えない、どれほどのものがあるでしよう 
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か。人間はそのごく一部を知っており、その多 
くを知らないどれほど多くの生命体、そして生 
命を持たない物質が… 

そして天から地には、どれほどのものが下 
っているでしょうか。一方で雨粒、隕石、熱 
し、照らす光線…また一方でどれだけの「カダ 
一」の矢、任命を受けた「カダル」、アツラー 
の慈悲…一部は全ての被造物を包括し、一部は 
一定のしもべたちを特別に包む、アツラーの慈 
悲… 

これらの全てが、一瞬の間に起こっている 
のです。ただ一瞬の間の事象を、人間の認識は 
把握することができるでしょうか。人間がどれ 
ほどの寿命を費やしたとしても、この事象を数 
えることはできません。しかしアツラーの、無 
限で理性の限界を超越し、何ものもその妨害と 
はなり得ない知識は、この事象の全てを一どこ 
であろうと、いつであろうと一包括するので 
す。だから次のことを決して忘れてはいけないの 
です。感情、意志、そしてその鼓動によって全ての心 
臓は、崇高なアツラーの管理のもとにある、というこ 
とです 0 ( Bkz . Seyyid Kutub , Fi Zildl , V , 2891-2892, [サバア 
章、第 34 章、第 2-3 節]) 


G ^r^ ) 
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出来事章 

ク ルアー ンの全ての 章、 全ての節は、それ 
について深く熟考することを必要とします。し 
かし私たちはここで、例として、出来事章、犠 
章、ビザンチン章のうち一部の節を取り上げま 
す。 

アツラーは出来事章を、最後の審判の日の 
恐ろしさを説くことから始めます。その日、一 
部の人々が高く挙げられ、一部の人々が低く落 
とされることを教えています。審判の後、人間 
が三つに分類されることを告げています。 

それからアツラーは、あらゆる善行におい 
て前を行き、アツラーに近しいしもべたちと、 
行為が記されたノートが右側から渡される誠実 
な人々が到達する比類のない恵みについて描写 
され、それを聞く者は幸せを感じます。 

それから、行為が記されたノートが左側か 
ら渡される不運な人々が直面する、辛く恐ろし 
い罰を描写します。しもべたちを、鳥肌が立つ 
ような懲罰の光景により、罪から遠ざけるので 
す0 


それからアツラーは、このつらい状態に陥 
らないようにと、しもべたちを熟考へと招き、 
次のように警告されます。 
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人間の創造 

「われはあなたがたを創った。あなたがたは 
どうして真実を信じようとしないのか。あなたがた 
は、あなたがたの射出するもの（精液）に就いて考 
えたか。それを創ったのはあなたがたなのか、それ 
ともわれがその創造者であるのか」 （出来事章第57 
一59節) 

無に近いような水の一滴から、この上なく 
複雑でまたこの上なく均衡のとれた形で動くシ 
ステムを備えた、人間の肉体ができると言うこ 
とは、いかに壮麗な神の芸術でしょうか。 


死と復活 


「われは、あなたがたに死(期)を定めた。われ 
は、（決して）出し抜かれたりすることはない。だが 
われは同類の者で取り替え（世代の交替)、または 
あなたがたが知らない（他の形態の）ものに、あな 
たがたを創（り変え）る。」 （出来事 章、 第56 章、 第60 
一61節） 


死の真実…誰も、死から逃れることはでき 
ません。アッラーは望まれれば、教えを否定す 
る人々を滅ぼされ、よりよい集団をもたらされ 



ることができます。 
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「あなたがたは、確かに最初の創造を知って 
いる。それでも何故留意しないのか」（出来事章、 
第56章、第62節） 

最初の創造をこれほどに素晴らしい形で行 
われた崇高なアッラーは、人を再び創造するの 
にも、その力が十分なのです。このことについ 
て熟考し、来世に、そして死後の復活に備える 
ことが必要となります。 


種と植物 


「あなたがたは、あなたがたが耕す（畑の）こ 
とを考えたか。あなたがたがそれ(植物）を育てる 
のか、それともわれが育てるのか。もしわれが欲す 
るならば、それを枯れた屑にしてしまう。あなたがた 
は驚愕して止まない。（そして言うであろう。）「わた 
したちは本当に負債を課せられた。いや、わたした 
ちは（労働の成果を）取り上げられた。」（出来事 
章、第56章、第63 — 67節） 


私たちは、周囲の草花、木々、植物を、教 
訓を得ようとするまなざしで、アッラーの創造 
の芸術と恵みを驚嘆のうちに眺めるべきです。 
アッラーが与えられなければ、人間の努力や予 
防策は無と化し、一本の草すら生えることはあ 
りません。 


一瞬のうちに、周囲の緑が全て、乾いた砂 
漠となったと考えてみましょう。私たちの暮ら 
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しは、一瞬で厳しいものとなってしまうでしよ 

ぅ。 

甘い水 

「またあなたがたの飲む水に就いて考えた 
か。あなたがたが雲から（雨を）降らせるの 
か、それともわれが降らせるのか」 

雲から下る甘い水は、アッラーの大きな恵 
みです。この水が苦い状態で下れば、誰もそれ 
を甘くすることはできません。もしくは、日照 
りになれば、雨を降らせる力は誰にあるでしよ 
うか0 


火 


「あなたがたは、灯火に就いて考えたか。その 
(燃やす)木を、あなたがたが創ったのか、それと 
もわれが創ったのか。われはそれを教訓とし、また 
荒野の住民の便利のために創った」（出来事章、第 
56 章、第 71— 73節) 

人生において非常に人間の役に立っ火や、 
その燃料となる木を誰が創ったのが、実際に考 
える必要があるのです。 



アッラーの御力を見てください。緑の木か 
ら、炎があがるのです。そして火の性質につい 
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て考えてみましよう。どのように燃えるのでし 
よう。どのように焼くのでしよう。 

砂漠の旅人は、夜の寒さと闇から、火に庇 
護を求めます。火は、旅人にとって不可欠な保 
温、照明、そして料理をするための媒介なので 
す。そもそも全人類が火を必要としています。 
火なしで暮らすことは、非常に困難です。 

従って火は、教訓を秘めたものであり、か 
つ、 土、水、空気のような不可欠な ニーズで 
す。預言者ムハンマドは、次のように語られて 
います。 

「ムスリムは、三つのものにおいて共同で 
ある。水、草、そして火である」（アブー•ダーゥ 
ード.ブユ 60/3477) 


また一方で、現世での火を見て、地獄を思 
い起こすべきです。いかに、教訓を秘めている 
ことでしよう。私たちの下にはマグマの層、壮 
大な火の海があり、私たちの上には巨大な炎の 
玉である太陽があります。二つの火の中で、涼 
しく平穏な生活条件を恵まれたアツラーに、ど 
れほど感謝しても足りないのです。 

これらす ベての 恵みに対し、人は アツ ラー 
を何度も賛美することが必要です。 


「だから偉大であられるあなたの主の御名を 
讚えなさレヽ」（出来事章、第 56 章、第 74 節） 
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一 私たちの舌は、ク ルアー ンと布教を行い 
つつ、賛美を行うべきです。 

一私たちの心は、感情の深いところで感謝 
をし、賛美を行うべきです。 

一私たちの器官は義務ではない礼拝、断 
食、奉仕を増やすと言う形で、賛美を続けるベ 
きです。 


星もしくは啓示 

「わたしは、沈んでゆく星にかけて誓う。それ 
は本当に偉大な誓いである。もしあなたがたに分る 
ならば」（出来事章、第 56 章、第 75 — 76 節） 

アツラーの 崇高さの限りのなさ… アツラー 
は私たちの熟考を、無限へと向けられます。 


天は、まさに果てのない大洋のようです。 

この節では、星が見えなくなってから始ま 
る夜明け前の時間と、夜の礼拝にも注意が向け 
られています。 

またこれらの節で誓いがかけられているこ 
とのもう一つが、預言者ムハンマドに下された 
啓示です。これらは、一つの節、もしくはいく 
つかの節、もしくは章の全部という形でした。 
全ての啓示が、「ナジュム= 星」 と呼ばれてい 
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クルアーン 

「本当にこれは、非常に尊いクルアーンであ 
る。（それは)秘蔵の啓典の中に(書かれてあり）、清 
められた者の外、触れることが出来ない」（出来事 
章、第 56 章、第 77 — 79 節） 

ク ルアー ンには、最高の形で敬意、尊敬を 
示すことが必要です。その ムスハフについてい 
る外側の カバーに すら、ウド ウーの ない状態で 
触ることは禁じられています。ウド ウーの ない 
状態の人は、服のそでで ムスハフを つかむこと 
もできません。それに対する尊敬や敬意を損な 
うような行為をとることも、大きな不注意さで 
す。なぜなら、 

「万有の主からの啓示である。これは、あなた 
がたが軽んじるような教えであろうか。またあなた 
がたは（それを）虚偽であると申し立て、あなたが 
たの暮らしを立てるのか」 （出来事章、第 56 章、第 80 
一 82 節) 

私たちに与えられた最大の恵みの一つは、 

ク ルアー ンの対象とされていることです。この 
恵みへの感謝は、それを正しく理解し、その定 
めるところに従って生きることです。 
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死 

「それならあなたがたは、（臨終の人の魂が） 
喉もとを塞ぐ時、（座って只)見守るばかりなのか」 

(出来事章、第56章、第83 — 84節） 

人の_命が尽き、アツ ラーの 命令が下され 
ると、それをなかったことにするために人にで 
きることは何もありません。 

「われはあなたがたよりもかれに近いのであ 
る。だがあなたがたには見えはしない。あなたがた 
がもし（来世の）報いを除外されているというのな 
ら、あなたがたは何故、その(魂)を(体内に)呼び戻 
さないのか。もしあなたがたが、真実(を語っている 
の）ならば」 （出来事章、第 56 章、第 85 — 87 節） 

アツラーの御力と、人の無力さ…全ての人 
は、好むと好まないとに関わらず、アツラーの 
定めに従い、服従するのです。人生においてア 
ツラーの命令に逆らい、頑固に対抗するうぬぼ 
れ、思い上がった者も、その瞬間には何の異議 
の声も挙げられません。意志の上に合った無数 
の不注意さの覆いが取り除かれた人は、万物に 
おける真の統治がただアツラーのものであるこ 
とを、全ての真実と共にただその瞬間に理解す 
ることができるのです。 
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死者は三つの状態のどれかである 

(1) もしかれが、（アツラー）に近付けられ 
た者であるなら、（かれに対する報奨は）安心と満 
悦、そして至福の楽園である。 

(2) もしかれが、右手の仲間であるなら 
ば、「あなたに平安あれ。」と右手の仲間から（挨拶 
される）。 


( 3 ) もしかれが、嘘付きで、迷った者である 
ならば、煮え立つ湯の待遇を受け、獄火で焼かれよ 

う0 (出来事章第88 — 94節） 

不信心者、そして罪を犯したムスリムは、 
ここに該当します。 

「本当にこれは、揺ぎのない確かな真理であ 
る」（出来事章、第 56 章、第 95 節） 

アツラーに庇護を求める 

「だから偉大であられるあなたの主の御名を 
讃えなさい」（出来事章、第56章、第96節） 


蟻章 


この章では、クルアーンが英知の持ち主で 
あり全てをご存じであるアツラーによって送ら 
れたことが語られています。アツラーの御力の 
大きさ、その誉れの崇高さ、預言者に恵まれた 
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奇蹟や援助、あらゆる考えにおいてある崇高さ 
があることが語られています。預言者ムハンマ 
ドが預言者として送られたこと、人間の為に大 
きな発展や改善への要因となられたことが吉報 
として伝えられています。この点についての言 
及の為、聖ムーサー、ダーウード、スライマン、 
ザーリフ、そしてルートウの物語について触れら 
れています。 

これらの歴史的な物語は、アッラーの御力 
や完全さを示す伝承された証拠です。多神教徒 
はこれらを信じなかった為、崇高なるアッラー 
は彼らにより明白で一般的な論理的な証拠を示 
され次のように語られています。 

「誰が、天と地を創造したのか。また誰があな 
たがたのために、天から雨を降らせるのか。それで 
われは、美しい果樹園をおい茂らせる。そこの樹木 
を成長させることは、あなたがたには出来ない。ア 
ッラーと共に（それが出来る外の)神があろうか。い 
や、かれらは（正しい道から)外れた民である」（犠 
章、第27章、第60節） 

預言者 ムハンマドは、 この章句を読むとす 
ぐに、 
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「いや、アツラ'一は彼らが同位にしている 
ものよりもより尊く、より永遠であり、より統 
治をされ、より気前深く、より崇高でより偉大 
である」と言われました。 （ベイハーキ、シュアイ 
ブ、 II ， 372) 

ク ルアーンの 節は、 アツラーの御力の しる 
しである被造物について考えるよう招き、次の 
ように続きます。 

「誰が、大地を不動の地となし、そこに川を設 
け、そこに山々を置いて安定させ、2つの海の間に 
隔壁を設けたのか。アツラーと共に（それが出来る 
外の)神があろうか。いや、かれらの多くは知らない 
のである。 


苦難のさいに祈る時、誰がそれに答えて災難 
を除き、あなたがたを地上の後継者とするのか。ア 
ッラーと共に（それが出来る外の)神があろうか。だ 
があなたがたは、少しも留意することがない。 

陸と海の暗黒の中で、あなたがたを導くのは誰 
か、また慈悲の前兆の吉報として、風を送るのは誰 
か。アツラーと共に（それが出来る外の)神があろう 
か。アツラーはかれらが(主に）配して崇めているも 
の(偶像)の上にいと高くおられる。 


創造をなし、それからそれを繰り返し、天と地 
からあなたがたを扶養するのは誰か。アツラーと共 
に(それが出来る外の)神があろうか。言ってやるが 
いい。「あなたがたが真実を語っているというのな 
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ら、その証拠を出しなさい。」（犠章、第27章、第61 
一 64 節) 


ビザンチン章 

アツ ラーはしもべを熟考へと招かれ、次の 
ように語られています。 

「かれらは反省しないのか。アツラーが天と 
地、そしてその間にある凡てのものを創造なされ 
たのは、唯真理のため、また定めの時のためである 
ことを。だが人びとの多くは、主との会見を否認す 
る0 


かれら(マッカの多神教徒)は、地上を旅してか 
れら以前の者の最後が如何であったかを、観察し 
ないのか。かれら（昔の人）は、かれらよりも力にお 
いて優れ、地を掘り起こし（て耕作し）、またかれら 
よりも栄えていた。そして使徒たちは明証を持って 
かれらのところに来た。アッラーがかれらを損った 
のではない。かれらが自ら自分を損ったのである」 
(ビザンチン章、第 3 0章、第 8 〜 9 節） 


いくつかの節の後では、 アツラーの唯一 
性、無限の御力、そして偉大さの根拠をいくつ 
も並べ、次のように語られています。 



「かれは、死から生を齎し、また生から死を齎 
され、また枯れ果てた大地を甦らせる。これと同じ 
ようにあなたがたも引き出される。 
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かれが、泥からあなたを創られたのは、かれの 
印の 一つで ある。見るがいい。やがてあなたがた人 
間は(繁殖して地上に)散らばった。 

またかれがあなたがた自身から、あなたがた 
のために配偶を創られたのは、かれの印の 一つで 
ある。あなたがたはかの女らによって安らぎを得る 
よう（取り計らわれ)、あなたがたの間に愛と情けの 
念を植え付けられる。本当にその中には、考え深い 
者への印がある。 

またかれが、諸天と大地を創造なされ、あなた 
がたの言語と、肌色を様々異なったものとされてい 
るのは、かれの印の 一つで ある。本当にその中に 
は、知識ある者への印がある。 

またかれが、あなたがたを夜も昼も眠れるよう 
にし、またかれに恩恵を求めることが出来るのも、 
かれの印の 一つで ある。本当にその中には、聞く者 
への印がある。 

またかれが、恐れと希望の稲光をあなたがた 
に示しなされ、天から雨を降らせて、死んだ後の大 
地を甦らせられるのは、かれの印の 一つで ある。本 
当にその中には、思慮ある者への印がある。 


またかれが、御意志によって、天と地を打ち建 
てられたのは、かれの印の 一つで ある。そこで、（一 
声）あなたがたに呼び掛けられると、見るがいい。 
たちまち大地からあなたがたは（引き）出される。 
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天と地にある凡てのものは、かれに属する。 
万有は、真心込めてかれに服従する」（ビザンチン 
章、第27章、第19一26節） 

アツラーのお言葉について考えない者 

アツラーは、純粋なしもべを定義し、次の 
ように語られています。 

「また話題が主の印に及べば聾哑者か盲人 
であるかのように、戯らに知らないふりをしない 

者」（識別章第第 2 5章、 73 節） 

信者は、自らにクルアーンが読まれた時、 
あるいはクルアーンの言葉によって忠告を受け 
た時に、すぐにそれに集中し、全身を耳にして 
それを聞き、それについて考え、従います。 

別の章句では次のように語られています。 

「信者は、アツラーのことに話が進んだ時、胸 
が（畏敬の念で）戦く者たちで、かれらに印が読誦 
されるのを聞いて信心を深め、主に信頼する者た 

ち」（戦利品章、第 8 章、第 2 節） 

逆に、ク ルアー ンの精神性から何かを得る 
ことのない者、示唆、神秘、象徴を理解しない 
者、その謎に至ることがないもの、命令や忠言 
に従わない者は、大きな損失の中にあるので 
す0 



アツラーは 次のように語られています。 
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「また地上で正義を無視し、高慢である者に 
就いては、われが啓示から背き去らせるであろう。 
それでもかれらは、凡の印を見てもこれを信じな 
い。また公正な道を見ても、それを（自分の)道とし 
ない。そして邪悪な道を見れば、それこそ(真の)道 
であるとしている。これはかれらがわが印を拒否し 
て、それを軽視しているためである。」（高壁章、第 
7章、第146節） 


自らをひとかどの者と見なし、他の人々よ 
りも優れていると考えるうぬぼれた人々は、ク 
ルアー ンの章句の意味を考えることができず、 
またそこから教訓を得ることもできません。な 
ぜならアツラ'—は、迫害者の心に、クルア'ーン 
の英知を理解し、その崇高さの顕現に至る力を 
与えられないからです。彼らを、この偉大な神 
の恵みを得られない状態とされているのです。 
なぜなら神の神秘の英知の宝庫であるク ルアー 
ンが、このようなかたくなな心の沼にあること 
は、ふさわしくないからです。それはただ、篤 
信を備えたしもべの心に影響を与え、彼らに道 
を示す光となるのです。 


篤信を備えていない不注意な人々のつらい 
状態は、ク ルアー ンを正しく熟考しないこと、 
結果として我欲の粗雑さに捕えられてしまうこ 
とによります。ク ルアー ンについて良心を持っ 
て考え、それに従っていれば、神の命令に対し 
無関心であったり、反発したり、混乱したりす 






万物、人間及びクルアーンにおける熟考 


ることはなかったでしょう。逆に、真実を認 
め、良い徳を持ち、神の神秘や英知から教訓を 
得ていたでしょう。結果として、彼ら自身に永 
遠の安らぎと幸福の道が開かれていたでしよ 
ぅ〇 


ここまで述べられてきたことから理解され 
るように、一人の信者が熟考から遠ざかり、_ 
命という資本を無駄にすることはあり得ないの 
です。なぜなら、時間の価値を知ることができ 
ずに誤った場所でそれを無駄にすることを警告 
する為にアツラーは、 

「時間にかけて（誓う）。本当に人間は、喪失 
の中にいる。信仰して善行に勤しみ、互いに真理を 
勧めあい、また忍耐を勧めあう者たちの外は」（時 
間章、第103章、第 1-3 節）と仰せられているからで 
す。 



この為、篤信を持つ信者のまなざしは教 
訓、沈黙は熟考であるべきなのです。特にクル 
アーン の言葉における神の真実を熟考し、そこ 
において深みを増し、アツラーへの智に至るベ 
く努力すべきなのです。また信者は、ク ルアー 
ンを、アツラーからしもべたちにもたらされた 
手紙であると認識し、永遠の安らぎの源である 
ク ルアーン に、信仰の愛情と興奮と共に結びつ 
かなくてはならないのです。 
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常にムラーカバの状態であること 

ムラーカバとは、内面世界を点検するこ 
と、管理すること、注意を一定の点に集めるこ 
とと言った意味になります。神秘主義において 
は、「心を、それに害を与える者から守るこ 
と、『アツラーは常に私をご覧になっている。 
私の心を見ておられる』という認識の中にある 
こと」もしくは「恵みを待つこと」と定義され 
ています。つまりムラーカバとは、人が内面世 
界に向かい、_分の状態を常に点検すること、 
そして熟考することです。これによって常に覚 
醒した心で、アツラーに庇護を求める精神のあ 
り方を得ることができます。 


アツラーに到達する最短の道 


心の世界も、目に見える世界と同様に、限 
りのない熟考の舞台です。メヴラーナ師の次の 
物語は、ムラーカバ、内面世界の熟考の重要性 
を素晴らしい形で説いています。 


「ある スーフィ'一が、 喜びを得て熟考を行 
うこと がで きるよう、美しい庭園に行く。庭園 
の色とりどりの装飾を前に、喜ぶ。目を閉じ、 
ムラーカバと熟考を始める。そこにいた不注意 
なある人が、 このスーフィーが 眠っていると思 
う。 この 状態に驚く。 スーフィ ーに、 
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『なぜ眠っているのだ。目を開けなさい、 
ブドウ棚、花が開いた木々、芽吹いた草を見な 
さい。アツラーの慈悲の作品を見て見なさい』 
という。 

ス'—フイ ' 一は次のように応える。 

『不注意な者よ。よく知っておきなさい。 
アツ ラーの 慈悲の最大の作品は心である。それ 
以外のものは、この大きな作品の陰のようなも 
のである。木々の間に川が流れている。その澄 
み切った水に、両側の木々が映っている。水の 
中に反映され、見えるものは、想像上の庭園で 
ある。本物の庭園は心にある。なぜなら心は、 
神の展示場であるからである。その優美で繊細 
な反映が、水や泥でできているこの世界であ 
る。もしこの世界のものが、心の世界のこの心 
地の良いものの反映ではないのなら、アツ ラー 
はこの想像上の世界を「偽りの場」と言われな 
かっただろう。イム ラーン 家章第185節では 

「この世の生活は、偽りの快楽に過ぎない」と 
されているのだ』 



不注意な者、そしてこの世界を天国だと思 
い、『天国とはこれだ』という者は、この川の 
見た目に騙されるものである。真の庭園から、 
つまりアッラーの友から遠い者は、その想像に 
心惹かれ、綴扁される。ある日、この不注意さの 
眠りは終わる。目が開かれ、真実が見える。し 
かし最期の息におけるこの光景に、何の価値が 
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あるだろうか。死ぬ前に死に、その魂がこの庭 
園の真実の芳香を感じていたこの人はなんと幸 
福であろうか」 

ムラーカバとはアツラーに到達し、知識、 
閃き、神秘、英知を得る為の重要な道です。さ 
らに、神秘主義における精神的な発展の道の中 
で、最も価値があり、恵み豊かなものの 一つで 
す。 


ムラーカバを行うことを望む信者は、まず 
心をそれに備えさせます。礼拝をしているかの 
ように座り、頭を膝の方に下げます。この状態 
で、全ての注意を集め、アツラーに向かい、こ 
の精神の状態の中で「アツラーは常に私を見て 
おられる。アツラーは常に私と共におられる。 
私に、私よりも近い」という信条について熟考 
します。その結果として、全てを包む神の光 
が、彼の心にも照らされるようになります。 

ムハンマド•ハーデイミー師はムラーカバを師 
に指示して行うと言う手段でも実行することが 
できるとしています。その結果として、いくつ 
かの神の英知が顕示されています。 


ムラ^ーカバは、アツラ'一をあいする人々の 
観点においては、人をアツラーに近づける、最 
も近い道です。心からアツラーに向かうこと 
は、それ以外の器官を通してアツラーに向かう 
ことよりもより影響があり、より重要です。な 
ぜなら心によって皆、あらゆる瞬間に容易にア 
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ツ ラーに向くことができるからです。しかし、 
加齢や病気と言った状態では、器官による行為 
は困難となるのです。 

英知を見出す人々は、 

「一 呼吸の間、アツラーのやすらぎとムラ 
ーカバと共にあることは、スライマンの富を得 
ることよりもより尊く、より良い」と語ってい 
ます。 

預言者ムハンマドが伝えられたことによる 
なら、何の陰も存在しない最後の審判の日、ア 
ツラーは一部のしもべにアルシュの陰を恵まれ 
ます。この幸運な者の一部は、一人で立ち上が 
り、ひとけのない場所でアツラーを思い起こ 
し、思いが募って涙を流す信者です。 


ムラーカバ 


ムラーカバとは、著名な「ジブリールのハ 
ディース」で描かれているイフサーンの意識を 
体現することです。 


「イフサーンとは、アツラーに対し、アツ 
ラーを見ているかのようにしもべとして仕える 
ことである。あなたがアツラーを見ていなくて 
も、アツラーは必ずあなたを見ておられる」（ム 



スリム、信仰，1，5;ブハーリ 


一、信仰 37) 
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イスラーム及び信仰において完全さに到達 
することは、イフサーンの状態に到達すること 
にかかっています。イフサーンの状態で生きる 
為には、アツラーが私たちを いつでも 見ておら 
れることを認識し、私たち g 身を常にムラーカ 
バ、精神的に点検すること、これによって私た 
ちの状態をただすことが必要となるのです。 

さらに、アツラーが私たちに、私たちより 
も近い問い真実を心で常に認識しておくことが 
必要です。 

心にこの感情が生じれば、しもべは信仰か 
らイフラースに到達したことを意味します。そ 
の人はもはや、全ての誠実な行為を豊かで精神 
性に富んだ心と共に実行し、ク ルアー ン、万 
物、人間について熟考することの精神的な喜び 
であふれます。 

神秘主義者は、クルアーンの全てを熟考の 
うちの読む為に、まず一部の章句について熟考 
の訓練を行います。その為に、人の心に最も影 
響を与え、アツラーと共にあると言う感情やア 
ツラーへの愛情を植え付ける章句が選ばれま 
す。この章句において深みを増し、熟考を行う 
ことを、ナクシベンデイ派では「ムラ ー カバ」 

と名付けています。 


ムラーカバには4つの段階があります。 
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1. 「アハディーヤ」（アツラーの唯一性)につ 
いてのムラーカバ 


このムラーカバでは、「純正章」について 
熟考が行われます。全ての完成された特性を備 
え、あらゆる不足から清められているお方、ア 
ツ ラーの 美名に ついて 熟考を行います。そして 
この段階から、心の細やかな部分に豊かさが流 
れ てく ると考えられます。 

ムラーカバが行われる章句の意味は、類推 
やその側面によることなく、想像が行われま 
す。ただアツラーがこれらの特性を備えている 
ことについて考えられます。この想像が弱まる 
と、章句が再び読まれます。そして再び、熟考 
を行います。それを続けることで、信者のイフ 
サーンの感情が増し、アツラーについての智か 
ら、何かを得るようになっていくのです。 

純正章では私たちに、本質として次のこと 
を思い起こさせます。 アツ ラーは唯一であり、 
比類される者は存在しない、ということです。 
唯一である、ということは アツ ラーに特有なの 
です。 



この世界では アツラーの 主性の顕現はあり 
ません。アツラーには「ムハーラフアトウン 
リル•ハワーデ イス」 という特性があり、後で 
創造された何ものにも似ておられないのです。 
この全宇宙に、考え付く限りの何があろうと、 
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アツ ラーはそれよりも崇高であられます。 アツ 
ラーは完全なるお方です。つまり、私たちが知 
っているよりもずっと崇高であられ、人間がそ 
の理性で把握することができないほど、完成さ 
れたお方です。類似するもの、もしくは相反す 
る者が存在しない為、その主性を理解すること 
は不可能なのです。 

アツラーは「サマド」であられます。何 
も、必要とはされておらず、皆、そしてあら 
ゆるものはそのお方を必要としています。万物 
における全ての力は、アツラーに属するもので 
す。人間は、アツラーの御力や崇高さを熟考し 
て、自らの無力さを理解し、全身全霊でアツラ 
一に服従すべきです。エゴから離れ、無力さを 
認識し、常に「ああ、主よ！」と言うべきで 
す。アツラーの美しい特性を堅持するものとな 
るよう努力すべきなのです。 


アハディーヤ、つまり唯一 ; 性は、分けられ 
ること、数で分けたり、部分に分けたりするこ 
と、そして共同である存在を認めません。従つ 
て崇高なるアツラーは生むことも生まれること 
もなく、何もそのお方とは釣り合わないので 
す。つまりアツラーは、キリスト教徒が主張す 
るように父、母、もしくは息子では決してない 
のです。なぜなら、タウヒードの信条は、共同 
作業を認めないからです。生む者は分裂し、分 
裂する者は無となります、そしてそれが生んだ 
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者も、結局は同じ状態に陥ります。生むことは 
特に、永遠に存在することができないはかない 
者の行為であり、世代の継続の為のニーズなの 
です。このようなニーズは、全ての完全性がそ 
こにまとめられたアハド、サマド、そしてワー 
ジブル.ウジュード、つまりその存在が必須で 
あるお方アッラ^一に関して、一つの不足、欠点 
となっていたでしよう。しかしアツラーは、あ 
らゆる不足や欠点から遠ざかったお方なので 
す0 


つまり、熟考や考察の中心である心は、ア 
ッ ラーの 御力の作品やアッ ラーの 崇高さ の 顕示 
を、 その 奥底から感じ、常に感謝している状態 
であるべきなのです。 


2•共にあることのムラーカバ 


この段階では、「あなたがたが何処にいよう 
とも、かれはあなたがたと共にあられる」（鉄章、 
第57章、第4節）の意味の深みにおいて熟考が行わ 
れます。しもべは、誰と共にあるべきかを認識 
します。この状態は、心においてある意識とな 
ります。 



人間はどのような形であれ、アツラーの知 
識の統治の外に出ることはできません。地の 
底、天の深み、どこにいたとしても、アツラー 
の知識の外に出ることは不可能です。心臓が撃 
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つこと、呼吸すること、見ること、聞くこと、 
その他の器官が規律正しく働くことは、アッラ 
一が常にしもべたちと共にいることを証明して 
います。実際、寿命が来た時にはアッラーはこ 
れらの可能性を取り上げられ、その人は死亡す 
るのです。 

アツラーは 次のように語られています。 


「あなたは、天地にある凡てのものをアツラー 
が知っておられることを知らないのか。3人で秘密 
の相談をしてもかれは4人目に常におり、5人の 
時もかれらの6人目に常におられる。それより少な 
くてもまた多くても、かれらが何処にいようとも、か 
れはかれらと共におられるそれで審判の日には、か 
れはかれらの行ったことを、かれらに告げられる。 
本当にアツラーは凡てのことを熟知なされる」 （抗 
弁する女章、第58章、第7節） 


人に最も近い親友は、アッラーです。その 
知識、あるいはその御力により、直接もしくは 


天使たちを活用され、あらゆる点において人間 


に、最も近い親戚よりも近くおられます。親戚 
はただその人の外見の状態を知ることができま 
す。あらゆる点で彼にとって役に立つ存在では 
いられないように、多くの苦痛も取り除くこと 
はできません。アッラーはあらゆる状態をご存 
じであり、望まれることを行われます。特に、 
死の瞬間には。そう、その時には人にとってア 
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ツラー 以上に近い存在はありません。ク ルアー 
ンでは次のように語られています。 

「それならあなたがたは、（臨終の人の魂が） 
喉もとを塞ぐ時、（座って只)見守るばかりなのか。 
われはあなたがたよりもかれに近いのである。だが 
あなたがたには見えはしない。」（出来事章、第56 
章、第 83 — 85 節) 

アツラーは、あらゆる瞬間にご自身がそば 
におられることを忘れ、その意識を持つことが 
できないしもべに、次のように警告をされてい 
ます。 


「かれらは人に(その罪を)隠せるが、アツラー 
に隠しだてすることは出来ない。夜中にかれの御喜 
びになられないことを、策謀する時でも、かれはか 
れらと共においでになられる。誠にアツラーは、か 
れらの行う一切のことを御存知であられる」（婦人 
章、第 4 章、第 108 節） 

アツラーが常に自分と共におられること、 
行うことを見ておられることを認識しているし 
もべは、罪から遠ざかり、行動にも注意を払い 
ます。 


3. 近さのムラーカバ 



この段階では、「われは（人間の）頸動脈よ 
りも人間に近いのである」 （カーフ章第 I 6 節） とい 
う章句について熟考を行います。アッラーは私 
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たちに、私たちよりもなお近いのです。私たち 
の考え、意志、感情をご存じです。 

語られた言葉をそのまま記録する任務を負 
った天使たちすら気づかない、秘められた形で 
人の心に生じた考えや判断の全てを、アツラー 
はご存じです。なぜなら全てのものと同様、考 
えを創造されるのもアツラーであるからです。 59 
創造主が知らないと言うことがあり得るでしよ 
うか。 

この真実をそれにふさわしい形で熟考する 
人々が震えないこと、自らを点検しないことは 
あり得ないでしよう。もし人が、この章句の意 
味だけでも頭や心で生かすことができれば、ア 
ツラーが望まれないたった 一つの 言葉を話すこ 
とすら、さらにはアツラーが認められないたっ 
た 一つの 考えを抱くことすら、実行する勇気は 


59アツ ラーは良いこと、悪いこと双方の発生において、「 
創造するお方」という特性で願されます。つまりしもべ 
が災いとなることを行うことを望んだ時、アツラーが望 
めば、「創造されるお方」という特性を示され、その欲 
求の実現を許されます。また望まれれば、しもべに慈悲 
をかけられ、その実現を許されません。この状態は、良 
い行いにおいても同様です。つまりしもべが良いことを 
行うことを望んだ時、アツラーが望まれれば「創造され 
るお方」という特性を示され、そのことの実現を恵まれ 
ます。望まれれば、その実現を許されません。この状況 
でしもべは、良い意志の為に同じだけの報償を得ます。 
つまり、良いことも悪いことも創造されるのはアツラー 
であり、しかしそのご満悦は常に良いことにあるので 
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持てないでしょう。人があらゆる瞬間に篤信に 
基づいてい生きること、常に審判を受けると言 
う不安によって覚醒している為には、このたっ 
た 一つの 章句で十分なのです。 

戦利品章ではアツラーが人と心の間に入ら 
れること、 60 望まれればその人の願いや考えを 
方向づけられることが伝えられています。アツ 
ラーは人に、その心臓よりも近く、また心臓に 
もその持ち主よりも近く、またそれを支配され 
ておられます。その力は、人と他人の間に限ら 
ず、人とその心臓の間に入られるほどのものな 
のです。人を一瞬にして、その心にある野望か 
ら遠ざけられます。忍耐力や意志を破壊され、 
反対方向に向けられます。考えや喜びを変化さ 
せられます。この為アツラーが人と心臓の間に 
覆いをひかれ、死へと招かれた時には、アツラ 
一に従わないこと、命令に逆らうことは不可能 
なのです。従って人は、一つの呼吸の後に自分 
に何が起こるかすら知ることができないので 
す0 


アブ 1 —•ム 1 ーサ'一•アル-アシャ ■ ーリ^一は次の 
ように語っています。 

「私たちはある旅でァッラーの使徒と共に 
いた。丘に登ると私たちは、『ァッラーは偉大 
なり、アッラーの他に神はなし』と大声で夕 



60参照：戦利品章、第8章、第24節 
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ク ビールを 行った。それに対し アツラーの 使徒 
は、 


『ムスリムたちよ！自らを困難に陥れない 
でください。なぜならあなた方は、耳が聞こえ 
ない者、ここにいない誰かに声をかけているの 
ではない。アツラーは常にあなた方と共におら 
れ、聞いておられ、あなた方にあなた方よりも 
なお近いのだ』と言われました。 （ブハーリー、ジ 
ハード、131、ムスリム、 ズイ クル、 44) 

これに類似する多くの章句はハディースか 
ら理解されることは、アツラーはしもべに近し 
くおられると同様に、しもべがご自身に近づく 
ことをも望んでおられます。この為に「一途に 
サジダして（主に）近付け」 61 (凝血章、第96章、第19 
節）と命じておられるのです。 

近さという段階において、心の中に浮かん 
だことすら アツ ラーによって知られていること 
を認識した人は、ただ誤ったことだけでなく、 
悪い感情、考えからも遠ざかろうとします。そ 
の意志を正しい方向性で保とうと努力します。 

この熟考の結果人には、アツラーに対し深 
い親しみ、愛情が生まれます。 


61参照：凝血章、第96章，第19節 
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4. 愛情のムラーカバ 


このムラーカバでは、「やがてアツラーは、 
民を愛でられ、かれらも主を敬愛する」（食卓章、 
第5章、第54節）という章句の熟考が行われます。 
この熟考の結果、人の心にあるアツラーへの愛 
が強まります。もはやしもべは、アツラーの 
全ての被造物を、その創造主ゆえに愛情を込め 
て見るようになります。門のところにいる猫、 
犬、さらには緑の枝すら、愛情を込めて見るよ 
うになります。咲いた花を見ると「主よ、何と 
素晴らしく与えられているのでしよう。この花 
をもあなたが与えられたのです」と言います。 
常に賛美と感謝を行っている状態です。誰も傷 
つけることはありません。自らを傷つける人が 
いても、皆を許します。なぜなら私たちも、ア 
ツラーに対して罪を犯しているからです。自分 
たちになされた罪を許さないのであれば、諸世 
界の主に対する私たちの罪について、どうやっ 
て許しを乞うことができるでしようか。 

許しながら、アツ ラーの 許しにふさわしい 
状態になっていくことは、完成された信者にと 
つて不可欠の信仰の次元なのです。 



真の勝利とは、人が自らを苦しめる相手 
を、心の中にわずかな怒りすら感じることなく 
許すことができることです。 
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また一方で、アツラーゆえに許すことはア 
ツラーへの愛情の最大の顕現の一つです。この 
主の顕現を示すことができなければ、アツラー 
への愛情、という主張もただの言葉上のものと 
なります。 

ムラーカバの際には、全ての信者は自らの 
認識、能力、そして誠実さに応じて、クルアー 
ンの章句に ついて 熟考し、そこから恵みを得ま 
す。次第に、全てのクルアーンを熟考と共に読 
める段階に至れるよう、努力するのです。 

これらのムラーカバの結果、しもべは内面 
世界をアツラーに向け、その心をアツラー以外 
のものの為に忙しくすることもなくなります。 
アツラーの命令を何よりも優先します。その舌 
をアツラーへのズィクルで忙しくします。 

誠実なしもべは、おもちやに夢中になって 
いる子供に似ています。子供は寝る時にもおも 
ちやへの愛情のうちに寝ます。起きる時にはそ 
れを探しながら置きます。人が死ぬこと、そし 
て墓から起き上がって集合の場に行くことも、 
ちようどこのようになるのです。人は、何を心 
配しながら夜眠っているのか、注意すべきで 
す。もし、信者の暮らしにおける全ての考えが 
アツ ラーで あれば、死も、復活もアツ ラーと 共 
に、そのご満悦と共にあるでしよう。 


ハディースでは次のように語られていま 



す0 
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「人々は審判の日、死んだ時の状態で復活 
させられる」 （ムスリム、天国、 83 ) 

「あなた方がどのように生きたのであれ、 
そのように死ぬ。どのように死ぬのであれ、そ 
のように 復活す る」 （ムナーウィー、ファイズル•力 
ディル V ， 663) 

人の全ての努力と希望がア ツ ラーから離れ 
たものであれば、死も復活もその道で起こりま 
す。審判の日、自らに援助者を見つけることが 
できません。 

ムラーカバの状態を完全に得る為に、ズィ 
クルと熟考で慣らしを行うことが必要です。実 
際、預言者ムハンマドも、 

dUUj oJl>j 

+ 〆 + 〆 〆 

「アツラーに 注意を払いなさい、そのお方 
を自分の目の前に見出すだろう」と言われてい 
ます。 

ムラーカバ、熟考、ズィクルを完全な意味 
で生かすことができるように、その作法や条件 
を尊重することが必要です。空腹、怒り、眠気 
など苦痛のある状態によつて心がそれに煩わさ 
れている時間ではなく、逆に安らいだ瞬間を選 
ぶことは、この作法の一つです。 











熟考の作法 


アツラーの友である人々の熟考 


聖アブー•バクルはある日、審判の日、はか 
り、天国、地獄、天使たちが並んでいる様子、 
天と地が折りたたまれ裂け、星たちが光を失い 
落ちること、山々が放り出されることを思い起 
こし、これらについて深い熟考を行っていまし 
た。それから、アツラーへの畏怖と共に、 

「これらの植物のような植物であること、 
動物がやってきて私を食べて無にしてくれるこ 
とをどれほど望むだろう」と言いました。それ 
に対して預言者ムハンマドに、 


「だが主の（審判の座の）前に立つことを畏 
れてきた者のためには、2つの楽園があろう」 （ 
慈悲あまねく御方章、第55章、第46節）と！/、う章句が 
く だされました。 ( Stiyuti , Lubabu ' n - Nukul , II ,146; Alusi , 
XXVII , 117) 


またアブー•バクルは良く晴れた澄み渡った 
天気の日に、外に出ました。天を見て、アッラ 
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一がしもべの為に多くの美と共に創造された自 
然を眺めていました。その時、木の枝にとまっ 
て美しい声でさえずる鳥を見ました。急に悲し 
くなり、元気がなくなりました。鳥を羨望のま 
なざしで見つけ、こう呼びかけました。 

「あなたは何と幸せなことか、鳥よ！誓っ 
て言うが、私もあなたのようになりたかった。 
木にとまって、果実を食べて、それから飛び去 
って行く。審判を受けることもないし、罰を受 
けることもない。誓って言うが、 アツラーの 御 
前で審判を受ける人間であるよりは、道端の木 
になることを、ラクダが来て私を口に入れ、つ 
ぶすことを、食べて飲み込むことをどれほど望 

んでいることか」 （イブニ•アビー•シャイバ、ムサン 
ナフ， VIII ，144) 

聖アリーは次のように語っています。 

「イス ラーム 法に基づかず、細やかな概念 
から遠いところで行われるイバーダ、深い篤信 
を伴わない法によって熟考されずに行われるク 
ルアーンの読誦には価値はない」 （ァブー.ヌァイ 
ム、ヒルヤ、 1.77) 

次の表現も、聖アリーの英知に満ちた言葉 
です。 


1) 集中して行われていない礼拝 


2) 空疎な言葉や行為から遠ざかっていない 
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3) 熟考なしでのクルアーンの読誦 

4) 深い篤信のない知識 


5) 気前の良さを伴わない財産 


6) 擁護のされない兄弟愛 

7) 永遠ではない恵み 


8) イフラースを伴わないドウアーには、価 
値はない」 


また聖アリーは、全てを教訓のまなざしで 
見て、長い間熟考を行っていました。アッラー 
の畏怖により、孤児のように泣き、病気の人の 
ように震えていました。イバーダをとても愛 
し、我欲の鍛錬の為の禁欲を続けました。少な 
い量のものを食べること、多くの善行を行うこ 
とを好みました。イスラームを何よりも尊いも 
のとしていました。彼は次のように語っていま 
す0 


「善の全ては次の四つのものにある。話す 
こと、黙ること、まなざし、そして行為である。ア 
ッ ラーの ズィ クルの 範疇にない会話は全て空 
疎である。熟考から遠い沈黙は、過ちである。教 
訓を伴わないまなざしは不注意である。アッラ 
一へのしもべとしての奉仕に導かない行動は愚 
かなものである。その話し方がズィ クル や善で 
あり、沈黙が熟考であり、まなざしが教訓であ 
り、行動がしもべとしての服従である人に、ア 
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ッラーが慈悲をかけられますように人々はこの 
ような人々の手や舌により、救われる」 62 

サ ハーバの イブニ•マスードは クルアー ンと 
共にある人について次のように語っています。 

「人々が互いに話し合っている時に、クル 
アーンを暗唱したハーフィズはその沈黙によっ 
て認識されるべきである。クルアーンを暗唱し 
た者の涙は特別な美しさを持つ。ハーフィズで 
ある人が真剣であること、熟考や沈黙の中にあ 
り、崇高な人格や性格を示すことが必要であ 

る」 （アブー•ヌアイム、ヒルヤ、1，130) 

ウンム.ダルダには、 

「アブドゥ • ダルダ師が最も大切にしている 
ィバーダは何であったか」と質問された時、次 
のように答えています。 

「熟考し、その結果教訓を得ることでし 
た」 （ Veki，bin Cerrah , Ztihd , 474) 

サハーバを目にした世代の有力者であるア 
ーミル•ビン•アブデイカイスは次のように語って 
います。 


「預言者ムハンマドの友のうち、一人では 
なく、二人三人でもなく、多くの人から聞いた 
が、彼らはこう言っていた。 



Ebu Nasr Serrac Tusi , el-Luma VlsLam lasavvufu , 
訳： H . Kamil Yilmaz , Istanbul 1996, p .137-140. 


トルコ語 
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『信仰が輝くこと、もしくは信仰の光が強まる 
ことは、熟考によって可能となる』」 （ ibn-i Kesir , I , 
448, Stiyuti , ed - Durrii ^- Mensur , II , 409 [イムラーン家章、第 

3章、第190節]) 

レビー•ビン•ハイサム師に 

「あなた以上に尊い人を私たちに教えてく 
ださい」と質問された時、彼は次のように応え 
ています。 

「そう、誰であれ、その話すことがズイク 
ルであり、沈黙が熟考であり、まなざしが教訓 
であるなら、その人は私よりもなお尊い」 ( Ibn-i 
Hanbel , Ztihd , s . 334; Ebu Nuaym , Hilye , II ,106) 

アブー•スライマン•ダーラーニーは次のよう 
に語っています。 

「目を鳴くことに、心を熟考に慣れさせな 

さい」 


「この世界に従うことは、人と来世の間の 
覆いであると同様、聖人である人にとってもつ 
らい損失である。来世について館あげること 
は、人において英知の光が生じる要因となり、 
その心が再生される」 （イマーム•ガザーリー、イフ 
ヤー、 VI ， 45) 


ユスフ•ヘメダーニ師は次のように語ってい 
ます。 
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「人に信仰上の熟考が生じれば、誠実な行 
為もその後からついてくる。この二つ、つまり 
行為と熟考を一つにまとめることが何によって 
可能となるのであれ、そのようにしてこれらを 
一体化させることが必要である」 63 

フダイ•ビン•イヤーズは次のように語ってい 
ます。 

「熟考は神の崇高さと統治の鏡という位階 
にある。あなたに善と災いを明らかに示す」 （ 

イマーム•ガツザーリ、イフヤー、 VI ， 44) 

ムハンマド•ビン•アブドウ ラーは 次のように 
語っています。 

「熟考には5種類ある。 

アツラーの章句についての熟考であり、そ 
こからアツラーへの智が生じる。 

アツラーの恵みについての熟考であり、そ 
こからアツラーへの愛情が生じる。 

アツラーの約束とサワーブについての熟考 
であり、そこから希望が生じる。 

アツラーの威嚇と懲罰についての熟考であ 
り、そこから畏怖が生じる。 



Yusuf Hemeaam , Rutoetii 1 - Hayat , trc . Necdet Tosun , istanoul , 

2002, p . 60. 
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アツラーの恵みに対する我欲の暴挙につい 
ての熟考であり、そこから恥じらいと後悔が生 
じる」 

英知を持つ人も、次のように語っていま 
す。 

「全ての尊いこと、良いことを一か所に集 
めるものは、長い時間熟考を行うことである。 
沈黙は救いであり、誤った信条への逸脱は悲し 
みと苦い後悔である。誰であれ、来世について 
不注意であり、自我の欲望に従っていれば、最 
後の審判の日に自らに『残念なことだ！』とい 
うことになるだろう、そして無となって消える 
ことを強く望むだろう」 ( Beyhaki , § uab , VII , 417/10812; 
IV , 272/5070) 


熟考の小川は、豊かな土壌を流れるべきで 
ある 


アッラーは全てのしもべに熟考する力を与 
えられました。全ての人の心には、音をたてて 
流れる熟考の小川が存在します。この小川は決 
して止まることなく、常に流れています。方向 
づけがなされず放っておかれると、どこに流れ 
て行ってしまうかわからないのです。正しい場 
所、誤った場所、あらゆる場所を通ってしまい 
ます。時には乾いた砂漠で亡くなってしまいま 
す。言い換えれば、洪水に巻き込まれた切り株 
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のように未知の結末に向かって流されていきま 
す。 


真の成熟とは、熟考の小川を豊かな土地の 
方向づけ、豊かな作物を実らせることです。 

アツラーは 熟考や考察の恵みを、 アツラー 
のご満悦の方向で使わないしもべたちを次のよ 
うに警告されています。 

「本当にアツラーの御許で最悪の罪人とは、 
(事理を)理解しない聞かない物言わない者であ 
る」 （戦利品章、第 8 章、第 22 節） 

「われは地獄のために、ジンと人間の多くを創 
った。かれらは心を持つがそれで悟らず、目はある 
がそれで見ず、また耳はあるがそれで聞かない。 
かれらは家畜のようである。いやそれよりも迷って 
いる。かれらは（警告を)軽視する者である」（高壁 
章、第7章、第179節） 

心は、鏡のようです。不注意や教えへの否 
定により、それは暗く、汚れます。それを輝か 
せるものは、まずアツラーを受け入れ、それか 
らアツラーへの愛情へと向かうことです。人 
は、最も簡単なものから「なぜこの世界に来た 
のか。誰の領土で暮らしているのか。糧を与え 
られるのは誰なのか。この旅はどこに向かうの 
か」といった問いの答えを考えるべきです。こ 
の真実から遠ざかり、我欲に従った生き方にふ 
_けり、その心をアツラーを知ること、存在の根 
- 





熟考の作法 


拠を考えることで忙しくしない人は、ひどい結 
末への旅人となったということなのです。 

この種の人は、真実を明白な言葉で示すア 
ッ ラーの 恵みを、見て見ぬふりをして、それに 
ついて考えることもありません。従って、不注 
意さや逸脱の象徴である「動物」に例えられる 
のです。なぜならその欲求はただ食べること、 
飲むこと、我欲の欲求に従うことであるからで 
す。 


アツラ'一は次のように語られています。 

「あなたは自分の思惑を、神として（思い込 
む)者を見たのか。あなたはかれらの守護者になる 
つもりなのか。それともかれらの多くは耳を傾け、ま 
たは悟るとでも思っているのか。 かれらは家畜のよ 
うなものに過ぎない。いや、それよりも道から迷っ 

ている 」 (識別 章、 第 25 章、 第 43 — 44 節） 

アツラーの友である人は、次のように語っ 
ています。 

「この世界は、理性を持っ者（考え、教訓 
を得る理性を備えた者）にとて、アツラーの芸 
術に教訓と共に触れる場であり、愚かな者にと 
つては食事と性欲でできている」 


また一方で熟考は、一先にも述べたよう 
に一もろ刃の剣のようです。善の為に奉仕する 
一方で、災いの為に奉仕することもあります。 
我欲の低俗な命令にも従うし、霊的な、崇高な 
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者たちの命令にも従います。アッフ^一は熟考の 
能力を悪い道で用いるしもべたちを次のように 
威嚇されています。 

「アッラーの許しがなければ、誰も信仰に入る 
ことは出来ないのである。また悟らない者には、か 
れは退廃を起こさせる」 （ューヌス章、第 10 章、第 100 
節） 


人にうつる最も大きな汚れは、教えの否定 
という病です。精神や心をアッラーの、万物に 
関する言葉であるクルアーンの章句で忙しくし 
ない者、それらについて考えない、知性を働か 
せない者は、この汚れから救われないのです。 

信仰の光によって育まれ、啓示の導きにお 
いて用いられる知性は、タウヒードやアッラー 
を知る為の道を見出しますが、そこから遠ざか 
っている知性は真実や善に到達することができ 
ません。啓示を基準とせず、ただ理性によって 
真実を見出すことができると考える哲学者が最 
も騙されている点もこれなのです。なぜなら彼 
らは、信仰から遠い知性によっても真実や善に 
到達できると考えているからです。 



また一方で、熟考と言う恵みを正しく用い 
る為に、理性と心を何の意味もないもので忙し 
くしないことも必要です。 事実、 ク ルアー ンで 
は次のように語られています。 
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「虚しい（凡ての）ことを避け」（信者たち章、 
第23章、第3節） 

「嘘の証言をしない者、また無駄話をしてい 
る側を通る時も自重して通り過ぎる者」（識別章、 
第25章、第72節） 

ハデイースでは、 


「不要なことを放棄することは、人が良い 
ムスリムで ある 故で ある」 （ティルミズィー、ズフ 
ド、11、イブニ•マジャ、フィテン、 12) 

我欲の病の最も効果的な薬は、人が熟考を 
価値のあるものについて行い、自らに関係のな 
いことにかかわることから遠ざかることです。 
何の意味もないことについての熟考は、全ての 
災い、破滅、低俗さの扉となります。価値もな 
いものについて考える者は、役に立つものを逃 
し、自分たちに必要となるものを得ることがで 
きなくなります。 

イブヌルージャズウイは次のように語ってい 
ます。 


「心が、 ムバフ （それを行うことが ハラー 
ムでも善行でもないこと）について考え続ける 
ことは、そこに圧力をもたらします。 ハラーム 
であることを考えて計画することがどのような 
結果をもたらすか、もはやあなた自身で考えて 
みなさい。じや香ですら、水の特性を変え、そ 
れによってウドウーをすることを妨げるのであ 
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れば、犬がなめた水の状態を考えてみなさい。 
そう、だからこそ、ある偉大な人は次のように 
語っているのです。「ムバフを行うことを習慣 
とした人は、出会いの喜びを得ることができな 
い」 ( Bursevi , Ruhu ^- Beyan , [信者たち章、第23章、第51 
節]) 


人は、熟考、考察、想像、イメージの力を 
良い方向に向けなければ、シャイターンは彼の 
考えを災いへと方向づけます。従ってその人 
は、アツラーの慈悲による熟考の恵みを得るこ 
とができません。アツラーが恵みとして与えら 
れた知性と心の能力を活用する代わりに、そこ 
から害を受けるのです。 

だから信者は、ク ルアー ンや スン ナが示す 
方向性において、知性、思想を常に正しく価値 
があるものの為に用いるべきなのです。 


熟考とズイクルは共にあるべきである 


ユスフ•ヘメダーニは次のように語ってい 
ます。 


「心とズィクルは、木と水のようである。 
心と熟考も、木と果実のようである。木に水を 
与えずに芽吹くのを待つこと、葉や花をつける 
のを待たずに果実を期待することは誤りとなり 
ます。望んだとしても、果実をつけることはで 



きないのです。なぜならそれは果実の時では 
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なく木が育ち、形成されていく時であるからで 
す。それに水を与えること、雑草や余計なもの 
を取り除くこと、それから太陽の熱を待つこと 
が必要です。これらが実現すれば、木は生き生 
きと活気づき、緑の葉で飾られるのです。木は 
この特徴に包まれた後、その枝から果実を求め 
ることが、正しいのです。もはや果実の時であ 
るからです。 （ RutbetiTl - HaySt , p . 71) 

ハサン•バスリー師は次のように語っていま 
す 0 


「知性を備えた人は自らを、ズィクルを伴 
う熟考、そして熟考を伴うズィクルに慣れさせ 
続けます。結果として、その心に語らせます。 
その後はもはや、彼らの心は常に英知によって 
話し始めます」 （イマーム•ガザ ー リー、イフヤー、 VI ， 
46) 


つまり、ズィクルと熟考は互いに分けるベ 
きではないのです。ズィクルにおいて最も重要 
な点は、それを意識や、意味の熟考と共に行う 
ことです。偉大な聖人の一人ムハンマド•パルサ 
一師の表現によるなら、タウヒードのズィクル 
で「ラー•イラー ハ」 （他の神はなし）という 
時、全ての被造物がはかないものであることを 
考え、全てが無であるとみなし、アツラー以外 
の全てを意識から遠ざけ、その考えを清めるこ 
とが必要なのです。心は、アツラー以外の何の 
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しもべにもならないという意識、認識によって 
満たされるべきなのです。 

「イツラツラー」（ただ、アツラーが存在 
する）という時には、アツラーの不滅のそんざ 
いがえいえんであること、愛を持って向かうベ 
き唯一の存在である ことを 考えるべきです。 こ 
の形で、アツラーの美しい特性が、その心に顕 
れるのです。 

バハウ ツ デイン•ナクシユベンドは次のように 
語っています。 

「ズイクルを行う意図は、ただ『アツラ 
一』と、『ラーイラーハイツラツラー』と 
いうことではない。おそらくその要因から、真 
の要因（アツラー）に向かうこと、恵みがその 
真の要因からもたらされていることを見ること 
である」 

つまり、ズイクルの真実は、不注意さの場 
から、目撃という次元に上昇することなので 
す。 

メヴラーナは次のように語っています。 



「唯一であり、並ぶ者、比類する者がない 
アツラーは、『アツラーをズイ クルし 
なさい』と私たちに許可を与えられた。私たち 
を火の中で見出され、光を与えられた。感じな 
い、熟考しない、ただ口と舌で行われたズイク 
ルは、不十分な空想である、立派に、つまり心 
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から、驚嘆しつつ行われるズィクルは、言葉や 
单旨吾から清められたものである。（メスネヴィ C . 
2, beyit ： 1709， 1712) 

アツラーの美名と特性を熟考によってズィ 
クルする人においては、次第にアツラーへの愛 
情が強まります。なぜならアツラーをズィクル 
することは、「アツラー」という言葉をただ言 
葉として繰り返すことではなく、その愛情を、 
認識の場である心に定着させることなのです。 


ズィクルと熟考のおかげで、人々はまずア 
ッラーへの愛情に到達し、そしてその愛情のお 
かげでマーリフエトウッラー、すなわちアッラ 
一の美名と特性をよりよく知り始めます。その 
結果、アッラーも彼を愛され、友とされます。 
ある聖ハディースでアツラーは 


「しもべたちのうち私の友である者、そし 
て創造した者のうち私が愛する者は、私をズィ 
クルするものであり、そのズィクルに対して私 
も彼らのことを思う」と仰せられているので 
す。 （アフ マド、111， 430) 


ズィクルは舌、体、そして心の三つの場所 
において行われます。舌のズィクルはアツラー 
の美名と特性と共にアツラーを賛美すること、 
感謝すること、讃えること、その書物を読むこ 
と、そしてアツラーにドウ アー することです。 
体のズィクルは、それぞれの器官が何を命じら 
れているのであれ、それを行い、禁じられてい 






万物、人間及びクルアーンにおける熟考 


るものを避けることです。心のズイクルについ 
て、エルマルル•ハムデイ師は次のように説いて 
います。 

「心によるズイクルは、 アツラーを 心から 
念じることであり、主に3つに分けられる。 

1. アツラーの主性や特性を根拠づける証拠 
について考えること、そのお方の所有されるも 
のについて、心にもたらされる疑念に応えを見 
つけることである。 

2. アツラーの、私たちに対する権利と、し 
もべとしての私たちの義務を熟考することであ 
る。つまり、アツラーの命令や禁止事項、それ 
らの根拠や英知を考えることである。（なぜな 
ら人は、その提案の本質や神の命令に従うこと 
の結果を知ると、誠実な行いをより尊重するか 
らである） 

3. 内面世界や外部の被造物、そこにある創 
造の神秘を熟考し、全ての微粒子が万物の鏡で 
あることを認識することである。この鏡をある 
べき形で見る者の目には、その美しく荘厳な世 
界の光が反映される。その認識の中で得られる 
喜びのほんの一つの閃きすら、この世界ほどの 
価値がある。 



ズィクルのこの段階に、終わりはない。こ 
の点で、人は我を、そして世界を忘れている。 
全ての意識は、アッラーの中に失われる。さら 
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に、 ズィクルやそれを行う人の 名も、 しるしも 
何も残らない。ただ、ズィクルがなされている 
アツラーの みがそこに感じられる。この位階に 
ついて語る者は多いが、そこに到達した者は、 
もはや語ったりはしない」 

つまり、全ての被造物は、人の意識や認識 
に力の手によって向けられた、神の顕示の鏡で 
す。この鏡における神秘や英知を見ることがで 
きるかどうかは、心の鏡の透明さにかかってい 
るのです。 


ズィクルと熟考の為の最も恵み豊かな時は 
明け方である 


愛する者は、愛する対象を何度もズィクル 
します。何かについて多くズィクルした者は、 
しばらくすればそれをさらに愛するようになり 
ます。愛情の大きさは、その愛情の為になされ 
た献身に比例するのです。そう、明け方に甘美 
な眠りを放棄し、アッラーに庇護を求めること 
も、真の愛情の最善の顕現の一つです。 


考えるべきことは、明け方には神の慈悲と 
慈悲がまさにあふれんばかりとなるのです。こ 
の神聖な恵みからのイ ンス ビレーシヨ ンで ナイ 
チンゲールは最も美しいメ ロディ ーで さえず 
り、色とりどりのバラは最も美しい香りをその 
時刻に気前よく与えてくれます。人がこの神聖 
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な慈悲の食卓から何も得られないのは、いかに 
悲しいことでしよう。 

1日のうちで最も尊い時刻は、夜の3分の2 
の時間の後に続く、明け方の時間です。この明 
け方の時間は、神経を煩わせるものから遠く、 
心が清められ、純粋となり、静けさが周囲を包 
み、はかない結びつきが弱まる時間です。この 
時間は、神の慈悲が下され、諸世界の主がしも 
ベたちに最も近くおられる時間です。忙しくす 
る物事から遠ざかり、心が完全にアツラーに向 
けられることで、明け方の時間は考える者たち 
にとって教訓を得るのに最も適した時間です。 
熟考の為にも最もふさわしい時間なのです。 

アツラーは 次のように語られています。 

「衣を頭から纏う者（ムハンマド）よ、夜間に （ 
礼拝に)立て、少時を除いて。夜間の半分、またそれ 
よりも少し縮めて（礼拝に立て）、あるいは、それよ 
りも少し多く礼拝に(立て)、そしてゆっくりと慎重な 
調子で、クルアーンを読め。やがてわれは、荘重な 
御言葉(クルアーン)をあなたに下すであろう。本当 

に夜間(礼拝）に起きることは、最も力強レヽ歩みであ 

り、御言葉を一層明確にする。 本当にあなたは、昼 
間は要務で長く追われる」 （衣を纏う者章、第 73 章、 
第 1-7 節） 


明け方の静けさに比べ、日中は注意が散 
り、音や騷音が増す時間です。夜の効果的な時 



間を活用できない人は、日中のせわしなさの中 
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でアツラーに 向かい、 イバー ダを行うことの豊 
かさや精神性に、明け方程は到達することがで 
きません。 

要するに明け方の時間帯は、ィバーダの為 
に用意された選ばれた時であり、日中は奉仕を 
行い、糧を得る為に与えられた素晴らしい恵み 
なのです。つまり信者は、明け方にはただアツ 
ラーと、日中には人々と共にいるべきなので 
す。 

預言者ムハンマドは、夜の最も豊かで恵み 
多い時刻である明け方の時刻に礼拝を行うこ 
と、クルアーンを読むこと、ドウアーや熟考を 
行うことを決して放棄されませんでした。病気 
になり、立ち上がれない程弱られた時ですら、 
明け方の時間を座って活用されました。 64 

預言者 ムハンマドは、 熟考の為に特に夜を 
活用されました。涙の中で、足が腫れるまでク 
ヤームの状態でおられ、何時間もルクウやサジ 
ュダをされました。 

イマーム•ハサン•ビン•ルシャイクは次のよう 
に語っています。 

「明け方の時間に眠りから目覚め、精神的 
な上昇への要因となるような努力を行うことよ 
りもよりよい、熟考の大海の鍵、アッラーの扉 



64参照:. EbuDavud , Tatavvu ’，18. 
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を開くことができる為の鍵はない。なぜなら人 
はその時間、外部のつながりや世俗的な不安、 
欲求から遠ざかっているからである。アツラー 
と共にある時間に入ったのだ。肉体は休み、回 
復し、新たに力をつけている。要するに、空気 
が最もきれいであり、吹く風も最も心地よい時 
間、夜と日中の間の最も適切な時間が、明け方 
の時間である。なぜなら明け方には、光が闇の上 
を覆うからである。夜の状態は、この逆となる。 
闇が、光の上に落ちるのである」（参照： EMGudde , 

Zamamn Kiymeti , p . 86) 

クルアーンでは次のように語られていま 
す。 

「かれらの体が臥床を離れると、畏れと希望と 
を抱いて主に祈り、われが授けたものを施しにさし 

出す」（ァツ • サジダ章、第32章、第16節） 

信者が明け方の時刻に罪を悔悟し、神の懲 
罰を考えて感極まること、死を思い起こすこ 
と、人生の残された部分をどのように生かすか 
と考えること、ク ルアー ン について 熟考するこ 
とは、アッラーが好まれ、満足される誠実な行 
いに 含まれるものです。 


アッラーはこのような形で明け方の時刻を 
活用し、施しを行なう生活を送るしもべたち 
に、次のような特別な吉報を与えられていま 
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「かれらはその行ったことの報奨として、喜ば 
しいものが自分のためにひそかに（用意）されてい 
るのを知らない」 （ァッ.サジダ章、第 32 章、第 17 節） 

預言者ムハンマドは、この章を次のように 
説き明かされています。 

「アッラーは、『私は誠実なしもべたちの 
為に、どの目もみたことのない、どの耳も聞い 
たことのない、誰も思い描いたこともない恵み 
を用意した』と言われた」 （ブハーリー、ベドゥ 
ル•ハルク、8、タフシール、32/1;、タウヒード、35、ム 
スリム、ジャンナ、 2-5) 

ここから理解できることは、私たちには知 
らされていない天国の恵みは、知らされている 
ものよりもずっと多いということです。いくつ 
かの伝承によれば、この恵みについては天使や 
預言者たちすらも知らないと伝えられていま 
す 0 
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熟考は、真実と救いの為の鍵である 


真実に到達することは、ただ熟考と考察に 
よって可能です。根拠、つまりアッラーの御力 
の刺繍や崇高な顕現を聞き、目にするというこ 
とにおいて目や耳が不自由な人のように振る舞 
う人は、どうやって真実を見出すことができる 
でしょうか。この為、「情報が感覚を目覚めさ 
せないのであれば、知識も得られない」と言わ 
れているのです。 

アッラーは、真実を見いだせない不信心者 
たちの状況を、クルアーンで次のように描写さ 
れています。 

「本当にあなたは、死者に聞かせることは出 
来ない。また聞えぬ者に呼び掛けても聞かせること 
は出来ない。（ことに）かれらが背を向けて引き取る 

時は」（犠章、第 27 章、第 8 〇節） 



人が疑念、妄想、欲求と言った災いから守 
られることを助ける、啓示によって鍛錬された 
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知識と、預言者ムハンマドの心の層から何かを 
得ようとする努力をしていれば、真実や善への 
媒介となるでしょう。アツラーの奇蹟は言うま 
でもなく、道徳や預言者ムハンマドの生涯につ 
いてすら、それにふさわしい形で熟考が行われ 
るなら、必ず、誠実な預言者であられること、 
招いておられることが完全に正しいことを認識 
するでしょう。この熟考の結果、ーアツラーの 
御許しにより一自我の欲求や理性の袋小路から 
救われるのです。 

アツラーは地獄に行く者の状態とその後悔 
について、次のように語られています。 

「かれらはその中にあって叫ぶであろう。「主 

よ、わたしたちを出して下さい。きっと善い行いを 

します。（これまで）していたようなことは、いたしま 

せん。」（かれは仰せられよう。）「われは、あなた 

がたを十分に長命させたではないか。その間に誰 

でも訓戒を受け入れる者は、戒めを受け人れたは 

ず。しかも警告者さえあなたがたに遣わされてい 

I だから(懲罰を)味わえ。悪い行いの者には救助 
者はないのである。」（創造者章、第 35 章、第 37 節） 

っまり、人が真実と永遠の安楽に至る為に 
は二つの道があるのです。 

1) 誠実な信者たちを見っけ、彼らに影響を 
受け、彼らの恵みや精神性の範疇でアツラーに 
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2) もしくは、熟考や考察の力をクルアーン 
や預言者のスンナの方向性において活用し、真 
実を見出し、我欲をそれに服従させます。真実 
を見出した人々に従わず、良心を持って考え、 
知性が示す道を進まなければ、その結果が恐ろ 
しい懲罰となることは確実なのです。 

真の熟考とは、ワージブル • ウジュード(その 
存在が不可欠であるお方、アツラー)の照明 
である。 


以前も述べたように、人にとってアッラー 
の主性を把握することは不可能です。なぜなら 
人間の知識の道は、五感、理性、そして心であ 
るからです。これら全ての認識能力は限られた 
ものです。力、能力が限られた媒介を通し、永 
遠で絶対的、始まりも終わりもないお方の存在 
を把握することはできません。限られた媒介を 
通しての認識は、ただ限りのあるものにおいて 
実現するのです。 



従って、アツラーの主性について考えるこ 
とは、運命の神秘と英知を完全に理解すること 
のように、人間の力を超越したことを行うとす 
ることです。クルアーンと スン ナによって拒否 
されているのです。アツラーの真実を熟考しな 
いことが災いの要因となるように、身の程をわ 
きまえず、自分の能力や力を超越したことに飛 
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びつこうとすることも、大きな損失をもたらし 
ます。 

この為預言者ムハンマドは、 

「アツラーの創造されたもの、そしてその 
恵みについて熟考しなさい。しかしアツラーの 
主性については考えてはいけない。なぜならあ 
なた方は、そのお方の御力を（それにふさわし 
い形で）決して評価できないからである」と言 
われています。（参照： Deylemi , II , 56; Hey semi , I , 81; 
Beyhaki , § uab , I , 136) 

イブ ニ •アラ ビー 師も、 


^ ^\j iUb JS 


「アツラーに関してあなた方の頭にどのよ 
うな考えが思い浮かんだとしても、崇高なるア 
ツラーはそれとは異なることを知っておきなさ 
い」と言われています。なぜならイスラームが 
示している真実として、アツラーの特性の一つ 
は、「ムハーラフアトウンーリルーハワーディ 
ス」すなわち、創造された何ものにも似ておら 
れないことであるからです。だから私たちが一 
人の人間について、例えば「アーリム」（熟知 
している）「アーディル」（公正である）とい 
うアツラーに属するいくつかの特性で表現する 
ことは、ただアツラーが被造物のどれにも似て 
おられない、という特性への信条によって、シ 
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ルク（アッラーに何ものかを配すること）とは 
ならずにいるのです。 

アッラーをその主性の真実によって把握す 
ることが不可能である一方で、アッラーの万物 
や事象におけるその特性の顕現から、その存 
在、唯一性に理性と心で到達することはできる 
のです。あらゆる被造物のように、可能性や能 
力が限られている人間にとって、できることは 
ただこれなのです。これもアッラーの位階にお 
いて、信者と認められる為には十分です。だか 
ら、イスラーム学者たちは「知識の頂点、そし 
て最も徳のあるものは、マーリフエトウッラ 
一、 すなわちアッラーが知られることである」 

と語ってきたのです。 

実際に人はただ、特性からその特性を備え 
る者、作品からその作り手、芸術から芸術家、 
要因からその要因をもたらすものへと向かう理 
解力を持っています。人はこの道、つまり一つ 
ずつが芸術の奇蹟である被造物や、与えられて 
いる恵みを見て、アッラーの崇高さ、御力、慈 
悲を、 g らの能力や力を基準として理解するこ 
とができます。つまり皆、マーリフエトウッラ 
一の大海から、その容器の分量だけの水を得る 
ことができるのです。 

聖メヴラーナは次のように語っています。 



「ある時、私の中に、 アツ ラーの光を人々 
の中に見出そうと言う願いが生じた。ちょう 
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ど、海をしずくの中に、太陽を微粒子の中に見 
出すことを望んでいたのだ」 


もし人が、冷静な認識と誠実な熟考、考察 
によってアッ ラーの 特性、行為、作品を眺めて 
いるなら、その人が教えを否定する人であるこ 
とは決して考えられません。なぜなら否定と 
は、知性と思想の活動と心の繊細さが損なわれ 
た場所で始まるからです。つまり、思想と心が 
本来のあり方であり、損なわれていない人が教 
えへの否定に引きずられることは不可能なので 
す。もし不信心者の世界に生まれた人であるな 
ら、不信心から救われる可能性が非常に高くな 
ります。その例として、聖イブラーヒームが多神 
教徒の環境で生まれ育ったにもかかわらず、知 
性と心の能力によってアッ ラーの 存在と唯一性 
を見出したことが、ク ルアーンで 詳細に語られ 
ています。 


従って、絶対的な否定者となることは、正 
しく考えることのできる人にとって不可能なの 
です。なぜなら、あるものを「ない」というこ 
とによって終わりにはできないからです。説得 
力のある、正しい根拠や証明が必要となりま 
す。生命、万物、死後の謎を説き明かすことが 
できない人が、ただ「ない」ということで何の 
証拠、証明となるでしようか。この状態は、空 
腹であるのに、体の健康が損なわれた為にそれ 
に気づいていない人の状態に似ています。彼ら 
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が空腹であるのに、空腹ではないということ 
は、ただその病気の照明であり、証拠です。全 
ての神経系がマヒしてしまった、もしくは麻酔 
をかけられた人が、体に刺さった釘や、その器 
官を布のように切るメスに気づきません。この 
ように、崇高な真実に対し魂を病ませ、それに 
気づいていない人々についてアツラーは。 

「見ない者、聞かない者、言葉がない者」と 
いう表現を用いています。 


なぜならアツラーはそれぞれの人の本質 
に、信仰し、真実を求めるニーズやその能力を 
も与えておられるからです。その為、信仰や真 
実について知らずにいることは、ただ魂が見 
ず、聞こえない為なのです。信仰しない人々の 
魂も、アツラーの認識の為の備えはできている 
か、認識している状態です。しかし、この状態 
を、精神的に見ない、聞かない状態でいる為 
に、意識に上がらせることができないのです。 
ちょうど、見ているのに思い出せない夢のよう 
です。 


言い換えるなら、人の魂における信仰への 



傾向は、天性のものです。そしてこれはまあ子 
供の頃から、満たされるべき空腹のように私た 
ちの前に姿を示します。例えば、父親が礼拝す 
るのを見ている子供は、礼拝のあり方に ついて 
の質問をしません。アッラーの偉大さを自ら理 
解できない為、具体的なものとして表現しよう 
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とします。アッラーがどれだけであるか尋ね、 
死んだ人がどこに行くのかに興味を持ちます。 
天国と地獄がどのような場所であるかを知りた 
がります。常に学ぼうとしているのです。なぜ 
なら人間の本質において、精神性は秘められて 
いるからです。秘められているこの能力が意識 
の上に上った時、人は信者となります。意識下 
に閉じ込められている時には、不信心者なので 
す。丁度、鳥かごに閉じ込められた鳥のようで 
す。長い鳥かご生活の後で、鳥はかごから出さ 
れても飛ぶことができません。なぜなら翼が固 
まってしまっているからです。ちょうどこのよ 
うに、信仰の感覚は意識の上に上がらなかった 
時には、人の信仰する力は損なわれるのです。 

従って、私たちを無から創造されたアッラ 
一を、私たちの可能性や力に応じて知ることが 
必要となります。閃きやマーリフエトウッラー 
に至り、アッラーに到達する為には、アッラー 
の特性や御業を正しい形で理解することが必要 
なのです。 


あらゆる行いにおいて英知を備えられたア 
ッラーは、多神教徒の社会に預言者ムハンマド 
を派遣される時、最初に「比類なき、配する者 
のないお方の名において、読みなさい…」と命 
じられていたとすれば、これは前もっての異議 
をもたらし、シルクにおいて条件づけられたよ 
うな人々に、信仰によって誉れを与える可能性 
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は小さくなっていたでしよう。しかしアツラー 
はその正しい言葉を、彼らが否定しないであろ 
う「創造するお方」という特性によって始めら 
れたのです。これを受け入れた後、「創造す 
る」という行為をその持ち主に用い、「創造な 
される御方、あなたの主の御名において、読め」 （ 
凝血章、第96章、第1節）と命じられたのです 。偶像 
が何も生み出さないことを知っている偶像崇拝 
者たちは、真の神がアツラーであることを、真 
の賞賛と感謝にはただアツラーがふさわしいこ 
とを自ら理解したのです。 

解釈者のベイダヴイーは次のように語ってい 
ます。 

「崇高なるァツラーは、凝血章で、人が最 
も低い位階から、最も高いところに移されたこ 
とを思い起こさせられる。このようにしてまず 
アツラーを知る為、論理の道において証明とな 
る創造を示す。第2に、聞くと言う手段において 
証明となる読み書きに注意をひいている。つま 
り、論理的知識及び語られた知識を一つにして 
いる」 


つまりアッラーは、被造物について熟考す 
ることを、教えを否定する人々が信仰によって 
誉れを与えられる為の一つの媒介とされたので 
す。信者のこの点における熟考は、信仰が強ま 
ること、覚醒が増すことの媒介です。 
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全てが動き、変化している 


考えているなら、私たちが見ているこの世 
界では全てが変化しています。ある状態から、 
別の状態へと移り変わります。例えば、精子は 
凝血へ、凝血は嚙まれた肉片へ、肉片は肉や脂 
肪に変わります。このような変化は、星、惑 
星、鉱物、植物、つまりあらゆるものに見られ 
ます。 

原子の中には壮大な動きがあります。電子 
は非常に細かな計算で、想像もできない速度で 
回っています。核の要素であるプロトンや中性 
子はより小さな容量に閉じ込められており、そ 
の速度は電子に比べて非常に増しています。一 
秒で訳6万キロを超える速度で回っているので 
す。この高速はそれらが、「沸き立って泡立つ 
液体のしずく」という状態で見えることの要因 
となります。 

詩人は、作品から作り手への推移には、微 
粒子 一つで あっても十分であることを素晴らし 
く表現しています。 

「あなたの存在を知ることは何と言う希 
望かこの世界と共に 

あなたが創造された一つの微粒子でその証 
明には十分である」 （ シナーシ） 


1ミリ平方であるまち針の頭部に、約100兆 
の原子が存在することを思うなら、万物の動き 
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がどのような力の作品であるかをよりよく理解 
できるでしよう。 

そう、この全ての動きや変化が生じる為に 
は、真の作り手が必要であり、それが崇高な創 
造主であられるお方アッ ラーです 

なぜなら、知性を驚嘆させるこの素晴らし 
い状態が、その作り手なしに生じること、ある 
いは意識をもたない作り手によって生じること 
は絶対に不可能であるからです。 


全てがある目的の為に創造された 


この世界においては全てがある目的や効果 
の為に創造されていることが明らかです。以前 
にも述べたように、 

一月や太陽の光により、この世界の被造物 
は照らされ、成長します。地球と月が太陽の周 
りを回ることで、時刻がもたらされます。地球 
が回ることによって季節、日、夜が、月が回る 
ことによって月々が生まれます。 

一 常に吸い、はいている空気は、肺に行く 
血を清めます。私たちの肉体が何よりもそれを 
必要としている為、それは非常に容易であり、 
多く存在するのです。 



一風は雲を送り、それを必要とする場所に 
雨をもたらします。また風は、植物や木々を 
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植え付け、気温を調節し、空気をきれいにしま 
す0 


一同じように海の効果も、数えきれないほ 
どです。 

これらすベて、そしてここで数えきれない 
ほどのさらに多くの事々の、人間の暮らしにお 
ける重要性は既知の通りです。従ってこれらを 
教訓のまなざしで見つめ、熟考する人は、次の 
ような結論に至ります。すなわち、あらゆるも 
のの創造に、大きな英知と目的が存在すると言 
うことです。これが偶然であると見なすこと 
は、論理の服従、良心の停止を意味します。こ 
れらは知識、英知、力、そして崇高さの持ち主 
であるお方の作品なのです。そしてそれが、ア 
ッラーなのです。 


同じ鉱山から異なる産物が生じている 


周囲で目にしている様々な存在の本質 
は、皆同じです。全て、物質として存在してい 
ます。様々な要素は、全て同じ本質の各部分で 
す。例えば、天空の物体も、皆同じ物質からで 
きています。ただそれぞれに、それ自身に固有 
の性質、特性、量、そして寿命はあります。一 
部のものは冷たく、一部のものは非常に熱いの 
です。 

- 
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窒素、炭素、酸素、水素といった要素か 
ら、植物や動物が生じています。しかしこれら 
の物質と生命の間には、そして知識、意志、 
力、聞くこと、見ることのような崇高な特性の 
間には絶対に何の関係もないのです。 

そう、これら全ては神の芸術の奇蹟です。 
この世界で私たちが見ている様々な、そして完 
成された存在は、尊い力を備えた芸術家の作品 
なのです。これほどの芸術的奇跡を生じさせて 
いる存在が、後になってそれらに似ることは不 
可能です。それは、その存在が不可欠であり、 
誰の力も必要とせず、永遠であるお方アツラー 
なのです。 

要するに、考える人がアツラーを見出すこ 
と、アツラーに驚嘆することは決して困難では 
ないのです。熟考のおかげで、人が無信心者で 
あれば信仰を見出し。信者であれば信仰におけ 
る位階を高めます。アッラーへの智、愛情の階 
段を進み始めるのです。 


マー リフエトウッラ ーの 道 



イ ス ラーム 学者たちは、「人に命じられた 
最初の義務は、 マーリフエトウッラー、 つまり 
アッラーを 知り、 アッラーヘと 導く熟考を行う 
ことである」と語っています。 
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ク ルアー ンの普遍的で本来の目的は、人々 
の知性や心をアッラー以外のものに従事するこ 
とから救い、マーリフエトウッラーへ導くこと 
です。 

アッラーは 人々がご自身を知り、しもべと 
して従う為に創造されました。人はこの目的 
に、ズィクルと思想という道で、最もよい形で 
到達することができます。イ バー ダは人の生活 
の真髄です。 アッラーに イ バー ダを行うことの 
最善の形は、ズィクルです。ズィクルと熟考は 
互いに切り離すことのできない兄弟のような存 
在です。 

疑いもなく、人にとって最も重要なこと 
は、永遠の幸福と安らぎに至ることです。他の 
願望は、これに比較すると重要性のないものと 
なります。永遠の幸福と安らぎに到達する為に 
最も重要な媒介が、マーリフエトウッラーなの 
です。 


学問的な情報は、ある事象を要因一結果と 
いう結びつきで把握します。智（マーリファ） 
は、これに加え、そこにおける神の意志の顕現 
を認識することで実現します。この為にこそ、 
アッラーが知られるということに関する知識 
が、マーリフエトウッラーと名付けられたので 
す。つまりこれは、アッラーの存在を、智とい 
う レベルで 把握すると言う意味なのです。 
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この為、信者たち章第 84 — 87節では「考え 
る」ことが篤信よりも先に言及されているので 
す。なぜなら人は熟考と考察によって智に到達 
するからです。アッラーを、ふさわしい形で知 
った後、アッラーに対立することを避け、篤信 
を持つべきであることを知ります。なぜならマ 
ーリフエトウッラーな しでは、つまり アッラー 
をふさわしい形で知ることなしでは、どのよう 
な行為も価値を意味しないからです。 

要するに、最も崇高な学問がマーリフエト 
ウッラーであることには疑いの余地はないので 
す。ジュナイド•バグダデイは次のように語ってい 
ます。 


「もし天空の下に、智を備えた人たちが追 
及している学問よりもより崇高な学問があるこ 
とを知っていれば、私は他に何もせず、常にそ 
れを得る為に努力していたことだろう」 

イブニ • カイーム • アル • ジャウズィヤーは次の 
ように語っています。 

「アッラーは ク ルアーン で、しもべたちを 
二つの 道で マー リフ エトウッラーに 到達するよ 
う、招いておられる。 

1. アッ ラーがなさったこと、創造されたこ 
とを目にし、それらについて考えること 



2. クルアーンの言葉について熟考し、考察 
すること。 
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一つめは、アツラーの、 目に見えるお言葉 
であり、 二つめ は耳で聞かれ、知性によって 
認識されるお言葉である」 （ ibn-i Kayyim , Fevaid , p . 
31-32) 


これらについての熟考や考察は、人を真の 
意味で信仰に到達させ、創造の意図に方向づけ 
るものです。 

詩人は何と素晴らしく表現していることで 
しょう。 

「この万物はその全てが、崇高なるアツラ 
一の書物である 

どの文字を見ても、その意味は常にアツラ 
一となる」 

すなわち、「この世界は端から端までアツ 
ラーの最も偉大な書物である。この偉大な書物 
のどの文字を読んでも、その意味が常にアツラ 
一であることがわかるだろう。この世界のどの 
微粒子について熟考しても、あなたをアッラー 
に到達させるだろう」 


熟考が行為に変わるべきである 


熟考、ズィクルとムラーカバによって真実 
に到達する為に、獲得された知識が実行される 
ことが必要です。神の真実やク ルアーンの 言葉 
について考える人は、それらを必要な形で実行 
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しない場合、その熟考は認められるレベルに到 
達していないと言うことを意味します。なぜな 
ら行為とは、内面的なものである熟考と考察 
を、表に出すと言う意味であるからです。 

この点についてイマ 1 ーム•ガザ'—リ^一は次の 
ように語っています。 

「熟考の果実である知識は、その状態を獲 
得し、誠実な行為に向かう為のものである。心 
に知識が現われると、心の状態は変化する。心 
の状態が変化すると、器官の動きも変わる。こ 
の意味で行為とは、状態に基づいており、状態 
は知識へ、知識は熟考に基づいている。従って 
熟考は、始点であり、全ての善の鍵である。 

真の熟考とは、人を醜いものから美しいも 
のへ、欲望からズフド（アッラーのご満悦を得 
る為に、現世の恵みから手を引くこと）及び満 
足へ、と導く熟考である。この熟考は人に、見 
出し、篤信すると言う状態を獲得させる」（ィマ 

ーム•ガザーリー、イフヤー、 VI ， 47) 

行為へと変わった熟考と考察のおかげで人 
は、この世界における驚異的な物事を、ごく普 
通であると見なしてしまうという病からも救わ 
れます。 



実際、普通の人間は、画家が自然を真似て 
生み出した絵を評価するのに、自然とその創造 
主を前にすると同じ評価の感情を抱くことはで 
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きません。全ての驚異的な事柄を、ありきたり 
のことと見なすのです。 

清められた心の持ち主である、アツラーの 
友である聖人たちは、画家がただ自分の誉れの 
継続の為に描いた絵の代わりに、真の芸術家と 
その作品に対し、驚嘆し、興奮を感じます。ア 
ツラーの御力が_然界にもたらした無数の奇蹟 
における神の芸術の喜びに到達します。その資 
本が同じ土である植物の、様々な色の葉や花、 
それらにおける模様、木々の色、香り、味や形 
において無限の違いを示す果実、ただ 1.2 週間 
ほどの寿命であるのにもかかわらず、蝶の羽に 
ある素晴らしいデザイン、人の創造における奇 
蹟性を眺めます。目が見えること、脳が認識す 
ることといった無限の神の奇蹟と、これらの「 
状態による言葉」と呼ばれる秘められた宣言に 
耳を傾けます。 


このような人々にとって、この世界の全て 
は、読まれる為に用意された書物のようです。 
これらは文章における学問を超越し、心におけ 
る学問に到達したのです。ちょうど、かつてセ 
ルジューク朝の神学校で、本に埋まった穏やか 
な教師であったのに、心が愛情に満たされてい 
るシャムスという風変わりな修道僧の、正しい 
道を示すそのまなざしから閃きを得て、愛の炎 
に燃え始めたメヴ ラー ナのようにメヴ ラー ナは 
このような形で愛情の空気の中で新たに生まれ 
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た後、外面的な学問についての書物はそのまな 
ざしにおいて価値を失い、もはや万物における 
神秘やその刺繍を読み取り始めたのです。その 
後で、人間、万物、そしてクルアーンにおける 
神秘と英知を説き明かす書であるメスネヴィと 
いう名作が生まれることがかなったのです。 

この世界での生命を、啓示によって鍛錬さ 
れた冷静な理性と信仰の光で照らされた繊細な 
心の作品である熟考と考察の空気の中で生き、 
マーリ フエ トウッラーに 到達することのできる 
純粋なしもべたちは何と幸福なことでしょう 
か0 








終わりに 


今日、自分たち自身の歴史や文化になじん 
でいない一部の人々は、欧米発祥の個人発達プ 
ログラムや東洋のヨガや瞑想のクラスで安らぎ 
を見出そうとしています。しかし人が求めてい 
る真の安らぎは、アッラーの英知や真実の鍵で 
あり、イスラームが勧めているズィクル、熟考、 
考察によって実現するムラーカバにこそ存在す 
るのです。 

心の考察によって成熟した熟考は、魂の安 
らぎ、心の平穏の源です。なぜならこのような 
熟考は、人を英知に到達させるからです。英知 
の最たるものは、アッラーへの畏怖、篤信や恐 
れの感情です。つまり熟考は、信者をアッラー 
のご満悦と愛情に至らせるのです。 


万物や事象について、ふさわしい形で熟考す 


ることができる人は、「この世界は何であるか？ 
私はなぜ創造されたのか？はかない日々の真実、 
本質は何であるのか？幸福の道とはどれなのか？ 
私は誰の何なのか？どのように生きるべきなの 
か？私はどこから来て、どこへ行くのか？」と言 
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つた問いの答えを求めます。この考えは、彼をこ 
の世界の一過性の情熱から遠ざけ、正しい道と永 
遠の幸福に到達させるのです。 

私たちもささやかなこの作品で、万物、人 
間、クルアーンにおける神秘、英知、そしてそ 
の真実について、時代の科学的な確証をも活用 
し、少しでもお伝えしようとそ力しました。将 
来、さらにどれだけ多くの神秘や英知が現わ 
れ、アツラーの御力や崇高さの無限性に光を当 
てることでしよう。 

さらに、私たちがここで言及した項目は、 
ただこの本のささやかなボリュームに応じた、 
いくつかの例えのようなものなのです。親愛な 
る読者諸君が、ー イン シャツ ラ ーーこれらの 例 
を通して語ろうと努めた熟考の地平線を、自ら 
の心の世界においてあらゆる存在と事象を包括 
する広大なものと広げられますように。このよ 
うにして マーリフエトウツラーの 大海から、ど 
れだけの神秘と英知の真珠が集められることで 
しょう。 

アツラーが私たち皆に、崇高な熟考の地平線を 
与えてくださいますように。クルアーン、人間、そして 
万物の神秘と英知を、教訓のまなざしで読み取り、 
心から復活することができますように。私たち皆を、 
ムラーカバの状態で生き、マーリフエトウッラーに到 
達する幸運なしもべとしてくださいますように。 



アーミーン! 
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アハディ ーヤ： ァツラー 
が あらゆる被造物にお 
いてご自身の唯一性を 
示すことである。何に 
注意をおいてみても、 
それは アツラーの 作品 
なのである。そのもの 
は私たちに唯一の アツ 
ラーの 存在と、それを 
アツラーが 創造された 
こと、 アツラーが 全て 
のもののそばにおられ 
ること を 示す。例えば 
人間、花、地球はそれ 
それが単一で、それ自 
身を創造された アツラ 
一を 示す。 

アーディル：権利や法か 
ら逸れることなく、権 
利を尊重する人を意味 
する。 


アッ ラーが 全てを一定 
の形状、特性を与えつ 
つ創造されることを意 
味する。創造されたも 
のは他害に、その特性 
を通して分けられる。 
結果として、創造され 
たものは何であれ、選 
ばれ、他のものと区別 
されている。これは大 
きな慈悲であり、この 
点には多くの英知があ 
る。この慈悲と英知を 
理解する為には、創造 
されたものを互いに区 
別することを可能とす 
る違いが、一瞬の為に 
創造されたのではない 
ことを考えることで十 
分である。 
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イバ^ーダ：しもべがアッ 
ラーに対し賞賛や感謝' 
と言った務めを、アッ 
ラーが命じられた形で 
行うこと。崇拝行為。 

イフサーン： イスラーム 
神秘主義において、ア 
ッ ラーを 見ているかの 
ように生きるしもべと 
しての在り方とその心 
の状態。 

イフラース：イフラース 
は言葉としては、精製 
すること、純粋にする 
こと、区別すること、 
不純物を取り除くこと 
という意味である。イ 
フラースは、人がイバ 
ーダと服従によってア 
ッラーの命令、望み、 
恵み以外の全てに対 
し閉じられることであ 
る。 


イブリース：シャイタ 



' ー ンの名称の一'つ。 聖 
アーダムが天国から出 
る要因となり、人を地 
獄へ落そうとする存 


在。ク ルアー ンで伝え 
られているところによ 
ると、 アッラーが 天使 
たちに「私は土から人 
間を創造する。彼を創 
造し、私の魂を吹き込 
んだら、すぐに彼にサ 
ジュダしなさい」と言 
われた。イブリース以 
外の天使はすぐにサジ 
ュダをした。イブリー 
スはサジュダを行う者 
と共にあることを避け 
た。 

ウン マ：イスラーム社 
会の全体を示す概念で 
ある。 イスラームの 信 
仰の最も重要な源であ 
るク ルアー ンにおいて 
も、多く用いられてい 
る。「これは過ぎ去っ 
た民〔ウンマ〕のこと 
である。かれらにはそ 
の稼いだことに対し、 
またあなたがたにもそ 
の稼いだことに対し （ 
応報があろう）。かれ 
らの行ったことに就い 
て、あなたがたが問わ 
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れることはないのであ 
る」（雌牛章、第2章、 
第134節） 

ウドウー：一定の期間 
を、手順に従って洗 
う、もしくは湿らせる 
ことで行われる清浄で 
ある。ウドウーはあら 
ゆることの前に各種の 
汚れ、けがれから救わ 
れること、すなわち物 
質的、精神的なあらゆ 
る汚れ、細菌などから 
遠ざかる為にイスラー 
ムが命じている重要な 
イ バーグで ある。 

カーバ： 、 マッカのマ 
スジド. ハラームの 中 
心部にある建造物であ 
り、イスラ'—ム教にお 
ける最高の聖地とみな 
されている。 

カリフ：預言者ムハン 
マドの後、その代理人 
としてムスリムたちの 
宗教的な先導、法の保 
護を行う任務を負った 
人。最初のカリフは、 


預言者 ムハンマドの 死 
後にカリフとなった ア 
ブー • バクルである。 
アブー. バクルの 後は 
ウマル、オスマン、 
アリーがカリフとなっ 
た 。 

カダー：ァッラーが前も 
って命じられ、定めら 
れた事象が、その時が 
来るとアッラ'一の意志 
や承認により実際に生 
じること、形成される 
ことである。 

カダル：アッラーが最初 
から最後まであらゆる 
事象の時間、特性、場 
所を前もってご存じで 
あり、それを認められ 
ていること。カダルは 
アツラ'一の一-定の某_ 
に基づいて設けられた 
神の法則である。 


キブラ：イスラーム教 
徒はどこにいたとして 
も、礼拝を行う際にそ 


ちらを向かなければい 


けない、サウジアラビ 
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アのマツカの町に ある 
カーバが ある方向。 

ザ カート： ザカー トとは 
辞書的な意味では増え 
ること、増やすこと、 
豊かさ、賞賛という意 
味になる。イス ラーム 
用語としては、イスラ 
ームの 5 つの 条件の 一つ 
であり、所有している 
財産、お金の40分の1を 
毎年、支援を必要とす 
る人に差し出すことで 
ある。 

サジュダ：サジュダは 
辞書的な意味では「従 
順、服従、謙虚さのう 
ちに身をかがめるこ 
と、地に伏すこと、顔 
を地につけること」と 
いう意味である。礼拝 
において、額、鼻、 
手、足、膝、そして足 
の指を地につけること 
であり、礼拝の義務の 
一つで ある。 



サダ カ：アッラーの ご 
満悦の為に貧困者や困 


窮者に、見返りなく与 
えられるもの、行われ 
る支援、あらゆる種類 
の 善行。 アッラーの 道 
における支出である。 

サ ハーバ： イスラーム 
用語として、預言者ム 
ハンマ ドを目にし、彼 
と話し、友となり、彼 
を信じた信者を指す言 

查 

シャイタ 1 ーン：悪魔。 

しもべ：（アブドウ） 
辞書的には「どれい」 
「下僕」という意味に 
なるこの言葉は、イス 
ラーム用語としてはア 
ッラ^一に従い、イバ^一 
ダ（崇拝行為）を行う 
人という意味で用いら 
れ る。 イスラームは服 
従、無条件に従うこ 
と、称えることをただ 
諸世界の主であるアッ 
ラーにのみ行われるこ 
とであるとしており、 
それがしもべとしての 
奉仕（イバーダ • 崇拝 
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行為）という意味にな 
ること、人の創造の理 
由もこの形での「しも 
ベとしての奉仕」であ 
ることを示している。 

ジブラーイール：ジブ ラ 
ーイー ルは アツラーの 
命令を天使たち、預言 
者たちに伝える啓示の 
天使である。4大天使の 
一'人であり、最も崇局 
なものである。ジブ ラ 
ーイー ルはユダヤ教、 
キリスト教においても 
偉大な天使として啓典 
で名が出てくる3人の 
天使のうちの一人であ 
る。 

ズィクル：概念として 
ズィクルは、アツラー 
を 念じつつ 口にするこ 
と、及び行うことが奨 
励されている、言葉と 
行動の実践を伴う行為 
の総称である。 


し、賛美すること。ク 
ルアーンを読誦するこ 
と、クルアーンを聞く 
こと、ドウアーをする 
こと。言葉で行われる 
ズィクルは、心のズィ 
クルにつながるもので 
あるべきである。 

2. 心によるズィクル： 
心によるズィクルは、 
体のズィクル、つまり 
言葉によるズィクルの 
基盤を構成するもので 
あるべきである。行動 
によるズィクルとは、 
アッ ラーが行うことを 
求められているしもべ 
としての任務、すなわ 
ちィバーダ（崇拝行 
為）である。 

ズフド：禁欲主義。あ 
らゆる世俗的なもの、 
自我の快楽を拒み、自 
らをイバ'ーダに捧げる 
こと。 


1. 言葉によるズイク 
ル：アッラーを その美 
名と共に念じ、感謝' 


スンナ：預言者ムハンマ 
ドの言葉、行動、認め 
ておられていたこと。 
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タク ビーノレ：アツラーの 
偉大さ、崇高さを明ら 
かにす る 為に唱えられ 
る、アラビア語の「ア 
ツラーフ • アクバル （ 
アツラーは 偉大なり） 

」という言葉。 

タワツクル：まず自らが 
やるべき努力 を 行った 
後で、 アツラーに 委ね 
ること。 アツラーを 信 
頼すること。 

タビーン：預言者ムハ 
ンマドの存命中には生 
まれていなかつたもの 


ドウアー：言葉の意味と 
しては、呼びかけるこ 
と、声をかけること、 
求めること、救いを求 
めることである。イス 
ラームに おいてドウ 
アーは、アツラーの崇 
高さの前に、 しもべが 
その 無力さを訴え、愛 
情と敬意の中で恵みや 
救いを求めることを示 
す。 

ハテイム：ク ルアー ン 
を、様式に従って最初 
から最後まで通して読 
むこと。 


の、 預言者 ムハンマド 
の存命中に存命してい 
た 世代（サ ハーバ） 
に会い、学んでいた 世 
代。 


テデッブル：あることの 
結果や結末について考 
えること。 

テゼックル:何らかの問 
題を解決する為に考え 
ること。 

- 


ハディース：宗教用語 
として ハデイ' ースは、 
預言者ムハンマドの言 
葉、行動を意味する。 

ク ルアー ンでは預言者 
ムハンマドの人格が信 
者の模範として示され 
ており、 その 道を行く 
ことはアツ ラーの 愛情 
と許しを得ることの前 
提条件とされている。 
これにより、 ムスリム 
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の中で信仰、道徳、ィ 
バーダといった項目で 
ク ルアー ンに次ぐ第二 
の源として受け入れら 
れている。 

ハラーム： アツ ラーが 
確実に「行ってはいけ 
ない」と命じられたも 
のである。 ハラームは 
イス ラームに おいて行 
うこと、飲み食いする 
こと が 絶対に禁じられ 
たものであり、アツラ 
一が ク ルアー ンで明ら 
かにされている飲酒、 
賭博、窃盗、利子等の 
行為である。 

ムラーカバ：神秘主義 
者は、ク ルアー ンの全 
てを熟考のうちの読む 
為に、まず一部の章句 
について熟考の訓練を 
行います。その為に、 
人の心に最も影響を与 
え、 アツ ラーと共にあ 
ると言う感情やアッラ 
一への愛情を植え付け 
る章句が選ばれます。 
この章句において深み 


を増し、熟考を行うこ 
とを「ムラーカバ」と名 
付けています。 

マーリフアトウッラー：ア 
ッラーを心で知るこ 
と。アッラーを、全て 
の特性と共に知るこ 
と。 

フトパ：金曜礼拝やイ 
ードの礼拝を始めとし 
て、一部のイバーダや 
式典の際に、集団に対 
してな される 説 目 舌。舌 羊 
書においては「集団に 
対してな される、 効果 
的な話」という意味に 
なるフトバは、宗教的 
な意味では金曜礼拝、 
イードの礼拝を始めと 
して一定のイバーグに 
おいてな される 説話や 
忠言を含む話を意味す 
る。これを行う人をハ 
ーティブと呼ぶ。 


ムスハフ：「集められ、 
綴じられたページ」と 
いう意味である。そこ 
から、ク ルアー ンの全 
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ての章と節が書かれ、 
まとめられ、綴じら 
れ、二つの表紙の間に 
まとめられた状態を指 
す。ク ルアー ンは預言 
者ムハンマドの存命中 
には様々なものに書か 
れ、 まだ ムスハフの状 
態にはされていなかっ 
た。 アブー • バ クルが 
国家の長であった時代 
に ムスハフと された。 
最初の ムスハフは 「ア 
ル•イマーム」と呼ば 
れ た。 オスマンの 時代 
には この 最初の ムス ハ 
フから8部が増刷され 
た、地上に存在する全 

てのムスハフは、この 
ムスハフと同一であ 
る。 

ムハーラフアトウンリ 
ル•ハワーディス：ア 
ツラーが、後発的に存 
在するものとは似てお 
られないことである。 
アツ ラーはその特性に 
おいても属性において 
も、ご g 身が創造され 


たどのものにも似てお 
られない。私たちがア 
ッラーのことをどのよ 
うに考えようと、アッ 
ラーは私たちが想像す 
るものとは異なってお 
られる。なぜなら私た 
ちが想像できるものは 
全てが後発的に創造さ 
れたもの、無である状 
態から創造されたもの 
であるからである。ア 
ッラーはその存在が必 
須であり、永続的であ 
り、何ものも必要とは 
されず、あらゆる不足 
から遠く、全ての完全 
性を備えられた神聖な 
お方である。 

サマド：何も必要とされ 
ず、誰をも必要とされ 
ず、その許可なくして 
は どの事柄も定められ 
ることがない、また必 
要性がある時にはご自 
身に求められるお方と 
いう意味である。アッ 
ラーは 産みも、産まれ 
もなさらない。全ての 
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被造物はそのお方の「 
在れ」という命令によ 
って無から創造された 
のである。 

タウ ヒード： アツラーが 
唯一であられること、 
アツラー以外の創造者 
が存在しないことを信 
じることである。言い 
換えれば、アツラーを 
その特性、属性、みわ 
ざにおいて唯一である 
と認め、同様にその特 
性、属性、みわざにお 
いて他の何ものをもア 
ツラーに配さないこと 
である。 

ワージブル•ゥジュード： 
不可欠である存在もし 
くは存在が必須である 
お方、アツラーを意味 
する。神学はアツラー 
の存在の不可欠性、必 
要性を明らかにする。 
信仰の6つの条件の一 
つは、アツラーの存在 
が不可欠であること、 
真に崇拝されるべき存 
在、そして全ての被造 


物の創造主であること 
を信じることである。 
現世と来世にある全て 
のものを、物質も時間 
も用いずに無から創造 
されたのはただアツラ 
一である、と絶対的に 
信じることである。 

ハーフィズ： 暗記した 
者、頭で覚えている 
者、そして守る者とい 
う意味になる ハーフ ズ 
は、ク ルアー ンを全て 
暗記し、暗唱できる者 
を示す。 


ムバフ：行うこと、もし 
くは放棄することにお 
いて宗教上全く問題が 
ないこと、つまり責任 
を問われる人間が、そ 
れを行うこと、行わな 
いことが完全に自由で 
ある行為である。座る 
こと、食べること、飲 
むこと、眠ることなど 
である。これらの行い 
は実行しても報償はな 
いし、放棄しても罪に 
はならない。 
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クヤ^ーム：起き上がるこ 
と、直立すること、立 
つことを意味する。礼 
拝を構成する要素の一 
つである。 

ルクウ：ク ヤー ムでク 
ルアー ンの章を唱えた 
後、手がひざに届く形 
で前傾姿勢を取ること 
を意味する。礼拝にお 
けるルクウは義務の一 
つである。 

アーリム：アツ ラーの 
啓典であるクルアーン 
を始めとして、預言者 

ム ハン マドの ハ デイー 
スや全てのスンナを知 
り、その他の イスラ'— 
ムの 知識も必要な形で 
身に着け、高度な知識 
の蓄積に至っている人 
を意味する。能力を備 
えたこの人々は、基本 
的な イスラームの 知識 
を身に着けた後、一定 
の学問分野においてさ 
らに勉学を勧め、固有 


の専門分野を持つよう 
になる。 

アーディル：権利や法か 
ら逸れることなく、権 
利を尊重する人を意味 
する。 

シルク： アツラーに 何も 
のかを配することを意 
味す る。アツラーと 並 
ベて他の神を配するこ 
と、 他のものを神格化 
することである。 






















































